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戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。
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　　　プロローグ　Recollection or Just Collection ?







　風かざ峰みねハルは、僕にとって唯ゆい一いつの姉だ。

　幼い頃ころ、僕と姉さんは両親を亡なくしている。当時の僕は物心がつくかつかないか、その境界線上に立っていることもあって、思い出せる両親の記き憶おくはほとんどない。

　覚えていないからなんとも思わない──そう言えるほど達観してはいないけれど、それでも両親がいない環かん境きようを、寂さびしいとも悲しいとも感じた覚えは一度だってない。

　思い返す記憶の中では、いつだって姉さんが僕の手を引いてくれていた。

　両親の死後、姉さんと僕は、特立研究機構──後の僕のバイト先である研究所に身を寄せた。親類を持たない風峰家にとって行く当ては限られていて、とはいえ研究所は残ざん留りゆう体たいと戦うための組織であり、決して迷まい子ごの姉弟きようだいを温かく出で迎むかえる場所じゃなかった。

　今思い返せば──たとえば『鶺せき鴒れい』という国に頼たよれば、それでなくても別の方法で、僕と姉さんは細々とながらも生きていくことができたのかもしれない。

　でも姉さんは、幸せになろうと人生を頑がん張ばることが、好きな人だった。

　当時の年ねん齢れいで言えば一三歳、まだまだ子供といって通じる中学生。

　風峰ハルは、弟と二人で生きていく上で必要となるお金を稼かせぐために、研究所の武装研究員となる道を選んだ。

　残留体と戦い、下へ手たをすれば命を落とすかもしれない職業を、どうしてわざわざ選んだのか──その理由を、僕は姉さんが武装研究員を引退してから訊たずねたことがある。

　姉さんは、夕食の準備を鼻歌交じりにこなしながら、んふふと微笑ほほえみ答えてくれた。




　──だって、武装研究員ってすっごくお給料がよかったんですよー──




　まったくもって昔から姉さんは姉さんであり、緩ゆるい微笑みを浮うかべながら、どんな困難でも解決できてしまうんじゃないかと思わせる強い芯しんを持っていた。

　そうして姉さんと僕は、研究所の管理する寮りように住み込みながら、姉さんは武装研究員となるための養成機関に通い、僕はごく一いつ般ぱん的てきな小学校に通う毎日を送り始めた。

　当時のことは、朧おぼろげながら覚えている。

　寮から姉さんに見送られて小学校に向かい、友達と遊ぶことなく、放課後になって一直線に下校すれば──姉さんは必ず、寮の一室で僕を待っていてくれた。

　帰ってくる時間を見み越こしたように、ハーブティーを淹いれる準備をしておいて、微笑みながら言うのだ。




　──お帰りなさい、橙とう矢やちゃん。学校は楽しかったですか？──




　その光景がどれだけ尊いものか、僕は小学校を卒業した頃にようやく気付いた。

　姉さんが通うのは、残留体と戦う人材を育てる養成機関だ。普ふ通つうの学校とは違ちがい、素人しろうとを戦士に鍛きたえ上げるための『授業』をこなす。姉さんはとくに心得のない素人だった。入学してしばらくは、勝手が摑つかめずに苦労したことは想像に難かたくない。

　それでも、僕の記憶の中では、いつだって姉さんは僕の帰りを寮で待っていてくれて。

　姉さんが僕を寂しくさせないように、僕が学校から帰ってくるのに間に合うように、相当な無理を重ねてくれたのだと──想像することはもっと簡単にできた。

　風峰ハルは本当に優やさしくて、どこまでも僕の知る姉さんだった。

　やがて姉さんは養成機関を一足も二足も飛んで卒業し、『鶺鴒』史上最年少の武装研究員として活かつ躍やくし始める。僕が中学に進学する頃には、天才武装研究員『舞まい姫ひめ』としてその名が研究所に知れ渡わたる程ほどで、姉さんはちょっとした有名人になっていた。

　誰だれもが姉さんの実力を認めて、その今後に大きな期待を寄せていたと思う。

　そんな姉さんはある日、夕食の席の世間話ついでに、橙矢ちゃん、とのほほんとした口調で切り出したのだ。




　──そろそろお金も貯たまってきましたし、新しいお家うち、欲ほしくありませんか？──

　──私と橙矢ちゃん、二人だけのお家が欲しいなぁって──

　──今はまだお金が必要なので、しばらく武装研究員のお仕事は続けますけど──

　──一年……う～ん、二年くらいしたら、辞やめようと思うんです──

　──戦うの、あんまり得意ではないので──

　──その代わりに、新しいお家で小っちゃなお店を開きたいんです──

　──雑貨屋さんとか、喫きつ茶さ店てんとか。あぁ、お花屋さんもいいですねぇ──

　──んふふ、そうしたら橙矢ちゃん、一いつ緒しよにお手伝いしてくれますか？──




　そのときの僕は、とくに考えもせずに、笑顔で頷うなずいたような気がする。

　だって姉さんの微笑みはいつだって緩くて温かくて、僕を見守ってくれているその笑顔に間違いや噓うそはないのだと、僕はこの身をもって実感していたから。

　姉さんの言うことだったら、信じられる。

　姉さんがそう言うんだったら、間違いはないんだって。

　姉さんと一緒にいれば、なにも怖こわいことなんてない──そう思っていた。




　そして、それから二年とちょっとした後、姉さんはある事件によって大おお怪け我がを負い、目前に控ひかえていた自主引退を、強ごう制いん引退という形で果たすこととなった。

　残留体の攻こう撃げきから僕を庇かばったために、姉さんは『舞姫』としての輝かがやきを散らしてしまったのだ。原因は間違いなく僕で、でも姉さんは一度だって僕を責めなかった。

　大だい丈じよう夫ぶですよ、と。

　いつもみたく緩く微笑んで、僕をなんでもないみたいに許してくれた。

　それから、姉さんは事件の後こう遺い症しようで戦えない身体からだとなりつつも、銃じゆうの代わりにじょうろを持ち、今では念願だった花屋を営んでいる。入れ替かわるように僕は武装研究員になったので、結局、週末の空いた時間にくらいしか、姉さんの花屋を手伝えてはいないけれど。

　それでも僕と姉さんの日々は、幸せな形に再生できたのだと思う。




　今日という現い在まに至るまでに、色々なことが起きた。

　新しく得たものがあれば、大きくえぐり取られて失ったものもある。中には未いまだに癒いえない傷もあれば、なんとか塞ふさがってくれた傷もある。何度も再生を重ねた結果──今の僕は、少し前の僕とは生まれ変わったように、違う存在なのかもしれない。

　ただ一つ、昔から今に至るまで、変わらずに信じられるものがあるとすれば、それは姉さんの笑顔だ。

　姉さんはいつだって僕を見守ってくれていて、優しく口元を綻ほころばせてくれた。

　姉さんがいてくれたから、僕はこれまで迷いながらも戦えた。

　姉さんがいなかったら、僕は、風峰橙矢として生きてこられてはいない。

　僕にとって姉さんは……なににも代えがたい、唯ゆい一いつ無二の存在で──




「橙矢ちゃんは、全部、私に任せておけばいいんです──」




　だからきっと、これも間違っていないのだと、僕は心のどこかで思っている。

　駆動銃ランゲージ。漆しつ黒こくの大型拳けん銃じゆう。

　姉さんがいつものように微笑みなら、黒い銃口を僕に向けている、この状じよう況きようも────







　　　第一章　舞姫　─Sister has two guns─







「これより──世界の延命を、始めちゃいます♪」

　語ご尾びを軽かろやかに跳はね上げ、僕の姉、風かざ峰みねハルは笑顔で言い放った。

　シンと静まり返った空間に……異様な緊きん張ちよう感かんと、場ば違ちがいな空気が漂ただよう。

　姉さんは、黒い大型の拳銃を構えているのだ。にこやかな口調と表情に相応ふさわしいとは言えない。しかも、あれは駆動銃ランゲージ。武器の枠わく組ぐみを超こえ、兵器と称しようされる銃だ。

　そしてその銃口は今──僕の頭部を揺ゆれることなく狙ねらい、照準を定めている。

　引き金を絞しぼれば……この距きよ離りだと、多分、僕の頭が吹ふき飛ぶ。

「……ぇ？」

　呆ぼう然ぜんと突つっ立ったまま、僕は状況を上う手まく吞のみ込めずに、喉のどを動かした。

「ねえ……さん……？」

「──なにを言い出すかと思えば」

　まったく、と。

　声は、僕のものでも、姉さんのものでもない。第三者のものだ。

　それも当然で、この場には僕と姉さん以外にも、重要な人物が一人二人どころか、三人も存在する。

「もったいぶって現れた割には、拍ひよう子し抜ぬけの宣言ですね」

　少し離はなれた位置に立つ金きん髪ぱつの少女が、呆あきれたように肩かたを上下させた。彼女が、一人目。

　艶つややかな長ちよう髪はつを手の甲こうで払はらって、仕切り直すように頭を振ふる。この少女にしては珍めずらしく動どう揺ようを打ち消すような仕草だった。

　鈴すず蘭らん・フランツィスカ・ハーゼンクレファー。

　かつては共に戦い抜いた武装研究員であり、現在は──僕と敵対する少女だ。

「……どういうこと、風峰ハル？」

　二人目は、僕のすぐ傍そばで、警けい戒かいしたように身を強こわばらせている。

　やや無造作に切り揃そろえられた髪かみは、透すき通るような若わか紫むらさき色。同色の瞳ひとみが、僕に銃口を構える姉さんに向けて、怪け訝げんそうに細められる。

　リノン・クリスベルは、指先を腰こし元もとのホルスターに伸のばしながら、言った。

「世界の延命……それが、なにを意味するのかわかっているの？」

「んふふ、勿もち論ろんですよー」

　問いと答えの温度差は大きく、姉さんは普ふ段だんの調子を崩くずすことなく答えた。

「このままだと、ほのみちゃんが危ないっていうことですよね？」

　そして三人目は姉さんが口にした名前の少女だ。

　鈴蘭の足元には、緋ひ色いろの髪をした少女が仰あお向むけに寝ねかされていた。傍はた目めからは目立った外傷は確かく認にんできなくて、胸むな元もとも規則正しく上下している。でも安心はできない。

　何な故ぜなら、少女──風峰ほのみは、鈴蘭に誘ゆう拐かいされてこの場にいる。

　僕とリノンは、そもそもほのみを追いかけて、ここまで来たのだ。同じくほのみを助けるためにこの場に乗り込み、途と中ちゆうまで一緒に来た仲間もいる。

「ギリギリで間に合いました。ここに来るまでに迷わなくて良かったです。さすがに、純白の花瞳エルダーアイリスの中央までは時間がかかってしまいましたから」

　そしてどうやら、姉さんも……ほのみを追って、この場所に辿たどり着いたらしい。

　純白の花瞳エルダーアイリス。深海にそびえ立つ塔とうの中央部こそ、僕たちが現在いる場所だ。

　残ざん留りゆう体たいの住処すみかであり、同時に彼らの持つ涙るい晶しよう──人類にとっての資源を確保するための狩かり場ばでもある。

「でも……セーフですよね？　鈴蘭ちゃんがほのみちゃんに悪いことをする前に、止められて良かったです」

　そう言って、姉さんはやや自じ慢まんげに頷くも、鈴蘭が形の良い眉まゆを露ろ骨こつにひそめた。

「二重の意味で心外ですね。そもそも私は、ほのみ様に害を為なすつもりは最初からありません。それに、貴方あなたに止められた覚えだって──ありませんけど？」

「んふふ、でしたらこれから止めるまでですよ」

　鈴蘭の挑ちよう発はつするような言葉に対しても、姉さんは表情を変えることはない。

　いつも通りのほほんと微笑ほほえみながら、姉さんは唐とう突とつに、ゆっくりと語り始めた。

「──世界はかつて、崩ほう壊かいしました」

　まるで幼い子供に読み聞かせるような、とびきり甘い口調。

　その印象はあながち間違いでもないのかと、僕は姉さんから瞳を向けられて思う。

　姉さんはまるで、僕だけに説明するように、優しく僕を見つめている。

「海底が裂さけ、海が割れ、渦うずが大陸を吞のみ込む……救ったのは奇き跡せきの代名詞、思考昇華パラダイムシフトです。想像を現実とする力は、世界の崩壊を止めるために、塔を海に打ち立て、海底の亀き裂れつを埋うめました。それが今、私たちのいるこの塔……」

「しかし純白の花瞳エルダーアイリスは、崩壊の危機に瀕ひんしています」

　鈴蘭が話に割って入った。けれども、言った内容は綺き麗れいに繫つながっている。

「崩壊を止めるためには、今すぐにでも人柱が必要です」

「それが……ゴスペル？」

　姉さんの構える銃口から目を背そむけて、僕は鈴蘭の足元で眠ねむるほのみに視線を投げた。

　人の姿をして、人の思考を宿し、人と同じような存在である残留体──それを、ゴスペルと呼ぶ。ほのみはかつて、最強と名高い残留体《羽はね憑つき》であり、ゴスペルでもあったけれど、今は力を失っているため、残留体の証あかしである涙晶の羽を大部分喪そう失しつしている。

　それでも、大部分だ──彼女は頭部に、僅わずかながら涙晶をまだ残している。

「ゴスペルは残留体の中でも特出した能力を持つ個体……残留体の強さは、再生能力そのもの。強力な個体ほど、高純度の涙晶を宿していると考えていい」

　リノンが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめる。その先の言葉を言わないようにと口を噤つぐむようにも見えたけれど……意味は成さなかった。

　鈴蘭がリノンの沈ちん黙もくを咎とがめるように、軽く肩をすくめてみせた。

「物は時間と共に劣れつ化かするもの。それは思考昇華パラダイムシフトで創つくられた純白の花瞳エルダーアイリスも例外ではありません。寿じゆ命みようが、確かに存在します。とりわけ純白の花瞳エルダーアイリスは、涙晶の消しよう耗もうが激しい……このままですと崩壊は免まぬかれません。そのためには、延命が必要です」

　そう言って、鈴蘭がおもむろに振り返り、背後の大きな柱──純白の花瞳エルダーアイリスの支柱を仰あおぎ見た。遥はるか頭上に、一点だけ黒い染しみのようなもの広がっている。

　それは、支柱に埋め込まれた──成人女性の姿をした、見知らぬゴスペルだ。

「その役割こそが、あそこで眠り続ける人柱。塔を再生する際に、思考昇華パラダイムシフトの核かくとなる高純度の涙晶を担になうゴスペル……再生の柱となる存在と言えるでしょう。そして、人柱を花瞳アイリスの塔に据すえるため、尽じん力りよくするのが我々涙晶管理局というわけです」

「……我々、はやめてくれないかしら」

　私はもう貴方たちの仲間じゃない──そう、かつて涙晶管理局に所属し、今はほのみを助けに駆かけつけてくれたリノンが、小さく呟つぶやいた。

　けれども鈴蘭は、意に介かいした様子もなく肩をすくめる。

「ええ、そうでしたね。しかし仲間であろうとなかろうと、協力はしてもらいますよ。貴方たちがどう足あ搔がこうと、塔が沈しずめば、付近の潜せん水すい都市は涙晶を確保できずに崩壊する……世界が滅ほろぶより前に貴方たちが沈んでしまいますが、よろしいのですか？」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまりかけてから、僕は静かに鈴蘭を見返した。

「……ほのみを犠ぎ牲せいにはさせない」

「犠牲？　とんでもありません。ゴスペルは人柱となるために生まれたもの。それはゴスペルが生まれながらに持つ宿命であり、大義です。ほのみ様にとっても、もちろん私というゴスペルにとっても……」

　鈴蘭が自身の胸に手を当てて、ほんの少しだけ、睫まつ毛げを揺らした。その表情からは、内心までは読み取れない。

　彼女の言う通り、鈴蘭もまた、ほのみと同様にゴスペルだ。彼女はいずれ、自らも人柱となる運命を受け入れた上で、こうして世界の延命を行っている。

　それがどういった心境か、僕には知るよしもないのだけれど──

「ほのみ様は人柱となり、世界を救います。それ以外の結末が、この場に相応しいわけがありません」

「いいえー、もっともっと良い結末がありますよー」

　姉さんが緩ゆるく首を振って、鈴蘭の言葉を否定した。

　それも満面の笑みで、この状況を解決するための策を、口にする。

「私がほのみちゃんを助けて──その上で、純白の花瞳エルダーアイリスの崩壊を防げばいいんです♪」

「……これ以上は、話しても意味がないようですね」

　はぁ、と鈴蘭が小さく嘆たん息そくしてから、靴くつの踵かかとを二度鳴らした。

　それが合図だった。光の奔ほん流りゆうが彼女の足元から放たれ、その身を吞み込む。目が眩くらむほどの熱量は一瞬で消え失うせ、代わりに物質として鈴蘭の身体からだを覆おおった。

「ですが、助けるといってもどうやって？」

　煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうに身を包み、右手には身みの丈たけほどある大たい剣けんを握にぎる。

　思考昇華パラダイムシフト──思い描えがく想像に質量を付加し、現実に産み落とす奇跡は、あっという間に一人のゴスペルを戦せん闘とう態勢へと移行させた。

　兜かぶとは被かぶらず、素す顔がおを晒さらしたまま、鈴蘭は姉さんに向けて挑発的に顎あごをしゃくる。

「はっきりさせましょう、風峰ハル。貴方はほのみ様を助けたい。私は彼女を人柱として塔に捧ささげたい。それでは……私が、貴方を許すと思いますか？」

「それもそうですねえ……んふふ、でも私、これでも昔は強ーい武装研究員だったんですよ？」

　あくまで微笑みの形は崩さないまま、そんなことを言って。

　姉さんは銃じゆう口こうを僕に向けたまま、そっと囁ささやいた。

「橙とう矢やちゃん────頭、下げてください」

「っ」

　──指示の意味を理解できたのは、ひとえに一〇年にわたる姉弟きようだい関係故ゆえだと思う。

　僕は咄とつ嗟さに転ぶように横に跳とび、ほぼ同時に、姉さんが駆動銃ランゲージの引き金を絞った。

　人間の頭ほどある熱量の塊かたまりが、銃口から放たれる。それは僕の残像の頭を射い貫ぬき、勢いは衰おとろえることなく、その延長線上に立つ鈴蘭の下もとに着ちやく弾だんする──

　はず、だった。

　鈴蘭がその場で大剣を振るい、熱量の弾だん丸がんを弾はじき返さなければ。

「……なるほど、なるほど」

　彼女は、納なつ得とくするように何度も頷うなずく。

　あらぬ方向に飛び、逸それたエネルギーの塊が、ずん……と、鈍にぶく地面を揺ゆらす。鈴蘭と姉さんはお互たがいに微び笑しようを湛たたえたまま、唇の端はしを好戦的に歪ゆがめた。

「これは……徹てつ底てい的てきにわかってもらわないと、いけないようですね？」

「はい、ほのみちゃんは返してもらいますよ♪」

　鈴蘭が大剣を正眼に構え、その剣先を姉さんの銃口が鋭するどく狙ねらう。

　最強の残留体と、かつての天才武装研究員。

　二人は呼気も発さずに、けれども揃えたように──柄つかを握り。引き金を絞しぼった。

「……っ、姉さんっ」

　ぞっとした。

　それがどれだけ危険な光景なのか……僕はこの状じよう況きように至るまで、まったく理解していなかったんだ。

「姉さんだめだっ！　戦っちゃ──！」

　叫さけびはでも、爆ばく音おんによって上書きされる。

「風峰、ハル──！」

　鈴蘭が地面を抉えぐるほど蹴けり上げ、加速した。

　直後、その土つち煙けむりを熱量の弾丸がかき消した。ほんの一瞬、動くのが遅おそければ、射貫かれていたであろう射しや撃げきだ──鈴蘭がさすがに瞠どう目もくし、けれども表情を引き締め、より速く疾しつ駆くした。その理由ももっともだ。

「んふふ、逃にがしませんよ」

　姉さんはすかさず、次弾の引き金を引いている。

　黄金の軌き跡せきが尾おを引くように描えがかれ、追走するように熱量の弾丸が撃うち込まれた。

　線と点が交こう錯さくし、激しい火花が散る。

　その度たびに、大剣と弾丸が絡からみ合い、余波があちこちに小さなクレーターとして生成される。僕たちが迂う闊かつに近づけないほどに、戦いはあっという間に苛か烈れつを極きわめていった。

　鈴蘭は姉さんに的を絞らせず──代わりに姉さんも鈴蘭を近づかせない。

　お互いに攻こう撃げきに徹てつしているからこそ、結果的に、防ぼう御ぎよに回らざるを得ない状況が生まれている──

「……これほどに……？」

　僕も、それにリノンも、身動きが取れない。

　リノンが二人の戦いに目を釘くぎ付づけにして、愕がく然ぜんと瞳ひとみを揺らしている。

「風峰ハルは、ゴスペルと渡り合える程に強かったの……？　でも、いくらなんでもたった一人で互ご角かくに戦えるなんて……」

「……違ちがう」

　知らず知らず、嚙み締めた唇から言葉が漏もれていた。

　風峰ハルは、強い。リノンは驚おどろいているようだけれど、僕からしてみれば、目の前の光景には懐なつかしささえ覚えるものだ。

　姉さんは現役時代に天才とまで謳うたわれ、数々の残留体を屠ほふってきた。僕がずっと憧あこがれ、追いかけてきた実力そのものが、今この瞬しゆん間かん、展開されている。だからこの光景は、本来であれば正しいものなのだけれど──

「それは三年前までの話なんだ……っ、今の姉さんは……！」

　事件によって大おお怪け我がを負い、身体に後こう遺い症しようが残るほどの爆ばく弾だんを抱かかえている。

　本当は、些さ細さいな日常生活でも気を遣つかわなければいけないほどに──

「──そういうことですか！」

　そして、均きん衡こうが破られた。

　ほんの僅か、姉さんが照準を定めるより先に、鈴蘭が接近を叶かなえた。攻こう防ぼうは刹せつ那なの合間──黒い銃口が黄金の姿を捉とらえたときには、すでに大剣が姉さん目がけて振ふり下ろされている。

　ぎぎっ、と。

　甲かん高だかい不協和音が、耳みみ障ざわりに響ひびく。

　姉さんは銃じゆう身しんで剣先を受け止めると、表面を軽く削けずった代だい償しように、そのまま引き金を連続で引き絞った。照準も合わない連射はそれでも威い嚇かくの役割を果たし、その甲か斐いあってか、鈴蘭がその場から飛び退のく。

　けれども彼女は、確かな手て応ごたえを得たように、薄うすく微笑ほほえんでいた。

「道理で……そこから動かないわけですね」

　こふっ、と。

　返答の代わりに、赤い雫しずくが姉さんの足元に散った。

　姉さんは痙けい攣れんするように身を震ふるわせながら、片手で口元を覆い隠かくす。よろけるように足が後ろに下がるのを見て、僕は足を動かさずにはいられなかった。

「姉さんっ!?」

「……だいじょぶ、です」

　僕を制するように、姉さんが擦かすれた声で言った。足が、止まる。

　姉さんがしっかりと足元を固め、ゆっくりと口元から手を離はなした。浮うかべた表情はさっきと変わらない緩やかな微笑みで……けれども唇くちびるの端には、擦こすったような赤い跡あとが残っている。

　ああ。あぁ……そうだ。

　大剣の一いち撃げきを、接近戦で軽く捌さばいた。たったそれだけの負担で──

「ふ、ふふ……んふ、ふ。このくらい、全然、ですよ？」

　血を吐はくくらいに、姉さんの身体は既に壊こわれているんだ。

「ふふ、でもブランクは怖こわいですねー。息が切れ切れです」

「風峰ハル……やはり負傷は後を引いているようですね」

　幾いく分ぶんか余よ裕ゆうを取り戻もどしたように、鈴蘭が剣先を地面に垂らした。表情はどこか姉さんを憐あわれむようなものに変化している。

「確か、貴方あなたが三年前に涙晶管理局を辞めたのも、その戦えなくなった身体が原因でしたか。まったく惜おしいことをしましたね」

「どちらにせよ辞めるつもりでしたよ。こうなっていても、ならなくても……」

　だって、と。

　姉さんは戦いの最さ中なかだというのに、これまで以上に柔やわらかい眼まな差ざしを僕に注いできた。

「橙矢ちゃんと一いつ緒しよに暮らすのに、銃じゆうなんて必要ないですからね」

「……ねえ、さん」

　どう答えていいかわからずに、ただ名前を呼ぶことしかできない。

　第一まだ、姉さんが涙晶管理局であるなんてこと、信じられないのに──

「しかし現実として、貴方は戦える身体ではないでしょう？」

　鈴蘭が話を切り上げるように、大剣を再び隙すきなく正眼に構えた。

「駆動銃ランゲージを扱あつかうだけなら、身体への負担も最小限で済むでしょうが……使あいな手たという最大の弱点を、私が見み逃のがすとでも思いますか？」

「んふふ。だから私は、一歩も動くつもりはないですよ」

　宣言は苦し紛まぎれのようで、けれども僕は──この場にいた姉さんを除く全員は、姉さんの表情が自信に満ちていることに驚き、彼女の次の行動に声を失った。

　姉さんは右手に駆動銃ランゲージを構えたまま、左手を腰こし元もとに伸のばしたと思えば──もう一つのホルスターから、新しく黒い駆動銃ランゲージを抜ぬき去ってみせた。

　両手で構えるのは、一つずつの銃。

　黒と黒。それも左右で形状の違う、二丁の駆動銃ランゲージが銃口を覗のぞかせていた。まさか。

「ふ、二つ……？」

「……破れかぶれの策ですか？」

　呆あきれにほんの少しの警けい戒かいを混ぜたように、鈴蘭が微かすかに唇を動かした。

「だとすれば策にすらなっていません。二丁拳けん銃じゆうなんて空想もいいところ、二つの対象を完かん璧ぺきに分ぶん離りした上で、同時に想像する──駆動銃ランゲージを二丁使うということは、そんな機械じみた真ま似ねができるということに他ほかなりませんよ」

　……悔くやしいけれど、こればかりは鈴蘭の言う通りだ。

　思考昇華パラダイムシフトには、創造の失敗……暴発のリスクが伴ともなう。想像なんていう実体を伴わない、限りなく曖あい昧まいな建造物を個々に組み上げなくてはならない。二丁拳銃なんて、要求される集中力も想像力も、単体の思考昇華パラダイムシフトとは桁けた違ちがいだ。

　仮にもしも、単体でも兵器として機能する駆動銃ランゲージを二丁で使ったら、それこそ想像もつかないほどに強力な力を発揮するとは思うけれど……。

「賢けん明めいな判断を──風峰ハル。思考昇華パラダイムシフトに失敗するリスクを、貴方はよく知っているはずでしょう？」

「……鈴蘭ちゃんは、やっぱり優やさしい子なんですね」

　私を心配してくれています、と姉さんは二丁の駆動銃ランゲージを構えたまま、ふふ、と口元を緩ゆるめた。は、と鈴蘭が怪け訝げんそうに眉まゆをはね上げる。

「なにを──」

「でもごめんなさい。私には、橙矢ちゃんやほのみちゃんのほうが大事なんです」

　だから──と、その声を聞いて、僕はどうしてか寒気に似た身み震ぶるいを覚えた。

　甘く囁ささやくような声こわ色いろと、ゆったりと落ち着いた口調。いつも通りなんだ。

　そう、姉さんはこんな状況でも微笑んだまま、平然と駆動銃ランゲージを構えている──

「一歩も動かなくたって……戦っちゃいますよ♪」

　二丁の銃口が、同時に輝かがやきを放った。

　圧あつ倒とう的てきな熱量が、一気に練り上げられる。それは一枚、また一枚と真っ白な花びらに姿を変えて、銃口の先で渦うず巻まき、巨きよ大だいな二本のうねりを形成した。

　純白の花はな吹雪ふぶき──姉さんの十お八は番こである思考昇華パラダイムシフト。

　それが、二丁の銃口から大おお嵐あらしとなって吹ふき荒あれた。

　エネルギーという純じゆん粋すいな形を追求した、どこまでも剝むき出しの熱量が、一面を真っ白に塗ぬり替かえた。立っていられない。思わず膝ひざをついた。息が、苦しい。

　それでもなんとか前を向けば──

「ふふ……」

　二丁の駆動銃ランゲージを構え、その場を暴力的に支配する、姉さんの姿があった。

「っ……風峰っ、ハル……！」

　鈴蘭がもがくように、花吹雪の嵐あらしから脱だつ出しゆつを試みる。黄金の鎧よろいが熱く変色し、大たい剣けんが剣先から溶とけ始めていた。踏ふみ出した足が踵かかとから崩くずれて、鎧の騎き士しは地に這はいつくばる。

　それでも、花吹雪の猛もう威いは止まらない。

　姉さんは舞まうように銃口を傾かたむけ、滑すべるように引き金を引き、この場を独どく占せんし続ける。空となったカートリッジを排はいし、次の弾だん倉そうを装そう塡てんする動きにすら隙がない。

「──『舞まい姫ひめ』──」

　リノンが僕と同じように膝をついて、目の前の光景に呆ほうけている。

　舞姫。それは姉さんの……研究所時代のあだ名だった。

　舞うように戦い、その横顔は怖おそれを抱いだくほどに美しい、黒くろ髪かみの姫ひめ──

「──おしまいです」

　嵐の最中、姉さんの唇がそう囁いたように見えた。

　風が、唐とう突とつに霧む散さんする。花吹雪は役目を終えたように、宙に粒りゆう子しとなって搔かき消えていった。残されたのは熱量の余よ韻いんと、銃を構える姉さん、そして──

「……か、ざみね……」

　黄金の鎧を無残にもボロボロに砕くだかれ、力ちから尽つきたようにうつぶせに倒たおれる裸はだかの少女だった。

　鈴蘭はゆっくりと首を動かし、近づいてきた姉さんを見上げた。

「ハ、ル……」

「再生能力は尽きたようですね。よかったです。やり過ぎてしまったらどうしようかと思いました。これで……鈴蘭ちゃんは、ちょっと運動神経が良いだけの女の子ですね」

　その言葉を耳にして──僕は姉さんに駆かけ寄ろうとしていた足を、止めた。

　姉さんの言う通り、鈴蘭の頭部からは涙晶の羽が消え失うせている。残留体の再生能力は涙晶に依い存ぞんするため、力尽きた今の彼女は当分動けないはずだ。

　でもそれは、再生能力を使い切った結果、幸運にも命までは消えなかっただけで……。

「……姉さん？」

　薄ら寒い感覚が、背筋を駆け抜ける。

　それとも姉さんは、相手の再生能力だけを奪うばうように──手加減したのか？

「こんなことを、したって……世界は、崩ほう壊かいするだけ……」

　く……と。

　事実上、無力化された鈴蘭が、苦しそうに喉のどを上下させた。

「ほのみ様を助けたところで、いずれ塔とうは崩れる……そうなったら、貴方たちは……」

「その結末を覆くつがえすためにここまで来たんです。ですから一つ、教えてください──」

　姉さんは膝を折ってしゃがみ込み、鈴蘭の顔を覗き込むように小首を傾かしげた。

　まるで街で迷子になった子供に、事情を尋たずねるような仕草で。

「──【マトリョーシカ】は、どこにありますか？」

　そう言った直後、鈴蘭が目に見えて表情を強こわばらせた。感情の色は困こん惑わくと警戒が半々といったところ。しかも、僕の隣となりにいるリノンまでもが肩かたを揺ゆらしていた。

　反応があからさますぎて、疑う余地すらないほどに……動どう揺ようしている。

　……でも、マトリョーシカって……なんだ？

「鈴蘭ちゃんなら知っていますよね。涙晶管理局が保有……いえ、保管している原初の思考昇華──私は管理局に長くいたわけではないので、その保管場所を知らないんです。どうか教えていただけますか？」

「……知って、どうするつもりですか」

　ただ、鈴蘭はその【マトリョーシカ】なるものがなんなのか、知っているらしい。

　涙晶管理局の一人である彼女が、警戒するように眉をひそめる。

「そもそもあれがなんなのか、知っているのですか？」

「なんとなくには。昔、管理局にいたときに耳にしました」

「……なにを企たくらんでいるのか知りませんが、あれは貴方が求めるような奇き跡せきではありませんよ？　世界を救うだなんて絵空事を叶かなえる力、あれには……」

「そうだとしても、ですよ」

　指先の代わりのように、黒い銃口を唇に押し当てて。

「それに……たとえ【マトリョーシカ】が奇跡でなかったとしても、私にもやれることはありますから……たとえば」

　姉さんは悪戯いたずらっぽい表情で、瞳ひとみの奥にこれまで見たことのない色を宿した。




「────全すべての残留体を、消してしまえばいいんです」




　心臓が、凍こおりついたように、冷えた。

「……消して……？」

　聞き間ま違ちがいかと思って、言葉をなぞってみるも──姉さんの表情は変わらない。優しげな微笑ほほえみの中に……弟だからこそわかる。ある種の決意が確かに秘ひめられていた。

　つまり……姉さんは『全ての残留体を消す』と、本気でそう言ったのか？

　ようやく冷えきっていた心臓の霜しもが崩れ、再鼓こ動どうする頃ころには──姉さんと鈴蘭は、なんらかの意い思し疎そ通つうを済ませていたようだった。

「そう……そういうことですか……」

　…………よくやりますね、と。

　鈴蘭は呆れたようにため息を吐つくと、やや苦い笑みを浮うかべて言った。

「ですが、残念ながら私も知りませんよ。そもそも……ゴスペルである私に【マトリョーシカ】の保管場所が教えられているわけないでしょう？　宿命から逃のがれる手立てを与あたえているようなものです」

「んふふ……自分の境きよう遇ぐうを宿命と思えるくらいには、外の世界を知ったんですね」

　姉さんが頰ほおを緩めると、はっとしたように鈴蘭が目を瞠みはった。それから小さく俯うつむくと、肩を少しだけ震ふるわせる。前まえ髪がみに隠かくれて、表情は見えない。

「安心してください。私は、鈴蘭ちゃんのことも、きっと助けてみせますよ」

「……ですが、私は……──」

　それでも鈴蘭はなにかを言おうとしたのか、顔を決心したように上げると──




「……どうなってるんだよ、これは……」




　まったく関係のなかった、第三者の声が場に響ひびいた。

　予期せぬ登場者に振ふり返れば、純白の花瞳エルダーアイリスの中心であるこの空間に、一人の青年が立ち入っていた。一つに結ゆった長ちよう髪はつは銀色、服装は『鶺せき鴒れい』の人間には見慣れない異国風。

　その人物の表情は今、驚きよう愕がくに支配されている。

　銀ぎん髪ぱつの青年──世界に宣戦布告を果たした青年、レーシュがそこにいた。

「レーシュ……」

「は、はは。なんだよ、トーヤさんたちに先を越こされたってわけですか……」

　レーシュは口元を微かに震わせて、半笑いのような表情を浮かべている。

　……そうだ。レーシュもまた、僕たちとは別の目的で、この純白の花瞳エルダーアイリスに侵しん入にゆうを果たしていた。僕たちはほのみを、レーシュはゴスペル──鈴蘭をそれぞれ求めて。

「レーシュ、ちょっと待ってっ。今は鈴蘭は……」

　力尽きた鈴蘭を心持ち庇かばうように、僕はレーシュと向き合った。

　レーシュの目的は、ゴスペルを殺すことにある。今の鈴蘭はほぼ無防備だ。……さすがに、目の前で鈴蘭を見殺しにするわけにはいかない。

「……こんなところにいたのかよ……」

　レーシュは小声でぶつぶつ呟つぶやきながら、こちらに歩いてくる。足取りはまるで幽ゆう霊れいのように弱々しく、打ちのめされたように俯いていて……様子が、おかしい？

「……レーシュ？」

「どれだけ探したと思ってる……っ、あぁ、そうか、だから人柱なのか……」

　──そして僕は、自分が思い違ちがいをしていることに、ようやく気付いた。

　レーシュが顔を上げて、一人のゴスペルを視界に捉とらえる。ただしそれは、鈴蘭ではなくて、ほのみでも、ましてや僕ですらない。

「アンタ……こんなとこで、世界の犠ぎ牲せいとやらになってるのか……？」

　純白の花瞳エルダーアイリスに埋うめ込まれ、人柱と化した──成人した女性のゴスペル。

　レーシュは感情に任せるように瞳どう孔こうを見開き、塔の上部で眠ねむる女性に向かって叫さけんだ。

「なぁ────答えろよ、母さん！」

「っ……!?」

　ある程度、予想はついているつもりで……それでも、驚愕する。

　レーシュは子供の頃に母親を失っている。それは、病死や事故死といった意味での『失う』ではなく、自発的に母親が姿を消したことに由来するものだ。

　世界の寿じゆ命みようを延ばしてくる──レーシュ曰いわく、そう言い残して、彼の母親は消息を絶ったらしい。

　そのままなのだ。ゴスペルの役割と、その言葉の意味は奇き妙みようなほどに一いつ致ちする。

　そしてレーシュは、消息を絶った母親を以来ずっと探し続けていて──

「ようやく見つけた……見つけたんだ……」

　レーシュが右手に、柄つかを握にぎっている。刀身のない、剣と呼べるかどうかもわからない代しろ物もの。しかしレーシュが柄を軽く振ると、火花を散らして、光の奔ほん流りゆうが柄本から伸びた。

　光の剣。レギナ・リリウムと呼ばれる武器が、姿を現す。

「──いけませんっ」

　姉さんが警けい戒かいするように身を翻ひるがえし、二丁の駆動銃ランゲージをレーシュに向けた。

　鈴蘭と死し闘とうを演じてもなお、表情を崩さなかった姉さんが動揺している──

「今すぐそこから出してやる……なぁ、アンタには言いたいことが山ほどあるんだ……」

　──その理由に気付くのが、僕は一足遅おそかったのだと思う。

　そこから先の一連の流れは、スローモーションのように見えた。姉さんが引き金を絞しぼるよりも早く、レーシュが光の剣を空に掲かかげて……一気に、振り下ろす。

　レギナ・リリウムには、思考昇華パラダイムシフトによる物質の結合を斬きる、という特性がある。

　そして……この純白の花瞳エルダーアイリスもまた、思考昇華パラダイムシフトによって創つくられた物質だった。

「こんな楔くさび──叩たたき斬ってやるよっっっ！」

　レーシュが絶ぜつ叫きようし、光の剣を、真下の地面に突つき刺さした。

　目ま映ばゆい光が、剣先から四方に飛び取った。刹せつ那な、地面が、あっけなく裂さける。亀き裂れつは蜘く蛛もの巣す状に伸のびていくと、瞬またたく間まに僕たちの足元を吞のみ込んだ。

　ずん……！　と、嫌いやな音が足元から脳天まで突き抜ぬける。

「っうわっ」

「──橙矢ちゃんっ」

　転てん倒とうしかけた僕の身体からだを、姉さんが後ろから支えてくれた。

「ご、ごめん、姉さん……」

「いいえ──……いいですか、橙矢ちゃん。よく聞いてください」

　ほんの少し、逡しゆん巡じゆんするような間があった。

　姉さんが僕の顔を後ろから覗のぞき込んでくる。瞳には真しん剣けんな光が帯びていた。

「この崩壊は局地的なものです。被ひ害がいはおそらくこの付近で収まります」

「え……？」

「『鶺鴒』が普ふ段だん接続しているポイントまで向かってください。私が事前に美み陽よちゃんに連れん絡らくして、応おう援えんの船を呼んでもらえるよう頼たのんであります。そこに美陽ちゃんやつばさちゃん、ノボルちゃんにも集まってもらうようお願いしました」

「ちょ、ちょっと待って……美陽さんたちに？　なんでっ？」

「だから橙矢ちゃんは、ほのみちゃんとリノンちゃん、それに鈴蘭ちゃんを連れて純白の花瞳エルダーアイリスから離はなれてください。──私は、今のうちにレーシュさんを抑おさえます」

「っ……姉さん！」

　僕は思わずふらつく足場を踏ふん張り、背後の姉さんに向き直った。

　直前に聞いた言葉に、どうしても納なつ得とくがいかなくて──叫んでいた。

「そんなことっ……だったらっ、姉さんは!?」

「お姉ちゃんは大だい丈じよう夫ぶです。任せてください。……それに、私はしばらくお家うちを留守にします。すぐには帰れません。あ、でも家出じゃありませんよ？　ちょっとやることができたので、少し空けるだけですからね」

「留守って……っ、なんなんだよ姉さんっ」

　思えば、わけのわからないことの連続だった。

　鈴蘭にほのみが誘ゆう拐かいされたかと思えば、姉さんが現れて。鈴蘭からほのみを取り戻もどすために戦ったと思えば、血まで吐はいて。でも姉さんはやっぱり強くて。それでも最後にはレーシュが現れて、地面まで引き裂いて、全てをめちゃくちゃにしようとする。

　八つ当たりのような感情で、食ってかかっただけなんだ。

「ごめんなさい、橙矢ちゃん」

　だから、そんな素す直なおに謝られたら……。

　姉さんに寂さみしげに微笑まれたら、なにも言えなくなってしまう。

「もっと早く助けにくればよかったですね……本当にごめんなさい。涙晶管理局のことも黙だまっていてごめんなさい。ずっと、言えなくて……」

「違ちがうっ、そういうことを言いたいんじゃ……！」

「わかってますよ。……でも、もう時間がありません。みんなを連れて逃にげてくださいね。私が留守にしている間も、ちゃんとご飯を食べて、野菜も摂とって……あと、あんまり夜よ更ふかししちゃだめですよ？」

　最後の付け足しまで、本当に姉さんは姉さんらしくて。

　姉さんはよしよしとするように、僕の額に自分の額を擦こすりつけると──腕うでの中から優やさしく僕を手放した。両手に二丁の駆動銃ランゲージをぶら下げて、崩ほう壊かい寸前の足場をゆっくりと前へ進んでいく。

　その先には、行き場をなくしたように剣けんを胸に抱かかえ、レーシュが膝ひざをついている。長い髪かみを垂らして俯いたまま、壊こわれたように笑い声を上げていた。

「ははは……あはははは、あははははははははははは」

「……お気持ちは察します。でも、今は橙矢ちゃん優先です」

　姉さんが二丁の駆動銃ランゲージを構えて、銃じゆう口こうの照準をレーシュに合わせる。

　それに反応したように……ぶんっ、と銀髪の青年が勢いよく顔を振り上げた。

「は、ははは！」

　そして剣を構えることなく、狂くるったように振り回して、剣先で地面をなぎ払はらった。

　その瞬しゆん間かん──姉さんの足場に、無数の亀裂が走る。

「っ、姉さん！」

　そして、叫んだ僕の足元が、崩くずれた。

　一気に崩ほう落らくが始まる。宙に身を投げ出される──咄とつ嗟さに、近くに倒たおれているほのみに手を伸ばし、その身体を腕の中に抱だきしめた。視界の端はしに、リノンが同様に鈴蘭を抱き寄せる姿が過よぎる。

　けれども──すぐに、落ちていく衝しよう撃げきが、全身を包み込んだ。

「ぐぅっ……！」

　思わず瞑つぶっていた目を、僕は落ちる寸前に、強ごう引いんにこじ開けた。

　長い黒髪と……こうして見ると、えらく細い背中が見える。

　姉さんの姿が、どんどん……どんどん遠ざかっていって……僕は────…………







　ひらひら、と。

　鼻の先に小さな花びらが落ちてきて、僕は自分が目を開けていることを自覚した。

「……ぅ、ぁ」

　覚かく醒せいに気付いた途と端たん、全身が滲にじむような熱と痛みを訴うつたえ始める。背中に地面があった。つまり……仰あお向むけに寝ねているのか、僕は。見回せる範はん囲いは瓦が礫れきの山である。

　……いったいどれだけ落ちたんだろう。それに、どれだけ眠っていた？

「う……ほの、み？」

　胸むな元もとに重みを感じれば、緋ひ色いろのつむじがすぐ近くにあった。

　ほのみの寝息は安定していて、目立った外傷も少なくて一安心。離れた場所では、リノンが腕の中に鈴蘭を抱えて倒れていた。

　……二人とも胸が上下している。安あん堵どの息を吐つこうとしたら、咽むせた。

「っ、えほっえほっ……あぁ、もぅっ」

　頭を振って、天てん井じようを見上げれば、ひらひら……と、白い花びらが何枚も舞まっていた。咄嗟に、宙へ腕を伸ばす。

　すると、そのうちの一枚を指で運良くつかみ取れて──ようやく、思い出した。

「……っ、ねえ、さんっ」

　ほのみをそっと胸元から引き離して、上体を起こす。周囲は薄うす暗ぐらく、まるで洞どう窟くつのようで、見回したところで現在位置なんて摑つかめそうにない。それを理解した上で、僕は手当たり次し第だいに辺りを彷徨うろつき始めた。

「姉さん……っ、姉さんっ！」

　声を張り上げるも、小さく反はん響きようするだけ。

　それでも、名前を呼び続けずにはいられなかった。

「聞こえたら返事してっ、姉さん！」

　レーシュが引き起こした崩落は、僕と姉さんの足場を吞み込んでいた。僕たちと同じように、姉さんだってこの場所に辿たどり着いているかもしれない。だとすれば、瓦礫の下に埋もれている可能性だってある。あるいは僕の声は聞こえていても、身動きが取れない状じよう況きようなのかも──そう考えたら、足が止まるはずもなくて。

「……はぁ、はぁ……」

　そして僕は、自分の推測は間ま違ちがいだったのだと、気付くのに随ずい分ぶんとかかった。

　喉のどが嗄かれ、乾かわいた息を吸い込み、再度咽せる。歩ける場所は全すべて歩き、落らく盤ばんによって塞ふさがれた道にぶつかることも数えきれないほど。足元も、瓦礫の下もくまなく探した。

　それでも、姉さんの姿はない。

「……あと、は」

　最後の希望に縋すがるように、僕は頭上に突き抜ける暗くら闇やみを見上げた。崩落の影えい響きようか、僕たちが落ちてきたはずの入り口は瓦礫によって蓋ふたをされている。強行突とつ破ぱは……可能だ。

　────みんなを連れて逃げてくださいね。

「っ……」

　脳のう裏りに過ぎった声が、僕の脱だつ出しゆつプランを根元から歪ゆがめた。

　……僕一人でなら、このまま天井を突き破って、姉さんを探しにいける。でも、他ほかのみんなは……？　ほのみはゴスペルだ、やろうと思えば一いつ緒しよにいけるかもしれないけれど……じゃあリノンは？　それに、傷ついた鈴蘭はどうするんだ？

　彼女たちを残留体の巣そう窟くつに置き去りにして──姉さんを、探しに？

「っ、でも……」

　片手で顔を摑み、ぎゅぅと握りしめる。痛みが、現実を教えてくれる。

　こうしている今にも──姉さんの安否は、取り返しのつかないことになっているかもしれない。落盤に巻き込まれたか、回かい避ひできたか、あるいは今もレーシュと戦っているかもしれないんだ。もしかしたら、怪け我がをしたのかも。逃げることもできずに助けを待っているとしたら、僕は──




　────お姉ちゃんは大丈夫です。任せてください。




　姉さんのことを、信じている。

　姉さんが大丈夫だと言えば、たとえどんなに不安でも──きっと、大丈夫だと。

　銃口を向けられてもなお、そう思ったのだから……筋金入りだ。

「……ここから、出よう」

　そして姉さんも、きっと僕を信じてくれている。

　自分に言い聞かせるつもりで呟つぶやき、天井をじっと見つめたあと──僕は、胸中に残る気持ちを振ふり払うように、踵きびすを返した。

　姉さんが別れ際ぎわに残した言葉を、守るために。

　気を失い、倒れているほのみたちと共に、この場から脱出するために。

　僕は確かな足取りで地を踏みしめて……それでも一度だけ、頭上を仰ぎ見てしまう。

「姉さん……」

　どうか、無事で。







　純白の花瞳エルダーアイリスの脱出に要した時間は、およそ半日。

　一部が崩壊した塔とうはまるで迷路のようで、踏とう破はに手間取ったのは事実なのだけれど、実際に時間の大部分をつぎ込んだのは姉さんの捜そう索さくだった。

　脱出は姉からの言い付け通り最優先とはいえ、それで到とう底てい諦あきらめられるわけもない。

　おそらくレーシュと対決したと思われる姉の姿を、僕たちは体力と時間の許す限り探し続けた。途と中ちゆう、最後に姉さんの姿を見たあの場所、純白の花瞳エルダーアイリスの中央部にも戻ってきたのだけれど、姉さんはおろか、レーシュの姿すら見当たらなかった。

　……人柱とされたゴスペルの成人女性、レーシュの母親に当たるらしい人物が、未いまだ柱の中に眠ねむり続けていたことから、レーシュが姉さんを倒して母親を奪だつ還かんした──そんな事態だけは防がれたようだったけれど。それでも、状況は変わらなかった。

　結局、体力的に残留体の巣窟にそれ以上留とどまることもできずに、捜索は断念。

　僕たちは純白の花瞳エルダーアイリスからの脱出、そして撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。







　　　第二章　姫ひめの思おも惑わく　─Chase her locus─







　一夜が明ければ、全てが良い方向に向かっていた。

　そんな都合の良い現実を期待して目を覚ました途端、ベッドから見上げる天井が目に入り、なにも変わっていない実感をじわじわと覚えて、打ちのめされる。

　今朝は、そんな最悪な気分だった。

「──ハル先せん輩ぱいの行方ゆくえは、未いまだに判明していない」

　もしかしたら、美み陽よさんもそうだったのかもしれない。

　特別派は遣けん調査室──通つう称しよう、特とく査さと呼ばれる部署に割り当てられた研究所の一室。

　清せい掃そうが行き届いた部屋には、室長のためのデスクとチェアに、幾いくつかの観葉植物が置かれ、他に特査のメンバーである四人が集まっていた。

　僕に緋あけ空ぞらつばさ、八はち王おう寺じノボルに──

「昨日から今日にかけて、純白の花瞳エルダーアイリスより脱出した人間は、だいだいやじるしたちの他に確かく認にんされていない。ハル先輩も、レーシュも。おそらくまだ中にいるんだろうね……」

　特査の室長である美陽さんは、長いチェアに背を深く預けて、指先で眉み間けんを軽く揉もみながら言った。目の下には、軽い化け粧しようで隠かくしながらも薄うつすらと隈くまが残っている。亜あ麻ま色いろの髪かみも今日は艶つやがない。

「もしかして美陽さん、眠れてないんですか……？」

「ん、うん。どうにも寝付けなくてね──どうせならと思って、色々と調べ物をしていたんだ。打てる手は、少しでも打っておいたほうがいいからね」

　猫ねこのように目を和なごませて、僕を安心させるような力強い言葉を口にする。その様子でむしろ、風かざ峰みねハルが心配だったから──そう、美陽さんの内心が伝わってきた。

　そうだ。美陽さんにとっても、姉さんは大切な先輩なんだ。

「……ありがとうございます」

「君が特別礼を言うことじゃないさ。君にとっては姉で、自分にとっては大切な先輩だというだけの話だからね。それに……昨夜はハチにも手伝ってもらったんだ。ここに泊とまり込んでもらってね。それこそ感謝しているよ」

「いいっすよ全然、こっちも家に帰って寝るような気分でもなかったし」

　ハチ、と美陽さんだけのあだ名で呼ばれた青年が、壁かべに背を預けたまま、なんでもないように手をひらひらと振った。

　癖くせの強い茶ちや髪ぱつに、飄ひよう々ひようとした佇たたずまい。体つきは武装研究員のそれでなく、駆動銃ランゲージを整備する調律師のもので、けれども弱々しい印象は感じない。着き崩くずした研究所の制服は、泊とまり込みだからでもなく、元からこんな風なのが八王寺ノボル流だ。

「ノボルさん一人で助けになるなら、いくらでもご使用くださいってところだ」

　軽口も標準装備、お調子者の体ていをしたお人ひと好よしでもある。

「うん……昨夜は心身ともに助けてもらったね」

　そこで何な故ぜか、美陽さんが顔を少し赤らめた。目がやや眠たげである。どこか落ち着かないように、指で髪の毛先を弄いじり始めた。

「不安で眠れないと言ったら、優やさしく頭を撫なでてもらえたり……」

「っ……姉あね御ごちょい待てっ」

「『少しは寝たほうがいい』……そう言って、自分が寝不足にならないよう、ずっと傍そばにいてくれて……ふふ、こんなこと誰だれにも言えそうにないな」

「言っているっつの！　今ここで！　寝ぼけているんすか!?」

「ふふ、まさか。ハチがしっかり寝かせてくれたじゃないか。おかげで自分は万ばん全ぜんの体調で…………、……、…………っ!?」

　どうやら本当に寝ぼけていたらしい。

　かちん、と音が聞こえてきそうなほどに、美陽さんが肩かたを強こわばらせた。固まったままの横顔が緩ゆるやかに朱しゆ色いろに染まっていく。そして、ゆっくりと一言。

「……万全の体調で、今日に臨のぞめたのさ」

「それ通しきるんですね……」

　寝ぼけた事実は忘れたほうがいいらしい。こくり、と美陽さんが真っ赤な顔で小さく頷うなずいた。ノボルなんて壁に頭を押しつけてあーうー唸うなっている。しかも、時折ぶつぶつ聞こえる声が「照れている姉御可愛かわいい……」なのだから、なんというか和む。

「仲いいなぁ……」

「橙とう矢やが言えた話じゃないでしょ、それ」

　はぁ、と僕と一緒にソファに座る少女が、ノボルと美陽さんに当てられたように、ちょっと呆あきれたような息を吐ついた。横目でじろりと睨にらまれる。

「年がら年中、ほのみといちゃいちゃしているくせに」

「いっ……は、してないと思う、けど」

　思わず口ごもった理由は、彼女とは随分と長い付き合いになるからだ。

　栗くり色いろの長ちよう髪はつはポニーテールに結ゆわれて、彼女の気分を表すかのように先っぽがひょこひょこと揺ゆれている。すらっとした身体からだつきは少し前までは一いつ般ぱん人で、最近は戦いに慣れてきた新人武装研究員のものだ。

「ふぅん？　なら、そういうことにしとくけど」

　そういうことにしておいてもらえるらしい。

　こほん、とつばさは仕切り直すように形だけの咳せき払ばらいを一つ。表情を真ま面じ目めなものに変えると、未だに顔を赤くしている美陽さんに問いかけた。

「天あま之の河がわ室長、リノンの調子はどうなんですか？」

「うん？　あぁ……そういえばそろそろ戻もどってくる頃ころかな。昨晩の脱出で怪我をしていたからね、念のため朝一番に看みてもらっているはずだけれど……」

　美陽さんが長い脚あしを組み替かえて、壁にかかる時計に視線を投げる。ちなみに、僕とほのみは崩ほう落らくの怪我も再生能力で治ち療りよう済みだ。そのほのみはリノンに付き添そっている。

「ん、そうだね」

　美陽さんが思い出したように眉まゆを動かし、優しげな眼まな差ざしをつばさに注いだ。

「なんなら迎むかえに行くかい？　君も早く、リノノンの顔が見たいんだよね？」

「そ、それは……」

　しゃっ、と。

　二人が話す間に割り込むように──部屋の自動開閉扉とびらが横に滑すべった。

　ただ……扉を開けた人物は、別に割り込むつもりはなかったらしい。

「え……あ」

　件くだんの人物、リノンが通路に立ったまま、若わか紫むらさき色の目を見開いていた。扉に手を触ふれた姿勢で固まったまま、部屋に入るわけでもなく気まずそうに立ち往生している。

　その背後で、ほのみが「リノンちゃん、ふぁいとだよっ」と握にぎり拳こぶしをつくってエールを送っているところを見るに……部屋に入ろうか入るまいか、悩なやんでいたのかな？

「おかえり、リノン。怪け我がのほうどうだった？」

「……もう大だい丈じよう夫ぶよ。今日から普ふ通つうに働ける」

　簡潔な答えは頼たのもしい。けれども表情は珍めずらしく弱り顔で俯うつむき気味だ。言葉を交かわしても部屋に入ろうとはせず、立ち竦すくんだようにゆっくりと顔を上げて……。

「──リノン」

　つばさと、目が合った。

　そこからは行動派の腐くされ縁えんらしかった。つばさは歩ほ幅はば大きくリノンに歩み寄ると、焦あせったように身を竦める彼女の肩に手を置いて──

「ぁ……」

　小さく声を漏もらしたリノンを、全身で抱だきしめた。

　呆ほうけたように立ち尽つくす彼女の肩を引き寄せて、つばさが囁ささやく。

「……リノン、おかえり」

「え、ええ……ただいま……あの、つばさ……？」

　困こん惑わくしたように身み動じろぐリノンを、つばさが一層腕うでを強く回して捕つかまえる。

　その身体が微かすかに震ふるえていることは──傍はたから見る僕たち以上に、リノンがより実感していると思う。

「……心配した。すっごく心配した。めちゃめちゃ心配した」

　リノンの肩かた口ぐちに顔を埋うずめているのか、つばさがこもった声で言った。

「学園祭のときにいなくなってから……ずっと心配してたんだよ？」

「……ごめんなさい」

　リノンがつばさに抱きしめられるがまま、切なそうに目を伏ふせた。

　つばさとリノンは、学園祭のとき──リノンが一度は鈴すず蘭らんに協力して、ほのみをさらって以降、直接は言葉を交わしていなかった。脱だつ出しゆつの際に顔を合わせたけれど、あの状じよう況きようでは落ち着いて話すこともできなかったはずだ。

　二人は中学の頃からの友達で、今は特査の同どう僚りよう。

　なにも言わずに立ち去った者と──それを、必死に追いかけた者。

「涙るい晶しよう管理局の一人だって聞いて、すごく驚おどろいた。……話してくれなくて、リノンには事情があったんだと思うけど、寂さびしかったし……悲しかった」

「……ごめんなさい」

「すっごい心配したんだよ？　リノンが大変なことになったらどうしようって……このまま、敵になっちゃったらどうしようって……」

「──本当に、ごめ」

「だからっ」

　リノンが言葉を紡つむぎ終わる前に、つばさが彼女をきつく引き寄せた。

　かつての別れ際ぎわでは、水すい晶しようの檻おりに阻はばまれて、叶かなわなかったけれども──

「よかったよ……っ」

「っ……」

　若紫色の瞳ひとみが、感情に水面を揺らして、耐たえかねたように瞼まぶたを下ろす。沈ちん黙もくはほんの少しの間で、リノンはゆっくりと目を開くと、安あん堵どしたように吐と息いきを漏らした。

「……心配してくれて、ありがとう」

「本当だよもう……！　すっごい心配したんだよっ。もう一生分くらいしたっ」

「……私は、どうしたらつばさに応こたえられる……？」

「今度、なにか奢おごって！」

　おそるおそるのリノンの問いには、えらくはっきりとした答えが返ってきた。

　つばさはリノンを抱きしめる腕をほどくと、すんと鼻を鳴らしてから、

「そのついでに、リノンが話してもいいことだけ、リノンのことを聞きたい。これまでどうやって生きてきたのか、どんなこと考えていたのか……だめかな？」

　やや上気した微び笑しようを咲さかせた。リノンがぱちぱちと目を瞬まばたく。

　ついで──浮うかべた表情は、つばさと鏡合わせのような、嬉うれしげな笑え顔がおだった。

「ええ、勿もち論ろん」

「……よければ、自分も一枚嚙かませてもらって構わないかな？」

　事の成り行きを見守っていた美陽さんが、乗っかるように挙手をした。

「今度、一いつ緒しよに食事でもどうかな？　部下との交流という名目で費用はこちら持ち、友人として話がしたいのだけど」

「……はい。是ぜ非ひ」

「お、ならオレもそれ乗っかりてぇな。都市伝説級の組織とか、字じ面づらだけで興味がそそられるぜ」

「……ええ。大して面おも白しろくないかもしれないけど、それでもよければ」

「リノンちゃんモテモテだねっ。あたしも一緒にご飯食べたいよーっ」

「……ほのみさんも、一緒に……」

　次々と掛かかる声に、リノンの返事が段々と細くなり、やがて息づかいのみに変わった。

　つばさに支えられて──リノンが嬉しそうに涙なみだを零こぼしている。

「……風峰、君」

「ん？」

　ふと、リノンが目元を赤くしたまま、顔を上げた。

　涙に濡ぬれてぐしゃぐしゃで──でも、とても綺き麗れいな微笑をつくって、言った。

「貴方あなたの言った通りだった……貴方を信じて、良かった」

「……そっか」

　それはなにより、である。

　僕の顔にも笑みが浮かび、胸に火が灯ともる。……不思議と、今朝の嫌いやな気分は洗い流されたようになくなっていた。

　本当に──落ち込んだときほど、仲間という存在を強く感じる。

「……この約束をさ、知ったらすぐにでも参加する人がいると思うんだ」

　おかげで僕は、前向きに話を切り出すことができた。

　料理上手じようずで、こういった祝い事が大好きな、場を盛り上げてくれる人。リノンの約束に絶対に欠かせず、本当だったら今すぐにでも探しにいきたい人。

　僕にとって唯ゆい一いつの、そしてとても大切な肉親。

「……姉さんを、探したいんだ」

　手伝ってくれる──と、続けて訊たずねる必要はなかった。

　ほのみが、つばさが、ノボルが、美陽さんが、リノンが──同じような表情を浮かべてくれている。共通する要素は、頼もしい笑顔だった。

　本当に……頭が、下がる。

「……ありがとうございます」

「さっきも言った通り、君だけの問題ではないからね。周りを頼たよってくれてむしろ嬉しいくらいだ。……自分も、手を打った甲か斐いがあるというものだよ」

　そう不思議な前置きを口にして、美陽さんは室長チェアから立ち上がった。そして、各おの々おのの意思を確かめるように僕たちを見回す。

　そもそも今日、ここに集まった目的は──姉さんについて話し合うためだ。

「ハル先せん輩ぱいを探すには、その居所を知る必要がある。先輩は直前までレーシュと交戦していたと聞く。けれどもその後の消息は不明、『鶺せき鴒れい』にも戻った形けい跡せきはない。通信も途と絶ぜつしたままだ。そうだね？」

　特別派は遣けん調査室。その仕事は名に偽いつわるところなく、調査だ。

　そして、調査における事前説明ブリーフイング──それは、いつも室長である美陽さんの役割だった。

　状況を整理するためか、美陽さんはとんとんと眉み間けんを指先で軽く叩たたきながら、

「世界の崩ほう壊かい……先ほどだいだいやじるしからかい摘つまんで聞いたけれど、壮そう大だいかつ突とつ拍ぴよう子しもない話だと思う。もしも本当なのであれば、早さつ急きゆうに対処すべき問題だ。……ただ自分は、今だけは別の点に着目したい。この一件が、ハル先輩が姿を消したことと無関係には思えないんだ。……先輩は自主的に姿を消したのではないかな」

「……自分で消えたってことですか？」

　疑問形で問い返したものの、その可能性は、実のところ僕も考えていたことだ。

　というのも、である。

「確かに……姉さん、すごく強かったんです。鈴蘭と戦って、圧あつ倒とうしてたくらいに」

「そんな先輩が、純白の花瞳エルダーアイリスを徘はい徊かいする残ざん留りゆう体たいに屈くつするとは思えない──うん、自分も同じ考えだよ。また、レーシュの目的……彼の母親らしい人柱の解放が果たされていない以上、彼に敗れたとも考えにくい」

「だとすると……」

「世界の延命を始める──ハル先輩のその言葉が、手がかりのように思える」

　ここにいる全員には、姉さんについて一通り話を通している。

　とはいえ、僕自身、姉さんの事情をほとんど理解していない。生まれたときからずっと一緒にいた肉親のことをわかっていないというのも、奇き妙みようであり悔くやしい話だけれど……。

　美陽さんが口にした言葉に、心のどこかが引っ掛かったのも確かだ。

「……別れる前に姉さんが言ってました。しばらく家を留守にする──って」

「そうなると、自主的に姿を消した可能性がより高くなる、か。……とはいえ、正直なところ、その理由までは皆かい目もく見当がつかない」

　お手上げといった風に、僕たちの室長が肩かたをすくめる。

「話を聞く限り、ハル先輩は世界の崩壊という危機を回かい避ひするために、行動をしているようだけれど……何な故ぜあの人がそんなことをするのか、何故そうしなければならないのか。その裏にある事情が見通せない以上、こちらからは手の出しようがないからね」

「って、それじゃ解決になってねぇんじゃ」

　ノボルが慌あわてたように腕うで組ぐみを解ほどくと、うん、と美陽さんが心得たように頷うなずき返した。

「事情を知らなければ知ればいいのさ──だから、事情を知っている人に会いにいく」

「ん……そんな人、いるの……？」

　ほのみが疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべるも──僕は咄とつ嗟さにリノンと顔を見合わせた。ほのみがきょとんとした顔をしているのは、彼女がそのとき気を失っていたからだ。

　姉さんが姿を消す前に、思わせぶりなことを話していた人物がいる──

「もしかして……」

「彼女は、現在は研究所の地下に、危険人物として拘こう束そくされている」

　今は一人の少女として、と美陽さんは『少女』の韻いんに拘こだわってから、言った。

「鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー──涙晶管理局、ゴスペル、人柱の謎なぞを一手に引き受ける存在だ。話を聞きにいって、損はないと思わないかい？」







　特立研究機構──通つう称しよう、研究所は『鶺鴒』最大の規模を誇ほこる国家施し設せつだ。

　かつて政府が転てん覆ぷくし、それを研究所が中心となって立て直した一件以来、僕らのアルバイト先は『鶺鴒』において特権的な影えい響きよう力を持つようになっていた。たとえば……研究所が怪あやしいと踏ふんだ人物を一時的に拘束しておく、なんてこともできる。

　それはさておき、大人数で押しかける場所でもない──と、みんなを代表する形で、僕と美陽さんは研究所の地下を訪ねていた。

「これはこれは……」

　独どく房ぼうめいた造りの一室に、一人の少女がいた。

　強固な格こう子しに覆おおわれた部屋の中で──鈴蘭は、訪ねていった僕たちを、まるで歓かん迎げいするように友好的な微笑を浮かべた。

「ようこそいらっしゃってくれました。一晩ぶりですね、風峰様？」

「……意外と、元気そうだね」

　率そつ直ちよくな感想だ。まさか笑顔で出で迎むかえられるとは。

　純白の花瞳エルダーアイリスから脱だつ出しゆつしたあと、鈴蘭は研究所に預けて、拘束してもらっていた。ゴスペルとしての力を失った今、彼女はただの少女。拘束は厳重なものではないのだけど──

「ふふ、待たい遇ぐうは悪くありませんから」

　涼すずしい顔をしてそんなことを言われると、面めん喰くらわなくもない。

　腰こし掛かけていた簡素な寝しん台だいから立ち上がると、鈴蘭は格子の傍そばまで歩み寄り、

「今朝も食事は美お味いしいものをいただきましたよ。……私がゴスペルであると、研究所の皆みな様さまにはお話ししていないのですね」

　その唇くちびるの端はしを、僕たちを試ためすように持ち上げた。

　たとえ檻に囚とらわれようとも、余よ裕ゆうの態度を崩くずさないのは、彼女らしさなのか。

「研究所の理念は、残留体の調査に研究、そして駆く除じよのはず。ゴスペルは貴重な存在でしょう？　私を差し出せば、少なからず現状に発展をもたらすと思いますけれど」

「……ああ、自分が父に頼たのみ込んで、特例的に君を拘束しているんだ」

　鈴蘭の疑問に答えて、美陽さんが一歩、檻おりに向かって足を踏み出した。

　美陽さんは真しん剣けんな表情を保ったまま、格子越しの鈴蘭に言う。

「残留体ではなく──ハル先輩の行方ゆくえを知る、重要な人物としてね」

「……そういえば、貴方の父親は研究所の総裁でしたか」

　美陽、と鈴蘭がやや眉まゆ尻じりを下げて、口元を綻ほころばせた。

　まるで友人と接するような態度で……実際、その通りだった。鈴蘭と美陽さんは昔からの友人だ。僕たちが潜せん水すい都市『羽は衣ごろも』を訪おとずれた際にも、鈴蘭が案内役を買って出るほどには、親密な間あいだ柄がらだった。

　それが今は──格子を挟はさんで、敵として分かれているのだから……。

「ひとまず怪け我ががなさそうで安心したよ。……ゴスペルの力を失ったと聞いたから」

「ええ、ですからご安心を。逃にげ出したりはいたしませんよ？」

　ふふ、とからかうような鈴蘭の笑い声に、美陽さんが複雑そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　美陽さんは、鈴蘭がゴスペルであることを知らなかった。従来の友人として付き合ってきて、再会が檻の中と外というのは、心のうちを想像すると辛つらいものがあると思う。

「……自分にとって、君は、フランツィスカは友人だ」

　それでも美陽さんは、息を一つ吐ついただけで、表情を引き締しめた。

「たとえゴスペルであっても、ほのみんを人柱なる存在に据すえようとしても、その事実は変わらない」

「……律りち儀ぎな人ですね。貴方のそういう真まっ直すぐなところ、好きですよ」

　ありがとうございます、と丁てい寧ねいな一言が返ってきた。多分、美陽さんは気付いている。

　鈴蘭はこれまで、美陽さんに対してはくだけた口調で接していたのに。

「でも……それを言うために、わざわざ訪れたわけではないのでしょう？」

　──今はもう、僕に対するのと同じように、敬語と微笑ほほえみを崩そうとはしない。

　格子に指を絡からめて、鈴蘭が愉ゆ快かいげに唇を歪ゆがめて、美陽さんに顔を近づける。

「それとも、私の話し相手になっていただけるのでしょうか？」

「いいや、それはまたの機会にしよう。……今日は、ハル先輩について聞きたいことがあって来たんだ」

　ようやく本題、である。

　絶対的な格子を隔へだてて、美陽さんは挑いどむように、鈴蘭と至し近きん距きよ離りで見つめ合った。

「先輩の行方が昨夜より摑つかめない。『鶺鴒』に戻もどってきた形跡はなく、また先輩の実力からして純白の花瞳エルダーアイリスの中で負傷しているとも思えない。おそらくは……自分で姿を消したんだ」

「まあ、それは大変ですね」

　口に手を当てて、わざとらしいほどに鈴蘭が驚おどろいてみせる。

　……この、反応。

「世界を延命する──先輩は、そう言って姿を消した。涙晶管理局にも昔、所属していたと聞く……フラン、先輩の行方になにか心当たりはないかな？」

「そうですねぇ……あったような、なかったような……」

　間ま違ちがいない。そう、断言してもいいと思う。

　鈴蘭は美陽さんの視線から顔を逸そらして、僕に煽あおるような流し目を送ってきた。

「あぁ……風峰様に刺し激げきしてもらえれば、なにか思い出すかもしれませんね──」

　姉さんの行方について、彼女はなにかを知っている。

　もう慣れてしまった彼女の軽口を、僕はため息一つで流す。

「……刺激って、漠ばく然ぜんとしているね」

「想像の余地があっていいでしょう？」

　鈴蘭が悪戯いたずらっぽく片目をつむった。……まともに話す気はない、ってことか。

　美陽さんも同じ結論に至ったのか、確かく認にんするように口を開いた。

「本当に知らないのか、それとも言えない理由があるのかな？」

「涙晶管理局の機密に関かかわること、とだけ言っておきましょうか」

「なるほど。……少なくともフランにとって、先せん輩ぱいの居場所が摑まれることは、望ましくはないということだね？」

「さあ、どうでしょうね。私がただ意地悪をしているだけかもしれませんよ？」

　──本人が言ってはなんとも世話がないと思う。

「っ……鈴蘭っ」

　思わず格子を摑んでいた。

　檻に隔てられた先で、変わらない微笑みを浮うかべる鈴蘭を睨にらみつける。

「ふふ、風峰様、乱暴ですね」

「……頼む。知っていることを、教えて欲しいんだ」

　頭を下げるように、僕は格子に額をぴたりとくっつけた。ひんやりとする。

　その冷たさに、落ち着けと諭さとされているような気がした。

「……姉さんは、なにかをしようとしている」

　一呼吸置いたあと、口を開くと──焦あせりが喉のどを詰つまらせ、結局、擦かすれたような情けない声しか出ない。

　ここまで必死に抑おさえつけていた感情が……姉さんが心配で、それでも冷静に努めていた心の部分が、どうしようもなくのたうつように暴れてくる。

「戦えない身体からだを使ってまで、世界の崩ほう壊かいを防ぐって言って。鈴蘭は、姉さんと別れる直前に、なにか話していたよね？　姉さんが急にあんな行動を取り始めたわけを知っているんじゃないか？　もしそうだったら教えて欲しい。僕は……姉さんを助けたいんだ──」

「……助ける？」

　不意に、声の温度が変わった。

「なにも知らなかったわりには、随ずい分ぶんと必死になるのですね」

　冷たく、鋭するどい言葉。

　ゆっくりと顔を上げてみれば──少女と、ぶつかるように目が合う。

「貴方あなたは風峰ハルのことをなにも知らない」

　その仕草は、目を細め、眉まゆを微かすかに吊つり上げるといったもの。

　鈴蘭が……まるで、苛いら立だっているように、僕を見つめていた。

「彼女がこれまで、管理局でなにをしてきたのか。風峰様は知りませんよね？　いいえ、これからなにをしようとしているのかすら……貴方は、ようやく知ろうとしている」

「……なに、を」

「ずっとずっと、今日まで守ってきてもらったのでしょう？　なにも知らされず、知ろうとせず、風峰ハルという庇ひ護ごに守られてきた……。それで今いま更さら、その庇護がなくなったからと言って、慌あわてふためく姿は見るに堪たえませんね」

　その言われ様に、衝しよう撃げきを受けるより先に──困こん惑わくする。

　鈴蘭の言葉は正直、胸を抉えぐってくる。それは正しいからだ。僕は姉さんのことをなに一つ知らない。つい昨日まで、姉さんがどんな事情を抱かかえているかすら知らなかった。

　でも──それにしたって、どうしてだ？

　鈴蘭がどうして、僕に対してここまで感情を荒あららげる……？

「助ける、と風峰様はおっしゃいましたが、実際どうするおつもりですか？　あの人が……風峰ハルが、なにをしようとしているか知ったら、きっと貴方は──」

　声が、不意に途と切ぎれた。

　鈴蘭はなにかを躊ちゆう躇ちよするように唇を嚙かみ、やがてもう一度、口を開くと──




「らしくねーじゃんか、スズ」




　第三者の声が、その言葉の続きを制止した。

　音源は背後。僕が振ふり返るよりも先に、こつこつ──とブーツが地を鳴らす音が続き、その人物は僕の横に並び立った。

「アタシの知っているお前は、マジになっている奴やつにほど、『ふふふ』とか笑いながら煙けむに巻いてたぜ。まともに言い返すなんて、らしくもねぇ」

　少女が格子に指をかけて、ぐいと檻の中にいる鈴蘭に顔を近づける。

　にっ、と唇の端を持ち上げて、そのツリ目気味の瞳が笑った。

「それとも──今までアタシが見てきたアンタは、偽にせ物もんだったりするのか？」

「……エミリィ……？」

　鈴蘭が微び笑しようの表情をなくして、呆ほうけたように呟つぶやいた。

　でも、驚きよう愕がくの度合いでいったら、僕も似たようなものだったかもしれない。

「え、エミリィさん……!?」

「よう、久しぶり……っていうほど前でもないか。『羽衣』以来だな、風峰さん」

　そう言って、少女──エミリィさんは気さくな感じで白い歯を見せた。

　本名は確か、エミリィ・グランバード。武装研究員だ。

　潜水都市『羽衣』──北半球最大の都市と、僕たちは過去に接せつ触しよくをもったことがある。その際に、彼女……『羽衣』の武装研究員であるエミリィさんとは知り合いになったのだけれど。

「なんで……ここ、『鶺鴒』ですよっ？」

「自分が呼んだんだ」

　疑問の種はあっさりと我らが室長から明かされた。

　美陽さんはエミリィさんの登場にも動じず、冷静な声で告げた。

「フランが素す直なおに話してくれるとは限らないからね。昨夜のうちに、『羽衣』にいる彼女に連れん絡らくを入れておいたのさ。この分だと正解だったよ」

「さすがに寝ねている最さい中ちゆうに連絡来たのには驚いたけどな」

　ふわぁ、と合間にあくびを挟んで、エミリィさんは何気なしに言った。

「聞けば、アタシの同どう僚りように関することって話じゃねぇか。アンタたちには前に色々と世話になったしな。『羽衣』発『鶺鴒』行き、経由なしの直行便で来たわけさ」

　そうは簡単に言うけれど……つまり、始発の直行便？

　連絡一つで、頼まれたからと国を渡わたったのか……。エミリィさんも相変わらず豪ごう快かいな性格である。真夜中に連絡する美陽さんも美陽さんだけれど。

　親しい人間の前でなら、鈴蘭も口を開くかもしれない──そういう狙ねらいが、あるとしてでも、だ。

「スズ。アンタから話を聞くように、って天之河さんから頼まれてるんだが？」

「……だとすれば、人選ミスですね」

　エミリィさんに真っ向から見つめられ、鈴蘭が顔を逸らすように俯うつむいた。

　言葉とは裏腹に──ひどく、動どう揺ようしているような印象。

「私はたとえ誰だれが相手だろうと、口を割るつもりはありません。ことは、私だけの話に留とどまりませんから」

「口を割らない、ね。風峰さんの姉貴の行方ゆくえを知っている台詞せりふじゃねぇか、それ」

　エミリィさんは押し黙だまる鈴蘭を前に、わしゃわしゃと髪かみを搔かき回すと、

「ったく、面めん倒どうな話っぽいな。おいスズ、アンタなにに巻き込まれてるんだ？　武装研究員がどうして研究所に拘こう束そくされているんだよ？」

「え……」

　鈴蘭が声を失う。ハッとしたように美陽さんに顔を向けるも、我らが室長はなにも言わず柔やわらかく微笑むだけだ。エミリィさんはなおも不可解そうに続ける。

「腹割って話そうぜ。なんでこんなところで捕つかまっているのか知らねぇが、なにか事情があるんだろ？」

　エミリィさんは、鈴蘭の正体を知らないんだ。

　いやこの場合、美陽さんがエミリィさんに事実を伝えていないと言うべきか。考えてみれば、ゴスペルの一件を無む闇やみに話すわけにもいかないし、正しい判断ではある。

「なぁ、アンタがやべぇことして捕まっているとは思えねぇんだよ」

「……それは、貴方が私を……本当の私を知らないだけで……」

　屈くつ託たくなく話すエミリィさんから顔を背そむけ、鈴蘭が歯切れ悪く言い淀よどむ。

　まるで、事情を知らない昔の同僚に対して、負い目を感じているような──

「なら教えてくれよ」

　その印象は多分、さほど間違ってもいないのだと思う。

　エミリィさんは膝ひざを折り、俯く鈴蘭を見上げるようにして、にっと笑った。

「アタシはあんま頭も良くねぇし、銃じゆうを撃うつことくらいしか取り柄えもないけどさ。人生わりと楽に生きているし、ちゃんとしろってスズにも散々どやされてきたが……」

　鈴蘭が呆けたように立ち尽つくし、かつての同僚を見つめている。

　にしし、とエミリィさんは目め尻じりを笑わせて、当たり前のように言った。

「捕まっている同僚を助けらんねぇほどちょろくもないぜ。なんなら、ここで強行突とつ破ぱしてお前を連れ帰るのも全然アリだ」

　……なんとも男前な発言だと思う。

　ふふ、と美陽さんが苦笑して、そっと肩かたをすくめる。

「自分としては、その方向性はなるべく避さけて欲しいところだね」

「りょーかいりょーかい。最後の手段に取っておくよ」

「取ってはおくんですね……」

　思わぬところに伏ふく兵へいもいたものである。でも突つっ込みつつも、僕としても、表情は決して悪いものを浮かべているつもりはない。

　美陽さんがエミリィさんを呼んだ理由が──なんとなくだけど、想像がついたから。

「さて、そういうわけだけど、フラン？」

　改めてといった風に、美陽さんが鈴蘭に語りかけた。

「自分は君を、ハル先輩の行方を知る人物として拘束しているに過ぎない。目的を達成したら、エミリィさんが強行突破するまでもなく、君を解放するつもりだ」

「……本気ですか？　私がなにをしてきたのか忘れたわけではないでしょう？　解放された途と端たん、私が貴方や貴方の周囲の人間に危害を加えるとは思わないのですか？」

「そうなったら、また全力で止めさせてもらうよ」

　友人としてね、と美陽さんが付け加えるように呟いた。

　鈴蘭がどこか困ったように顔をしかめ、視線を迷わせる。それは意思の揺ゆらぎだ。これまで涙晶管理局として活動し、人柱としてその身を捧ささげることを約束した少女の──ほんの少しの隙すき。

「……鈴蘭。前にも、言ったかもしれないけどさ」

　その隙をつくりだすことこそ、美陽さんの狙いだったのかもしれない。

　ほんの数日前のことなのに、もう昔に思える学園祭。その準備のため学園に忍しのび込んだ際に、僕は鈴蘭にこれから言おうとすることと、同じような言葉を発した。

「鈴蘭を取り巻いている事情から、抜ぬけるつもりはないかな？」

　──涙晶管理局を、辞やめない？

　そう持ちかけた夜と同じように、鈴蘭は面めん喰くらったように目を瞬しばたたかせた。

「風峰様……それは」

「今の鈴蘭はほとんど力を失っているんだよね？　だったら、もう人柱になることだってない。そもそも、最初からなる必要なんてないんだ」

　届いているはずだと、思いたい。

　エミリィさんに言葉を掛かけられたとき、鈴蘭は確かに動揺していた。かつての同僚から救いの手を差し伸のべられて、間ま違ちがいなく逡しゆん巡じゆんしていた。それはどうしてか。

「鈴蘭は、なにも気負うことなんてない」

　彼女にとっても──ゴスペルである事実が、枷かせになっているからだと思う。

　もしかしたら、エミリィさんと『羽衣』で過ごした時間が、鈴蘭の本質を変えたのかもしれない。それは、ゴスペルとして課された役割以外の生活だ。『鈴蘭』という人物を演じた経験が、彼女の中で種をまき、なにかを芽め吹ぶかせていたとすれば。

　もしかしたら、僕たちと学園祭を過ごし、学生として演じた時間だって──

「鈴蘭が背負っているものは、僕たちにもわけてくれれば一いつ緒しよに背負えるものだと思う。そのための手助けなら、いくらでもしたいし、させて欲しい」

　世界の崩ほう壊かいだとか、人柱だとか。

　そんな大おお仰ぎようなもの──なにも、一人で賄まかなわなくたっていいはずだ。

「……本当に、貴方あなたたちは似たもの姉弟きようだいですね」

　姉そっくりです、と鈴蘭は小さく囁ささやいた。ふっと顔を上げる。

　気のせいか……ほんの少しだけ、表情が優やさしく和やわらいだように見えた。

「──探すなら、まずはあの人の過去を調べてみてはいかがですか？」

「っ……」

　教えてくれるの、と二の句を継つぐ必要はなかった。

　鈴蘭は静かに睫まつ毛げを伏ふせて、

「──研究所。第一七区画、応用研究室の一つ。該がい当とう映像は六年前。対象はプロテクト済み。解除には管理局のネットワークを使用すること」

　と、まるで呪じゆ文もんのような単語をずらずらと並べた。

　意味はまったくわからない。ただ、鈴蘭は冗じよう談だんを言っている様子もなく、

「リノンにお伝えください。あの子なら、おそらくこの意味がわかるでしょうから。……私に言えるのはここまでです」

「……そこに、姉さんの過去があるの？」

　天才武装研究員として活かつ躍やくし、僕たち姉弟の生活を支え。

　残留体の攻こう撃げきから僕を庇かばい、大おお怪け我がを負って一戦を退き。

　念願の花屋を開き、戦いの中に忘れた温かな時間をようやく取り戻もどした。

　そんな姉さんの軌き跡せきに──僕も知らない、隠かくされていたなにかがあるとすれば。

「風峰様、貴方は知るべきです」

　鈴蘭の言う通り、僕は知るべきなのだと思う。

「風峰ハルがなにをするべく行動しているのか。──世界を救うためなら、何な故ぜ貴方たちに協力を申し出ず、単独で為なそうとしているのか」

「っ」

　盲もう点てんを突かれた、と表現するには、驚愕の度合いが足りなかった。……だって、薄うす々うすは勘かんづいていたことだ。

　姉さんが世界を救うというなら、どうして僕たちに助けを求めないのか。

　留守にするといって一人で姿を消したのか──僕は、その理由すらも知らないのだと。

「……あの人は、私を救うとも言っていました」

　どこか切なそうに目を細め、鈴蘭が独り言のように呟つぶやく。

「それが、本気なのかはわかりませんが……ただ、あの人はとても強い。追いかけるのなら、相応のお覚かく悟ごを」

「……忠告ありがとう」

　元よりこちらも風峰ハルの弟である。

　姉さんの優しさは勿もち論ろん、それを支える途と方ほうもない強さもよく知っている。

　僕は今から、そんな姉さんの背中を、追いかけなくちゃならないことも。

「ご武運を。──それなりに、祈いのっておりますよ」

　そう言って、鈴蘭が檻おりの中でも、可か憐れんに微笑ほほえんでみせる。

　その微笑みは、いつもの定型のようなそれとは、どこか違ちがっているように思えた。







　ピピ、と。

　デスクの上に鎮ちん座ざした卵形の機械端たん末まつが、起動の合図である電子音を鳴らした。

「風峰ハルの過去を調べろ……ね」

　端末の画面が青白く点てん滅めつする光を受けて、リノンが指で眼鏡めがねを持ち上げる。端末の前に座っている彼女は、普ふ段だんはしない赤ぶちの眼鏡をかけている。

　鈴蘭から話を聞いたあと、エミリィさんとは地下室で別れ──同どう僚りようとして鈴蘭と話をすると言っていた──僕と美陽さんは早さつ速そく特査に戻り、リノンに調べものをしてもらっているところだ。

「まさか鈴蘭が本当に情報を教えてくれるなんて……風峰君たち、いったいどんな手を使ったの？」

「正面からお願いしただけだよ。……で、鈴蘭の言っていた意味、わかる？」

「研究所の映像に、プロテクト。解除には管理局のネットワークを使用すること……でしょう？　ええ、それなら大体は。調べてみるから、少し待ってて」

　リノンが軽快に機械端末のキーボードを鳴らしていく。その背後では、僕とほのみ、ノボルにつばさ、美陽さんの五人が、リノンを取り囲むようにして、彼女の手て際ぎわを見守っていた。

「思ったより回線の速度が速いから、すぐ終わりそうよ」

「おうよ。ネスティが接続する回線は特別なやつだかんな。他ほかの連中より優先して割り込めっから、じゃんじゃん調べてくれて構わないぜ」

　そう言って、ノボルが自じ慢まんげに鼻を鳴らす。卵形の機械端末が、主あるじの賞賛に応こたえるように、作業用のアームを器用に左右に振ふった。ピースサインに見えなくもない。

　名めい称しようは、ネスティ。調ノ律ボ師ルの相棒と呼べる機械端末だ。

　本来の用よう途とは駆動銃ランゲージの整備における補助なのだけれど、ネスティはノボルが魔ま改かい造ぞうしたため、色々と機能が拡張されている。

　こうして研究所のネットワークに接続できるのも、改造の結果だ。

「しかしリノノン。管理局のネットワーク、とはどんなものなんだい？」

　美陽さんがネスティの画面を覗のぞき込み、考え込むように顎あごの下を指でなぞる。

「見たところ、研究所のデータベースを調べているようにしか見えないけれど……あぁ無論、答えられるのであれば、で構わないよ」

「もう私に守秘義務を守る気はないですから、問題ありません。……簡単に言えば、涙晶管理局が持つ情じよう報ほう網もうです。都市の情報を好き勝手に閲えつ覧らんできる類たぐいの」

　さらりと答えた一言に、つばさが啞あ然ぜんと言葉を失う。

「情報網……都市って、え、『鶺鴒』全部!?」

「前にも話したと思うけれど、涙晶管理局は世界の再興と同時に発足した組織──根は深いのよ、とんでもなく。世界中の潜せん水すい都市に小さくない影えい響きよう力を持っている」

　世界中の涙晶を管理する組織──涙晶管理局。

　都市伝説として語られ、実在すると知ったときに、その規模の大きさは理解したつもりでいたけれど……それでもなお、改めて実感せざるを得ない。

　僕たちが対たい峙じしようとしている相手は、途方もなく大きい──

「そうね。世界の情報に接続できるマスターキー……そんな印象かしら」

「ふむ。察するに、リノノンはそのキーを持っているんだね？」

「私の権限がまだ生きていれば、の話にはなりますけれど。今の私は管理局に背そむいている身ですから……もしも手を回されていれば、情報も閲覧できません」

　そう言って、リノンは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめると、

「管理局の前では、機密は機密でなくなり、秘密は抱かかえようがなくなる。それも全すべては、ゴスペルの早期発見と……その、確実な確保のため」

　続く言葉を、迷うように言い淀よどんだ。それでも意を決したように画面から目を離はなすと、振り返って僕とほのみに瞳ひとみの焦しよう点てんを合わせる。

「いつゴスペルが現れても対応できるように──涙晶管理局は、研究所を始めとした、国家の枠わく組ぐみ内の組織の情報網を管理しているの」

「ってことは、もしかしてほのみが現れたときも……？」

　ほのみは去年の冬、『夜明けの危機』と呼ばれる残留体の襲しゆう撃げき事件をきっかけに、純白の花瞳エルダーアイリスから現れた。リノンの話通りなら、おそらくその出現すら察知されていたことになるけれど──

「……ええ、そう」

　リノンはどこか後ろ暗そうに呟き、肯こう定ていした。

「『夜明けの危機』の際にゴスペルが出現したのは、情報として上がってきていた。ほのみさんがゴスペルの力を使った映像が記録されていたから……」

　そう言われると思い当たる節は幾いくつもある。というより、この部屋での会話が記録でもされていれば、その時点で相手には知られているのだ。逃にげ場ばなんてない。

　そして──涙晶管理局が知っているのであれば。

　キーを叩たたく指を止めて、リノンはほのみに向かって深々と頭を下げた。

「ごめんなさい。私は、管理局のネットワークを使って、最初からほのみさんがゴスペルだと知っていた……知った上で、貴方に近づいたの」

「ん、いいよっ」

　返答は躊躇ためらいなく、はっきりとしたもの。リノンがおそるおそる顔を上げる。

　ほのみは一いつ切さいの曇くもりなく、晴れ晴れとした瞳で、リノンを見つめていた。

「あたしはリノンちゃんに、なんにも悪いことなんてされてないよ。それにリノンちゃんは、あたしのこと、ずっと鈴蘭ちゃんたちに黙だまっててくれたんだよね？」

「それは……そう、だけど、でも……」

「んー、終わりよければ全て良し、だよっ」

　えへへ、と相手の抱える不安を溶とかしてしまいそうな、明るい微笑みを浮うかべる。

「リノンちゃんとは友達だから、あたしはそれでいいんだ。リノンちゃんは、それだけじゃだめ？」

「……いいえ」

　ありがとう、とリノンが今度は感謝の言葉を口にする。

　ひとたび目を閉じて、次に開いたときには──もう、リノンの表情は曇っておらず、

「ほのみさんのためにも、風峰ハルの居場所は必ず摑つかんでみせる」

　そう言って、再びネスティに向き直った。キーを叩く指は迷いなく、音も淀みない。画面が何度か切り替かわり、遠目からでは複雑そうな行程を経たあと──

「……これよ」

　リノンはある一つの画面を呼び出し、指を止めた。

　画面にはやや荒あらい映像が映し出されている。小さな箱の蓋ふたを開けて、上から覗き込むようなアングルだ。画面右上部には日付があり──

「六年前のものね。場所は研究所ここの第一七区画。今は名前が変わっているけれど、昔は応用研究室だった部屋よ。映像は、研究目的で設置されたカメラが記録したものみたい」

「プロテクトって言ってたけど、それは？」

「管理局がこの映像を研究所のデータベースから隠していたようね。つまりこれは、六年もの間、誰だれの目にも触ふれていなかった映像ということになる。そして──」

　風峰ハルの過去でもある、とリノンが低く呟いた。

「姉さんの……」

　自然と、喉のどが唾つばを嚥えん下かした。

　この映像に姉さんの手がかりがあると言うのなら、何度だって見たい。姉さんに追いつくためだったら、どんなものとだって対面できる。そう断言できるはずだ。

　僕をずっと守って、安心させてくれていた姉の姿を、捉とらえるためだったら──

「リノン、再生してくれる？」

　返答は無言で、リノンが代わりにキーを叩く。

　静止していた映像が動き出し、無音に混じるノイズが漏もれ始める。ほどなくして、画面の端はしから女性二人が映り込み、丁度中央のあたりで足を止めた。

　一人はまるで見覚えがなく、もう一人はとても懐なつかしい。

「高校生の頃ころの姉さんだ……」

　今よりも幼い顔立ちの姉さんが、こちらに半分ほど背中を向けている。対する相手は成人した女性で、研究所の白衣を着ているものの、本当に見覚えはない。

『──それでは最終確かく認にんといきましょう』

　白衣の女性が口を開いた。静かに姉さんを見つめ、

『風峰ハル、貴方あなたは涙晶管理局に入ることを承しよう諾だくいたしますね？』

「っ──」

　僕たちは画面に釘くぎ付づけになったまま、揃そろって息を吞のんだ。まさか。

　この映像は、姉さんが涙晶管理局に入るときのものなのか……？

『はい。条件さえ守っていただければ、私は貴方たちの指示に従いますよー』

　一六歳かそこらの姉さんが、今と変わらないほんわかとした口調で答える。おそらく白衣の女性は涙晶管理局の人間であり、察するに相当重要な場面だけに、姉のマイペースっぷりがどこか場ば違ちがいに思えてしまう。そんなところはなんとも姉さんらしい。

『指示は簡単です』

　事務的な印象を与あたえながら、白衣の女性は話を続ける。

『貴方はこれまで通り、残留体を狩かり続けてください。天才と謳うたわれたその手しゆ腕わんをもって純白の花瞳エルダーアイリスの奥深くまで潜もぐり続ける。いつか現れる、ゴスペル──人の姿をした残留体と相まみえるそのときまで、ひたすら彼らを殺し続けるだけでいい』

『塔とうを支える人柱……生いけ贄にえの候補を見つけるお手伝いですか』

　姉さんの口から出た言葉に、思わず胃のあたりがきゅっと絞しまる。……わかってはいたことだけれど、やっぱり姉さんはゴスペルにまつわる事情を知っていたんだ。

　それもこの時点──六年前からずっと。

『わかりました。私としてもやることは今までと変わりませんし……』

　姉さんは迷うことなく首しゆ肯こうしてから、んー、と唇に指先を当てた。

『でも、ちょっと不思議です。人柱を集めることと、私を誘さそう理由ってあまり繫つながらないように思えますけど？』

『貴方が戦えば戦うだけ、ゴスペルをより早く発見する可能性が高まります。それが風峰ハル──貴方ほどの実力者であれば、誘うに足りる十分な成果が期待できますから。こちらとしても予備の人柱は何体あっても安あん堵どすることはないのですよ』

『心配性しようですねぇ』

　姉さんが相そう好ごうを崩くずして苦く笑しようする。心配性、の一言で片付けられたことが気にくわなかったのか、白衣の女性は微かすかに顔をしかめながら、ポケットに手を突つっ込むと、

『……では、こちらが交こう換かん条件のものです』

　掌てのひらに収まるくらいの細長い物体を姉さんに手て渡わたした。見たところ……メモリースティックだ。今からするとやや古い代しろ物ものだけれど、六年前だと最新式のものだと思う。

　ふん、と白衣の女性はどこか誇ほこらしげに目元を吊つり上げると、

『剝むき出しの熱量エネルギー……まともに想像すれば暴発してしまう、不定型な熱の暴力ですよ。この中には、それを完かん璧ぺきに思考昇華パラダイムシフトするのに必要な知識が全て入っています。あぁ、あくまで中身だけですので、物質化する際の形状はご自由に』

『んふふ、では綺き麗れいな花はな吹雪ふぶきにでもしてみましょうか』

　姉さんが嬉うれしそうに微笑ほほえみ、メモリースティックを懐ふところに収める。……それを見守る僕の背中にはさっきから妙みような汗あせが伝っていた。隣となりに立つ美陽さんが耳打ちしてくる。

「だいだいやじるし、もしやとは思うけれど……」

「……はい。多分、姉さんが使っている花吹雪のことだと思います」

　そして、僕が一いち撃げき必殺として信しん頼らいする、姉さん直伝の思考昇華パラダイムシフトでもある。

　でも……姉さんが十お八は番ことした思考昇華パラダイムシフトが、涙晶管理局から受け取ったものだって──？

「……私たちはゴスペルを手に入れるための組織だから。彼らと交戦するのに必要な力は長い年月の中で培つちかわれている。たとえば……天才をより高みに上り詰つめさせる力とか」

　そう言って、リノンは画面を見つめたまま補足すると、

「私の檻おりなんかも、その一つよ」

「……そっか」

　思わぬところでルーツが見つかったものである。不思議な気分だ。

　文字通り世界に根を張る組織が保有する、強力無比な力。それが今は巡めぐりに巡って、僕の頭の中に収まっているなんて……。

　姉さんの比類なき強さ──その一いつ端たんを、垣かい間ま見みたように思えた。

『──しかし、正直なところ意外でした』

　ネスティの音声機能が声を出力して、僕は慌あわてて画面に視線を戻もどす。

　白衣の女性は一仕事を終えた余よ裕ゆうか、硬かたい表情を少し崩していた。

『どれほど強力な残留体でも、屠ほふれる絶対的な思考昇華パラダイムシフト──対価として不足しているとは思いませんが、それと引き替えに私たちの仲間になるとは……』

『あら、不服ですか？』

『取引には満足していますよ。ただ、理由がわからないだけです。私たちが接せつ触しよくしてからまだ一日も経たっていないのに、即そつ決けつするその理由が。それほどまでに力を望むのか……あるいは名声を、それとも富を欲ほつしているのですか？』

『んー、お金は欲ほしいですけど、名声は間に合ってますねー』

　弟が褒ほめてくれたら十分なので、と姉さんは小さく呟つぶやくと、

『私はただ、今よりもーっと、すぐにでも強くなりたいだけです』

『……よければ、その理由をお聞かせ願えますか？』

『大好きな弟のためです♪』

　即そく答とうだった。

　姉さんは気持ちの良い笑顔を浮かべている。白衣の女性はつくる表情を忘れたように目を瞬しばたたかせ、ようやくといった様子で喉から声を絞しぼり出した。

『……は？』

『すっごい可愛かわいいんですよー、私の弟。ちょっと人見知りで、すぐに私の背中に隠かくれちゃうんですけど、それでもそーっと背中から顔を出して、相手のことを見つめることのできる勇気のある子なんです。えらい子です♪』

『それは甘やかしすぎでは……ああいえ、そうではなく』

『強くなれば、今よりもっと武装研究員として戦うことができますから。活かつ躍やくすればするほどお金も貰もらえます。んふふ、私には夢があってですねー。今は寮りよう暮らしでも、いつかは弟と一いつ緒しよに一つの家で仲良く暮らしたいんですよ。ふふ、楽しみです』

『…………これは……驚おどろきました』

　驚いたというより、呆あきれたような声こわ色いろだった。

　白衣の女性は一つため息を吐つくと、複雑そうな顔をつくった。

『ブラコンをこじらせて世界の秘密を知るなんて……貴方くらいのものじゃありませんか？　なんだか一周回って、そんな人もいるのだと勉強になりましたよ。家族を養うために、ですか……』

『んふふ、家族を守るためです──』

　言い回しを少し訂てい正せいして、姉さんはほんわかと微笑む。

　それは今も昔も──なんら変わらない微笑み。

　そしてその『今』がとても幸せそうに、姉さんは言った。




『私は弟のためなら、たとえ世界の破は滅めつからだって、救っちゃいますよー』




　……そこで、映像が静止した。

　乗り出した身を静かに引いて、画面から視線を離はなす。力が抜ぬけかけて、デスクに腕うでを突っ張って、身体からだを支えた。視線がフローリングの床ゆかに落ちる。瞼まぶたを下ろせば、真っ暗な世界が広がった。

　ああ、そうだ。姉さんは、こういう人だった。

　姉さんはいつだって、その温かい笑顔で僕を見守ってくれていた。

　今も昔も、ご飯をつくり、お金を稼かせぎ、大だい丈じよう夫ぶだと安心させるように、僕に微笑んでくれていた──だからきっと、その延長線上だったのだと思う。

　姉さんは僕のために、涙晶管理局に足を踏ふみ入れた────

「とうやくん……」

「……大丈夫。うん、大丈夫」

　ほのみが心配そうな顔で背中をさすってくれる。それをやんわりと断って、僕は決然とした思いで顔を上げた。見つめる先は静止した画面だ。

　そこには、姉さんの過去が切り取られて、バックライトに照らされている。

「……姉さんは」

　姉さんの思おも惑わくは、まだ全ぜん貌ぼうがまったく見えない。姿を消した理由も、その行動の先になにを見み据すえているのかも、今の段階ではまるで想像がつかないけれど。

　ただ、一つだけ確かなことがある。

「姉さんは、僕のために──僕たちのために、行動している」

　それだけわかっていれば、もう、大丈夫だ。

　僕は姉さんを、心おきなく追いかけることができる。

「……ハル先せん輩ぱいらしいね」

　美陽さんが切なげに目を細めると、けれどもすぐに表情を引き締しめた。

「しかし実際のところ、この映像だけでは手がかりとは言えないね。フランの言葉を信じるなら、先輩の行方ゆくえに繫がるなにかがあるはずだけれど……」

「画面に暗号とか仕し込こまれてねぇよな……？」

　ノボルがネスティの画面と睨にらめっこし始める。すると、同じくじーっと画面を見つめていたリノンがハッとしたように瞬きをすると、

「……待って、ネットワークに足あし跡あとがある」

　焦あせるようにキーを打ち始めた。その横顔が怪け訝げんな色に彩いろどられる。

「つい最近、誰だれかがこのネットワークに接続している……？」

「それ鈴蘭じゃ……って、ことはないのか。拘こう束そくされているんだし」

「……これ、風峰ハルよ」

　さらりと言われ、一いつ拍ぱく遅おくれて心臓が跳はね上がる。

　ぎょっとしてリノンを見つめると、彼女は頷うなずく代わりに再び指を動かしてくれた。

「彼女ももとは管理局の人間だから、権限が生きていればネットワークにも接続できるはずだけど……っ、あった。純白の花瞳エルダーアイリスからの帰航記録……『鶺鴒』に着いた船の記録が改ざんされている。本来の記録は──昨日の午前二時、研究所ここの港に、純白の花瞳エルダーアイリスからの帰航を確かく認にん……」

「そ、それって……っ」

　つばさが慌てたように口を開き、勢い余るように言葉に詰まる。その間に、ほのみが身を乗り出すようにして、期待に満ちた瞳で僕たちを見回した。

「ハルお姉ちゃん──帰ってきているのっ？」

　今度こそ、膝ひざから力が抜けた。

　ノボルに「お、おい大丈夫かよ!?」と肩かたを貸されて……なんとか、立ち上がる。

「港の監かん視し映像まで改ざんしている……ほら、これ」

　リノンが椅い子すを引いて、ネスティを僕たちに見やすいように向けてくれる。

　画面には静止画が浮うかび上がっている。本来は映像なのだろう。先ほどの六年前の映像と似たようなアングルで、港の様子が映し出されている。

　深夜の時間帯からして本来港は無人で、だからこそ見み間ま違ちがえようがない。

　姉さんが一人、帰航用の船から下りている姿が、しっかりと捉とらえられていた。

「ハルお姉ちゃん……ハルお姉ちゃんだ……っ」

「よかった……ハル姉……」

「ふぅ……あー、マジびびったぜ……」

「秘ひ密みつ裏りに『鶺鴒』に戻っていたようね……記録まで改ざんしてよくやる……」

「……ひとまずは、安心できたね」

　ほのみとつばさが感かん極きわまったように涙なみだぐみ、ノボルとリノンはほっとしたように表情を緩ゆるめ、美陽さんに至っては天てん井じようを仰あおぎ、手で顔を覆おおい隠している。

　僕なんて──安あん堵どのあまりまた腰こしを抜かして、ノボルのお世話になってしまった。

「……姉さんが生きてた……」

　決して生存を疑っていたわけじゃない。ずっと、信じて……信じようとしていた、姉さんが生きているその事実に、これほどまでに救われるなんて思わなかった。

「でも、どうしてハルお姉ちゃん、あたしたちになんにも言わないで……」

　ようやく息を整えたあと、ほのみが心配そうな表情をつくる。

「昨日、お家うちにも帰ってこなかったよ？」

「……これ、他ほかにも弄いじった形けい跡せきがある」

　リノンは考え込むような顔で、軽快にキーボードの上で指を躍おどらせた。

「管理局の保管する知識……思考昇華パラダイムシフトのリスト？　どうしてこんなものを……っ？　鈴蘭が言っていたのは、このことなの……？」

　なにかに気付いたように、さらに打だ鍵けんの音を強く鳴り響ひびかせると、

「……見つけた。最後に開いたページは……」

　やがて音が緩かん慢まんになり、指も止まる。

「──【マトリョーシカ】？」

　だからその言葉は、しんとした空間に心なしか響いて聞こえた。

　リノンが釘くぎ付づけになる画面を、僕も横から覗のぞき込む。確か……。

「【マトリョーシカ】って、姉さんが鈴蘭と話していた……」

「ええ。風峰ハルが受け取った花はな吹雪ふぶきと同じ、管理局が保有する思考昇華パラダイムシフトの一つよ。私も名前だけは聞いたことがあるけれど……」

　世界規模の組織である、涙晶管理局が保有する──思考昇華パラダイムシフト？

　その字じ面づらだけで考えるのなら、なにかしら強力な力を秘ひめた思考昇華パラダイムシフトなのか──？

「それをハル先輩が探している……？」

　そう呟いてから、美陽さんが考え込むように顎あごの下に指を這はわせた。

「リノノン、先輩の足取りを追えないかな？　先輩が【マトリョーシカ】なる思考昇華パラダイムシフトを探しているのなら、その保管場所さえわかれば追いかけることも……」

「…………だめです。【マトリョーシカ】に関係する情報が削さく除じよされています。保管場所から内容まで、綺き麗れいなまでに。おそらく風峰ハルが消したのでしょうけど……」

「先輩には自分たちが追いかけてくることも想定済み、ということかな」

　面おも白しろい、と。

　美陽さんは状じよう況きようにまったくそぐわない台詞せりふを発した。唇くちびるの端はしをきゅっと持ち上げ、瞳に爛らん々らんと感情の炎ほのおを燃やしているところを見ると、聞き間ま違ちがいじゃないらしい。

「面白いって……姉あね御ご、なんか考えがあんのか？」

「先輩はすでに『鶺鴒』に戻もどってきているんだ。そうとわかれば、打つ手はいくらでもあるさ。特査としては、やや反則気味な手だけれど……」

　そう前置きをするわりには、美陽さんの表情は後ろ暗いものではなく。

　獲え物ものを見つけた猫ねこのように、我らが室長は挑ちよう戦せん的に微笑ほほえんでみせた。

「国家権力、頼たよってみないかい？」







　国家権力、と銘めい打うったものの、取った選せん択たくは実に単純である。

　具体的に言えば、潜せん水すい都市『鶺鴒』に設置された監視カメラを始め、ありとあらゆる記録に片かたっ端ぱしから照合をかけ、姉さんの姿を探すという、しらみ潰つぶしもここに極まる作戦だった。管理局の改ざんも追いつかない記録も一つくらいはあるだろう、と。

　結果、果たして──僕たちは、姉さんの姿を最後に捉えた監視カメラが設置されている『鶺鴒』の中央シーポートにまで足を運んでいた。

　潜水都市の出入り口なだけあって、人ひと混ごみは激しく、喧けん噪そうも大きい。

「よりによってここかー……」

　ノボルがげんなりしたように肩を落とした。

「この中から探すとなると、結構骨が折れる作業だぜ……」

「それでもなにも手がかりがないよりはマシさ」

　むしろ障害が大きければ燃えるタイプである美陽さんが堂々と人混みを見据える。

「最悪、国外へすでに出ているという可能性もあるけれど、だからこそ素す早ばやく取りかかろう。なに、心配はいらない。船が出入りする港から倉庫の片っ端まで、自由に入れる許可は既すでにとりつけてあるからね」

「国家権力、存分に使ってますね……」

「ふふ、準備が良いと言ってくれ。さ、これだけの規模だ、手分けして探そうか」

　そう言って、言葉通りテキパキと僕たちに指示を出すと、美陽さんはノボルとつばさを引き連れてあっという間に人だかりの中に消えていった。僕もほのみとリノンと組んで辺りを探し始める。人選はその場の流れで決めたのだけれど。

　────結果として、僕たちの組は当たりを引いたのだと思う。

「この船……」

　きっかけは、リノンのその一言だった。

　姉さんの姿を探し始めて二〇分ほど経たつ頃ころ、僕はほのみやリノンと合流して、シーポートにずらりと並び、停てい泊はくする船せん舶ぱくの近くを一いつ緒しよに調べていた。

　そのうちの一つの、中型の船の前で、リノンが足を止めたのだ。

「まさか……でも、ありえなくは……」

「見た感じ、旅客船っぽいね……。これがどうかしたの？……って、あっ、ちょっとリノン！」

　なにを思ったのか、リノンは旅客船の近くまで駆かけ寄ると、傍そばに取り付けてあったタラップを猫のように上がってしまった。しかもそのまま船の中に入っていく。

　僕はほのみと顔を見合わせて、慌あわててその後に続いた。

「リノン、待ってってば！」

　追いつくと、リノンは鍵かぎのついた扉とびらの前で足止めをくっていた。その先が内部に続いているのか、扉はカードリーダーの形をした錠じようで閉じられている。

「勝手に上がっちゃまずいんじゃ……」

「そこは……ほら、国家権力よ」

「その言葉、都合良すぎじゃないっ？」

　不法侵しん入にゆうまでは弁解できないような気がする……。

　けれどもリノンは、気にした様子もなく扉に近づくと、懐ふところからなにやら薄うす型がたのカードキーを取り出した。それをカードリーダーに縦に滑すべらせる。

「っ、その鍵……」

「──この船、おそらく涙晶管理局のものよ」

　ピー、と。

　カードリーダーが電子音を鳴らし、鍵を正しいものだと認証した。扉が横よこ滑すべりに開き、奥の消灯した真っ黒な通路を露あらわにする。

　リノンがこちらを振ふり返り、微かすかに唇の端を持ち上げた。

「訂てい正せい。間違いなく、管理局の船ね」

「……どうして」

「私がキーを持っている理由？　それなら簡単よ。この船、三年前に私が『鶺鴒』へ来たときに使った船だもの」

　さらりと口にされたものである。

　僕とほのみはしばらく言葉を失い、やがて傍かたわらの少女がこくりと首を傾かしげた。

「……リノンちゃん、リッチさん？」

「私のじゃなくて、管理局のね。この船は……そうね、作戦に使用する多目的移動手段、といったところかしら。幾いくつかあるけれど、これはそのうちの一つ。管理局の人間なら大たい抵ていは使えるものよ。偽ぎ装そうのために登録上はただの旅客船ってことになっているけど」

　リノンは少し懐なつかしそうに通路の奥を見つめている。三年ぶり、か。しかし僕としては驚おどろきも冷めないうちに、気になる言葉を見つけてしまった。

「作戦……って言うと？」

「……たとえば、ゴスペルのお客様を乗せたりね」

　──ゴスペルの運うん搬ぱんとか、そういう、類か。

　納なつ得とくと緊きん張ちよう。どちらも同じように味わって、再び口を噤つぐんだ僕たちを横目に、リノンは緊張をほぐすように肩かたをすくめた。

「さすがにこの船には乗ってないでしょうから、安心して。見たところ、ここしばらく誰だれかに使われた形跡もないみたいだし……眠ねむっているようなものでしょう」

　そう言って、リノンが壁かべのスイッチを押すと、通路の天井に一いつ斉せいに照明が灯ともった。客室らしき部屋が一列に並ぶも、確かに人の姿は見えず、人ひと気けも感じない。

「じゃあ、この船は……」

「──鈴蘭が『鶺鴒』に来るのに乗ってきたもの、と考えていいんじゃないかしら」

　腰こし元もとのホルスターから、赤色に塗と装そうされた杭撃ち銃リベツトガンが抜ぬかれる。

　リノンは駆動銃ランゲージを片手に、瞳ひとみの色を警けい戒かい色しよくに変えて、通路の奥を睨にらんだ。

「天之河室長に連れん絡らくを入れておきましょう。──管理局の船なら【マトリョーシカ】の情報があるかもしれない。先回りできれば、風峰ハルを待ち伏ぶせできるかも」

「……もう来ているかもしれないけどね」

　マトリョーシカなる涙晶管理局の機密を目当てに、姉さんが訪おとずれたシーポート。そんな場所で発見した、件くだんの涙晶管理局の船だ。

　無視できない程度には──確かに、符ふ合ごうしている。

「ついてきて。構造は大体把は握あくしているから」

　言葉の通り、リノンは迷いのない足取りで旅客船の中を進んだ。

　明確な目的地がある足取りだ、と思うことしばらくして、彼女はある一つの部屋に入っていた。見た目はなんの変へん哲てつもない扉で、けれども中はおよそ普ふ通つうの旅客船ならまず保持しえない──

「これ、サーバ……？」

　なんともサイバーな空間だった。

　真っ黒な縦長の箱が間かん隔かくを空けて設置されている。その表面を幾つもの光が点てん滅めつしているから、どうも駆く動どう中らしい。経験で言わせてもらえば、研究所にあるサーバルームと雰ふん囲い気きが似ているように思える。

「全部、管理局の機密の塊かたまりよ」

　リノンが手近なサーバに手を触ふれながらあっさりと言った。

「世界崩ほう壊かいから今日まで、組織がため込んだ情報の全すべてが、このデータベースサーバに詰つまっている。風峰ハルが受け取った花吹雪のデータも、大本はここにあるはずよ」

「随ずい分ぶん、不用心だね……もっとこう、本部？みたいなところがあって、そこで厳重に管理されているものだとばっかり」

「管理局は物的な足あし跡あとを残さないよう行動したがる組織だから。この船が、拠きよ点てんと移動手段を兼かねているの。常に情報と一緒に移動すれば、盗ぬすまれる心配もないし……いざとなれば、海に沈しずめてしまえばいいでしょう？」

　だから内部みうちからの攻こう撃げきには弱いのよ、とリノンは小型の端たん末まつを開くと、ケーブルで本体とサーバを直接繫つないだ。しばらく端末を操作すると、

「──あった。【マトリョーシカ】よ」

「え、本当っ？」

「ええ、保管場所はここで合っていたみたい。まだ手つかずだから、少なくとも風峰ハルはまだ来ていなかったようね。データを端末に落としてみるから、風峰君たちは念のため外を警けい戒かいしてくれる？」

「んっ、任されましたっ」

　ほのみが元気良く手を上げ、んーっ、と唸うなりながら周囲を見み渡わたし始める。とはいえ、今のところ周囲に人気は感じない──これはとどのつまり、

「姉さんより先回りできたってことかな……？」

「案外、場所の詳しよう細さいまではわからなくて、迷子になっているのかもね」

　余よ裕ゆうが生まれたのか、リノンが微び笑しようを零こぼした。そうか……この船が涙晶管理局のものだと判明したのは、リノンが過去に乗ったことがあったからでもある。既に管理局を辞やめた身である姉さんには、旅客船との区別がつくはずもないのか。

「でも弱ったな、そうなると姉さんを探す手がかりもないってことに……」

　再びふりだしに戻もどった事実に気付いて、頭を悩なやませていると。

　──ビービー！　と。

　頭痛を引き起こしそうな電子音が、部屋中に響ひびき渡わたった。

　ついで、どこからか大音量の合成音声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

『──警告。データベースサーバに不正な接続を確かく認にん』

「「「っ」」」

　三人分の絶句が重なった。

　部屋のサーバが全台、真っ赤な点滅を表面に走らせる。それは警戒色の光であり、異変を誰かに知らせるためのもの──誰もいなければ、意味を成さないもの。

『──各員に通達』

　その声が示した事実に、僕たちはハッと顔を見合わせる。

　各員──その表現が示すところは、つまりこの船には僕たちの他ほかに誰かいる、と。

『至急、侵入者は排はい除じよ──』

「うそ、迎げい撃げきシステムがまだ生きている……っ？」

　予想外の事態に狼狽うろたえるように、リノンが呻うめき──咄とつ嗟さに首を巡めぐらせた方向は、カードリーダーによって締しめ切られたこの部屋の扉だった。

『ただちにサーバルームへ急行せよ──』

　繰くり返す、と再度の通達は、しかし必要とされなかったらしい。

　サーバルームを閉とざす扉が前まえ触ぶれもなく、吹ふき飛ぶ。

　扉が床ゆかに跳はね上がり、勢いよく回転しながら僕たちの足元に転がった。見れば、扉の真ん中がへこみ、軽くひしゃげている。まるで、強い力で打ち付けられたように──

「っ……」

　薄うす暗ぐらい室内に、通路からの照明が眩まぶしいほどに光を差した。逆光が生まれる。

『──確認』

　光が、喋しやべった。

　そう見えた次には、光の中から人が現れて、僕たちは再度息を吞のむ羽目になる。

『三名を、侵入者と認識する──』

　幼い女の子、だった。

　背は低く体型も小こ柄がらで、見た目は間ま違ちがいなくそうだ。ただ、口調は機械的で、瞳はまるで光を失ったように無感情で……年ねん齢れいにそぐわない。

「風峰君っ、それはっ」

　リノンがこちらに向かって、鋭するどく叫さけんだ。唇くちびるが続けて言葉を紡つむぐ。それを聞いた直後──僕は、この船が無人だと考えた自分を、ひどく後こう悔かいした。

　無人。人の気配がないのだとすれば──では、人ではない者の気配は？

　そもそも機密を守るものがいてもおかしくはなかったんだ。だって、リノンはこう言った。

　──それは、ゴスペルだ、と。

『これより侵入者を排除する』

　少女が宣言し、床を蹴けって弾だん丸がんのように跳ちよう躍やくした。

　軌き道どうは一直線で、そのため狙ねらいは間違いようがなく、サーバからデータを落とすリノンだとわかった。庇かばえるか──無理だ、間に合わない。

　思考が巡り、引き延ばされた感覚を総動員して、僕は低く跳ちよう躍やくした。

　強化された脚きやく力りよくが身体からだを浮うかし、リノンに突つっ込む勢いで──彼女に対して拳こぶしを振り上げる、ゴスペルの少女に体当たりする。

「ぐっ……！」

　果たして、僕と少女の二人は床を何度も転がりながら、サーバの一つにぶつかって勢いを止めた。反動で肺が圧あつ迫ぱくされるほどの衝しよう撃げき。みし、と嫌いやな音が黒の箱から鳴る。

　多分、壊こわれた。

　そんなことを頭の隅すみで考えながら、痛む頭を振って起き上がれば──

『──侵しん入にゆう者は──』

　失念していた。相手は純正ゴスペル、僕よりよっぽど身体のつくりが頑がん丈じようなのだと。

　少女は既に体勢を整え、曲刀を僕の鼻先に突きつけていて。

『──排除する』

　すっ、とその尖せん端たんで空を指すように、高く持ち上げた。

　けれども生憎あいにくと、ここは室内のため綺き麗れいな青空は見えず。

　曲刀はなにを僕に見せることもなく、無む慈じ悲ひに振り下ろされた──




「そこまでですよー」




　──直前、までは。

　曲刀の軌道を僕の眼前で曲げ、少女は突とつ如じよ、その場から大きく飛び退のいた。直後、なんの前触れもなく──少女のいた場所を真っ白な光が塗ぬり潰つぶす。

　目が灼やけるかと思うほどに、強きよう烈れつで、凶きよう悪あくで、なお美しい熱量の渦うず巻まき──

「ここは涙晶管理局の船……いくら放置されているとはいえ、セキュリティも確認しないなんて、リノンちゃんってばちょっと迂う闊かつですよー？」

　純白の花はな吹雪ふぶきは、そんな一言を合図に、消え去った。

　僕はおそるおそる目を開けて、目の前に現れた人ひと影かげを見上げた。ゴスペルの少女は大きく距きよ離りを取って、その人物に対して警戒するように目を細めている。

「ねえ、さん……？」

「──やっぱり、追いかけてきちゃったんですね」

　橙矢ちゃん、と。

　ハル姉さんは両手に二丁の駆動銃ランゲージを提さげたまま、僕を困ったような微笑ほほえみで見下ろしていた。

「昨日はちゃんと、夜よ更ふかしせずに寝ねましたか？」

「ぁ……あ、」

「風峰、ハル……っ？　どうしてここに……」

「ハルお姉ちゃんっ！」

　──再会の第一声までも、あまりに姉さんらしくて。僕は声が出ない。

　やっぱりこのシーポートに来ていたんだとか、ようやく会えただとか、生きていると知っていても、それでも目の前にすると、自然と視界が潤うるんでぼやけるだとか──

　感情が上う手まく言葉にならなくて、それでも、言葉を喉のどから絞しぼり出した。

「ね、姉さんっ……！」

　慌あわてて立ち上がり、手を伸のばした僕を──黒い銃じゆう口こうが、制した。

　姉さんはゆっくりと首を振ふり、視線を僕ではなく、彼方かなたのゴスペルに向ける。

　脅きよう威いはまだ、去っていなかった。

　少女が対ついの曲刀を挑いどむように構え──こちらを、油断なく睨にらんでいる。

「ここを守るように認識をすり込まれているんですね……安心してください」

　そう言って、姉さんは優やさしげな微笑を浮かべた。

　いつも僕に向けてくれていた、不安を吹き飛ばすような、安心できる微笑み──

「いま……解き放ってあげますから」

　そんな表情のまま、姉さんはゴスペルの少女を迎むかえ撃うった。

　ゴスペルの少女が跳び、こちらに突っ込んでくる。それを、二つの銃口が歓かん迎げいした。少女が純白の光に吞まれ、貫つらぬかれる。少女の背後の壁かべまで真っ赤に変色させ、溶よう解かいに至らせるその威い力りよくは、ただ圧あつ倒とう的てきだった。

　それでも少女は熱量の嵐あらしを抜ぬけると……よろよろとした足取りで、姉さんの前に姿を現した。両手の刀はとうに消え失うせている。

　見るからに弱り切っていて、花吹雪の威力を考えれば無理もない。

『ぅ……あ……』

「──もう、大だい丈じよう夫ぶです」

　その少女を、姉さんは温かい言葉で出で迎むかえる。

　両りよう腕うでを広げて、力ちから尽つきたように倒たおれ込むゴスペルを、胸の中に抱だき留める。

　風峰ハルはそうして、少女を抱き留めて──その頭部に、黒い銃口を押し当てて、

「貴方あなたの役割は、これでおしまいです」

　そしてそのまま、二つの引き金を絞った。

　純白の花吹雪が放たれて──ぱぁぁぁっ、とゴスペルの少女の頭を、灼いた。

『ぅ……ぁぁぁぁぁああああああ！』

「──ねえ……さん？」

　なにを、という言葉は、声にすらならなかった。

　姉さんは慈いつくしむように微笑みながら、胸の中で絶ぜつ叫きようする少女を撃っている──

「な……なにしているんだよっ！　姉さん──っ！」

　叫ぶも、なにをするのにも、近づけない。

　圧倒的な熱の暴力が、姉さんから発せられていて、むしろこちらが吹き飛ばされる。でも、目が灼かれかねないと知ってても、その光景から顔は背そむけられなかった。

　──姉さんが、その引き金から指を離はなすまで。

「なんで……こんな、こと……」

　自分でも知らない間に、力が抜けていた。膝ひざから崩くずれ落ちて、僕は呆ぼう然ぜんと姉さんを見つめた。彼女の腕うでの中には、力尽きたように眠ねむるゴスペルの姿がある。

　ただし──少女を、ゴスペルたらしめる涙晶の羽は、もう存在しない。

「その子を……そんなに、する必要なんて……」

　あったのか。そう問いかければ、あったのだとは思う。

　ゴスペルは強力な残留体だ。敵対の意思を持っている以上、再生能力を奪うばわなければ無力化はできない。ただ……妙みような違い和わ感かんがずっと警けい鐘しようめいて主張しているんだ。

　あんな、全すべてを包み込むような優しげな微笑みを浮かべて。

　姉さんは、残留体を撃てるような人だったか──？

「──前にも、言いませんでしたか？」

　無力化したゴスペルを床にそっと横たわらせると、くるり──と、姉さんは軽かろやかに振り返り、僕に向かって微笑んだ。

　それは、今日まで毎日見てきた──普ふ段だんとなにも変わらない、姉の微笑みで。

「全ての残留体を、この世界から消すって」

「っ……！」

　おかしい、と。

　違和感が確信に変わり、警鐘は危機感となって全身を駆かけ巡った。研究所で姉さんの昔の映像を見たときとは、正反対の感情が胸をつく。

　目の前に立つ姉さんは──もしかして、僕の知らない姉さんなのか？

「姉さん……なにを、考えているの……？」

「橙矢ちゃんのことですよ。私は、橙矢ちゃんのことを考えるのが大好きですから」

　冗じよう談だんとも本気とも取れない言葉は、多分姉さんの本心なのだと思う。

　姉さんは僕の混乱をなだめるように、言った。

「ここに来るまでの過程は、きっと橙矢ちゃんたちの想像通りだと思います。【マトリョーシカ】の保管場所がシーポートに泊とまる船だと、そこまでは突き止めることができましたけど、私には肝かん心じんの船がどれかまではわかりませんでしたから」

「う、うん……だから、姉さんにはこの旅客船は見つけられなかったんだよね……」

「──でも、橙矢ちゃんたちの姿を見つけて追いかけてきたおかげで、目的の物まで見つけることができました」

　そう言って、姉さんが投げた視線の先には、呆然としたように立ち尽つくすリノン。

　もっと具体的に言えば……彼女の持っている、携けい帯たい端たん末まつ？

　どうしてそれを見つめる？　どうして微笑んでいるんだ、姉さん──？

「もう、ダウンロードは完かん了りようしていますね？」

　──そこから姉さんの行動は早かった。

　姉さんの握にぎる駆動銃ランゲージが床ゆか下したに向けられる。流れるような動作は発はつ砲ぽうにまで続き、銃口から真っ白な花吹雪が室内に吹ふき荒あれた。──敵意も躊躇ためらいも感じられなくて。

　一連の行動が自然体すぎて、この場にいた誰だれもが致ち命めい的てきなほど対応に遅おくれてしまった。

「きゃっ」

　目め眩くらましの花吹雪。その意図に気付いた直後、小さな悲鳴が上がった。でも視界は白一色、動こうにも動けず、躊躇った分だけ視界はゆっくりと正常に戻もどり──

「──待ちなさいっ」

　全てがクリアになった世界で、リノンが真しん紅くの駆動銃ランゲージを構えていた。

　銃口を向ける先には、先ほど花吹雪の熱が溶とかしてぽっかり空いた船室の穴に、片足をかけている姉さん。穴の向こう側はシーポート、体勢からして逃にげ出す直前なのか。

　──でもそれよりどうして、姉さんの右手にリノンの携帯端末が握られている!?

「ごめんなさい、これは奪わせていただきます」

「勝手なこと言わないで！　それがどんな代しろ物ものなのか、貴方はわかって……っ」

　焦しよう燥そうに駆られたようにリノンが叫さけぶ。ちょっとした拍ひよう子しにでも引き金を引きかねない危あやうさが漂ただよっていた。あのリノンがそれだけ動どう揺ようする姿にも驚おどろき、でもそれ以上に、

「姉さん……その端末、どうして……っ」

　──姉さんは答えずに、困った風に目め尻じりを下げるだけ。

　そして、どこか哀かなしそうな顔で、ふるふると首と横に振った。

「もう、私を追いかけないでくださいね。これ以上私を追い続けたら、きっとどこかで怪け我がをしちゃいます。そんな橙矢ちゃんを見るのは、私も辛つらいです」

「待って、姉さん……」

　制止の言葉をかけたのは、姉さんが穴の縁ふちに手をかけたから。リノンがぐっと駆動銃ランゲージを握る手に力を込こめる。

　風峰ハルは、駆動銃ランゲージをホルスターにしまうと、この場から去ろうとしていた。

「どこに……どこに行くんだよ！」

「純白の花瞳エルダーアイリスへ」

　返答は短くて、力がこもっている。

　姉さんは困ったような微笑みを浮うかべながら、言った。

「あそこが全ての始まりで、だから解決策もあの場所にしかないんです。世界の崩ほう壊かいを止めるためには、この【マトリョーシカ】と──……」

　その先の言葉を、姉さんは口にはしなかった。

「──私は、もっともっと、残留体を消さなくちゃいけません」

　代わりに吐はき出されたそれは、まるで呪のろいのように僕の頭にこびりつく。

　また……また、その言葉なのか。その言葉の意味は僕にはまるで理解できなくて、

「だから、橙矢ちゃん……」

　ただ確かなことは、風峰ハルはこの場からこのままだと消えてしまう。

　足がふらつきながら前に出て……二、三歩。歩くだけじゃ追いつけない。走り出して、縋すがるように姉さんに手を伸ばした。

「姉さん……！」

「もう、追いかけてきちゃだめですよ？」

　──いつ以来だったんだろう。

　姉さんが目の端はしから一ひと粒つぶ、雫しずくを零こぼす姿なんて見るのは。

「……風峰ハル！」

　堪こらえきれないようにリノンが発砲する。けれども一足早く、姉さんは後ろへ倒れるようにして、穴の外へと身を投げていた。

　外と言ってもここは船の上だ、落下して無事で済む高さじゃない────でも、逃げられるという確証がその不安を皮肉にも打ち消して。

　キン、キン、キン──と、硝子ガラスの砕くだける音が空くう虚きよに響ひびく。

「……姉、さん」

　僕は呆然と呟つぶやき、姉さんが消えた穴にふらふらと近づき、外を覗のぞき込む。

　当然のように……その下には姉さんの姿は見えなかった。
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　がたがた、と。

　座席から伝わる震しん動どうを感じながら、僕は窓の外に広がる景色を眺ながめる。

　景色、と言っても……純白の花瞳エルダーアイリスへ向かうこの列車は、『鶺せき鴒れい』と花瞳アイリスの塔とうを繫つなぐ回かい廊ろうと呼ばれる巨きよ大だいなトンネルを通っているので、窓からは暗い闇やみしか見えないのだけど。

「──橙とう矢や？　橙矢ってば！」

　不意に、名前を呼ばれた。

　隣となりの席に座るつばさが、むっと眉まゆ根ねを寄せて、心配そうに僕を見つめていた。

「大丈夫？　さっきから、ずっと景色見たまま動いてなかったけど……」

「ああ……うん、平気、だと思う」

　語ご尾びが安定しないのは、自分でも情けないと自覚している。

　だからなるべく頰ほおの筋肉を緩ゆるめて、口の端はしを持ち上げてみせた。

「このあとの作戦には、支障は出さないよ」

「つばさんが訊きいているのは、そういうことではないんじゃないかい？」

　対面の席から声が上がる。美み陽よさんが狙そ撃げき銃じゆうを膝の間に立てかけて、先せん端たんを首元に抱だいたまま、どこか諭さとすように首を傾かたむけてみせた。

「気き丈じように振ふる舞まうことは、必ずしも美徳ではないと自分は思うよ？」

「……すみません。やっぱりまだ、引きずってます」

　素す直なおに白状すべきだった。ごめん、と心配してくれたつばさにも一言。僕は未いまだに、あの日から感情のメーターを持ち上げることができていない。

　原因は、誤ご魔ま化かそうにも誤魔化し切れない、あの日。

　シーポートで姉さんと再会し、そして再びその姿を見失ってから、今日で一週間が過ぎようとしていた。

「無理をするな、とは言わないよ。それだけのことが起きているんだ」

　そして──今日、僕たちは『鶺鴒』にはいない。

　かちゃ、と狙撃銃の弾だん倉そうを新しく込め、美陽さんは戦うための準備を整えていく。

「けれども、ハル先せん輩ぱいを探し出すために、君は──いや、自分たちは純白の花瞳エルダーアイリスへの侵しん入にゆう作戦に参加しているんだ。それを忘れてはいけないよ」

「……はい」

　目的を意識しなければ、行動にだって身は入らない。

　それを今一度、自分に言い聞かせてから──僕は、表情を引き締しめた。

「姉さんが現れるとしたら、次は純白の花瞳エルダーアイリスですから」

　その推測は、他ならぬ僕が立てたものだ。

　一週間前、姉さんの姿を見失う直前、姉さんと交かわした会話が思い出される。

「全ての残ざん留りゆう体たいを消す──それが姉さんの目的なら、残留体の住処すみかに向かうはずです。本人も、そう言ってましたし……」

「それにしたって、タイミング良く作戦が展開できたものね」

　今度の声は対角線上から。僕とつばさ、それに美陽さん。残りは一人だ。

　リノンは駆動銃ランゲージを手入れする作業を止めて、美陽さんに視線を投げた。

「純白の花瞳エルダーアイリスに接続するのは、もう少し先のはずじゃありませんでしたか？」

「今年は色々と予想外な出来事が多かったからね。レーシュの海かい賊ぞく行こう為いなんて、未だに涙るい晶しようの流通に影響が及およんでいる。それも世界的な規模でね」

「つまり……純じゆん粋すいに涙晶が不足しているから、潜せん水すい都市が潜もぐる周期が早まっていると？　本当にそれだけですか？」

「…………まあ、自分が父に頼たのみ込んだ節もなくはない、かな」

　ついといった様子で美陽さんが本音を零こぼしていた。

　リノンが目元を和なごませて、バツが悪そうにする我らが室長に言う。

「すみません、無理を通した事実を室長だけ隠かくしているのも、フェアじゃないかと思いまして。塔への接続を早めるのに、相当苦労なさったのでしょう？」

「……リノノンは手強いね。しかし、確かにフェアではなかったかな」

　美陽さんは苦笑を浮かべてから、僕に正面から向き直った。

「だいだいやじるし、自分もまた、先輩を必ず見つけるつもりでここにいる。今回の作戦はあくまで通常と同じく、残留体から涙晶を確保するものだけれど、それ以上に自分はハル先輩の捜そう索さくに時間を注ぐつもりだよ」

「わ、私だってハル姉のためなら！」

　つばさが意気込んだように、駆動銃ランゲージを握った手に力を込めた。銃じゆう口こうがこちらに向くのでやや怖こわい。でも、つばさが口にした言葉を聞いたらそんな気持ちも搔かき消えた。

「橙矢が辛そうにしているの、見たくないし……」

「……私にも、【マトリョーシカ】を奪うばわれた責任がある」

　リノンが少し顔を俯うつむかせたまま、手元の駆動銃ランゲージに視線を落とした。

　杭撃ち銃リベツトガン。一見すると、そのようには見えない──変わり種の銃口。

「私は、あの人に銃口を向ける間もなく、端末をみすみす渡わたしてしまった。これで風かざ峰みねハルの目的が一歩進んだとすれば、あまり悠ゆう長ちようにしていていいとも思えない。【マトリョーシカ】の知識を手に入れたのなら尚なお更さら……」

　──なにか、その口ぶりに違い和わ感かんを覚えた。

　まるで……正体もわからない【マトリョーシカ】の重要性を、はっきり理解しているような──

「……リノン？」

「ともかく、落ち込んでいる時間はないということだよ」

　追及する前に、美陽さんが仕切り直すように、手を叩たたいた。出で端ばなをくじかれた形になって、引っ掛かかっていた疑問もするすると頭の片かた隅すみに消えていく。

　……まあ、気にすることも、ないかな──

「自分たちにできるベストを尽つくそう。これまでそうしてきたようにね」

　美陽さんの言う通り、僕には、余計なことを考えている暇ひまはないのだ。

　姉さんは確かな目的をもって行動している。それがなんであれ、姉さんに考えがあるというのなら、あるいは尊重するのも一つの選せん択たくなのかもしれない。

　────もう、追いかけてきちゃだめですよ？

　けれども、あの涙なみだを見てしまった以上、諦あきらめられるわけがなかった。

　喜びで流す涙と──そうでない涙の区別くらいは、僕にだってつくのだ。

「姉さんをもう一度探します。探して……助けたい」

　覚かく悟ごをより強固にしたところで──列車が、減速を始めた。

　窓の外を見てみれば、回廊の終点が近づいていた。『鶺鴒』と純白の花瞳エルダーアイリスを繫ぐ中間地点──つまり、純白の花瞳エルダーアイリスの入り口だ。

　その手前に停止した列車を降りて、僕たちは回廊の巨大な扉とびらを前にする。

　周囲には既に、武装研究員の大部隊が集合していた。

「……ちなみに美陽さん、姉さんのことって他ほかの人には……？」

「話していないよ。──本当は大部隊を割さいて捜索に当たらせたいところだけれど、事情が事情だ。先輩の失しつ踪そうを話せば、ゴスペルのことまで伝えざるを得ない。それはリスクが高すぎる」

「研究所ですもんね……」

　実験台にされる、なんて話は洒落しやれにもならない。

　ましてや、世界の崩壊なんて話──口にして、信じてもらえるかどうか。

「……姉さん、もう純白の花瞳エルダーアイリスに来ていると思いますか？」

「ふむ、どうだろう。レーシュの海賊行為で証明されたように、単独で花瞳アイリスに接せつ触しよくすることは可能だからね。既に侵入しているとは考えられるけれど……どちらにせよ、自分たちのやることは変わらないよ」

「です……ね」

　美陽さんの言う通りだ。分が悪いことは承知していたけれど、この海底まで延びる巨大な塔の中で、僕たちはたった一人の人間を見つけなくちゃいけない。

　偶ぐう然ぜんに出会える確率が、たとえどれだけ低くとも──

『サーモスキャン、スタート』

　ジジ、とノイズを漏もらして、回廊の扉が合成音声を発した。

　サーモスキャン──扉の付近の熱源を精査して、残留体の反応を調べるシステムだ。扉を開けた瞬しゆん間かん、残留体と鉢はち合あわせたり、不意打ちされないためのものである。

「……レーシュと言えば、彼の動向も気になるね」

　ふと、美陽さんが狙撃銃を肩かたにかけ直してから、言った。

「彼もまた、純白の花瞳エルダーアイリスから出た形けい跡せきはなかったけれど……ハル先輩のように、管理局の力で形跡を偽ぎ装そうしたわけでもないだろうし、まだ塔の中にいるのかな」

「それは……」

　ない、と思う。レーシュと別れてから、既に一週間以上は経過しているのだ。いくら絶対の剣けんを持っていたとしても、残留体の巣そう窟くつに長居して無事で済むとも思えない。

　肉体的にも、そして精神的にも──

『──リアクティブ、熱源を確かく認にんしました』

　サーモスキャンが短く、結果を報告した。

『カウント、一……対象を人間と断定します。コンディション、リフレッシュ──グリーン。危険はないと判断されました。扉を開放します』

「人間……？」

　スキャンシステムにとって、脅きよう威い対象は残留体だけ。熱源が人間だった場合は、誤作動を防ぐ意味で、武装研究員たちと同じ扱あつかいをされるのだ。とはいえ、作戦を開始する以前に塔の中に人がいたとすれば、その状じよう況きようは異常だと言える。

　──そう、冷静に考えれば、わかるはずだ。

　そんな当たり前の考えを──このときの僕は、愚おろかなほどに失念していた。

「……姉さん!?」

　再び風峰ハルに会えるという期待が、僕の足を突つき動かす。

　背中に美陽さんの声が制止するようにかかった気がしたけれど、無視して扉の前まで走った。巨きよ大だいな扉が地じ響ひびきにも似た音を鳴らし、左右に開かれていき──




「──おー……やっと、開きましたか」




　そして、スキャンされた結果通り、人が立っていた。

　ただし──見た目は青年で、服装はあちこち破れボロボロで、立ち姿はまるで幾いく度どもの戦いを切り抜ぬけてきたあとのように、異様な存在感を放っている。

　どこからどう見ても、姉さんなんかじゃない──

「おや……そこにいるのは、トーヤさんじゃないですか……」

　青年が少し擦かすれた声を発した。それも無理もない、とぼんやり思えた理由は彼の表情にある。その顔はやつれ、顔中から生気という生気が抜け落ちていて。

　なにより──瞳が、まるで幽ゆう霊れいのそれのように、虚うつろだった。

「なんですか、その顔……」

　鈍にぶく光る銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして、微かすかに笑う。一週間ぶりだった。

　青年は──レーシュは、人を食ったような微笑ほほえみを僕に向けた。

「幽霊でも見たような顔、してますよ……？」

「っ──」

　緊きん張ちようが、一気に全身に広がった。姉さんや僕に剣を向けた──敵。

「──構えろっ」

　ただ、戦せん闘とう態勢への移行を命令する声は、僕の口から出たものじゃない。

　レーシュを包囲するように──僕の背後で、大勢の武装研究員が一いつ斉せいに駆動銃ランゲージを構えて見せた。その中には、長い銃じゆう身しんを真まっ直すぐ水平に伸ばす、美陽さんの姿もある。

「だいだいやじるしっ、下がって！」

「で、でもっ」

「はは、えらい歓かん迎げいだ……」

　自分を取り囲む銃口を前にしたレーシュは、病的なまでに顔がやつれている。

　右手には刃はのない剣──レギナ・リリウムをぶら下げているから、勿もち論ろん、警けい戒かいは解けないけれど。

「……レーシュ、どうしてここに」

　僕は銃口と青年の間に立ったまま、ゆっくりと問いかけた。まだ、彼を撃うたせるわけにはいかない。聞きたいことがあるんだ。

　別れ際ぎわの姿が、脳のう裏りに過よぎる。

　狂くるったように笑い、全すべてを壊こわさんとばかりに、剣を振ふるっていた。あんな風になった原因は多分、長年探し続けていたという、自分の母親を見つけたから──

「……聞きましたよ、トーヤさん……」

　そしておそらく、その人が人柱として、純白の花瞳エルダーアイリスに捧ささげられていたからだ。

　レーシュは僕に視線を向けるようでいて、どこか虚こ空くうを見つめながら、言った。

「人柱ってのは、花瞳アイリスの支柱……ゴスペルの持つ涙晶を核かくに、半永久的に思考昇華パラダイムシフトを続けることで、塔とうを生かしている……そうですよね？」

「っ、それ……を、どうして」

「貴方あなたのお姉さんですよ……彼女が、教えてくれた……ああ、止められたんですよ。だから今は人柱を壊させるわけにはいかない、ってね……」

「姉さんが……？」

　レーシュに世界の秘密を教えた……？　いや、そうか。世界の崩ほう壊かいをストッパーにすることで、レーシュが人柱──自身の母親を奪わないように、枷かせをはめたのか。そのおかげで今も、純白の花瞳エルダーアイリスは人柱を失わず、崩くずれていない──

　本当に抜け目ないな、姉さん……。

「おかげで堂どう々どう巡めぐりだ……あちこち歩き続けても、妙みよう案あんってのはなかなか浮うかばないものですね……」

「……？　歩き続けても、って……」

「だからまあ、ずっと待っていたんですよ──」

　──話が、嚙かみ合っているようで、嚙み合っていなかった。

　気付く。レーシュは、僕を見てなんかいなかった。いや、銃じゆう口こうに包囲されていても、この場にいる誰だれにも目を向けていなかったのかもしれない。

　虚うつろな瞳で僕を捉とらえ、唇くちびるの端はしを痙けい攣れんするように吊つり上げたとしても──

「イレギュラーってやつを……どうにかできるかもしれない可能性を……」

「レーシュ……？　まさか、ずっと純白の花瞳エルダーアイリスの中に……？」

　密閉空間、それも残留体の脅威に晒さらされながら一週間も時を過ごして、解決の糸口が見えない問題を、ずっと抱かかえていたとしたら──たとえば。

　狂いかけても、おかしくないんじゃないのか？

「人柱は……どうすれば、消せるっ!?」

　叫さけび、レーシュが右手の柄つかで虚こ空くうを薙ないだ。

　持ち主の意思に呼応するように、目ま映ばゆい光が柄の先に集まり、伸び、輝かがやく刀身を作り上げる。そしてそのまま、幽霊のようにふらふらと歩き出すと──

　獰どう猛もうな笑みを空くう虚きよに浮かべて、僕に向かって駆かけ出した。

「どうすれば、俺は母さんを救い出せる──？」

　レーシュ、と呼び止める声は、結局口にできなかった。

　青年が一気に僕との間合いを詰つめ、ぐんっ、と光の剣を振るった。咄とつ嗟さに腰こし元もとから駆動銃ランゲージを引き抜き、刃を表面で受け止める。

「なぁっ！　トーヤさんっ！」

「っ、レ……シュ！」

　ぎりっ、と嫌いやな音が響ひびくも、僕は力任せに剣を弾はじき返した。

　レーシュが尻しり餅もちをつくような勢いでよろけ、ぐっ、と踏ふみ止とどまる。ぶつぶつとなにかを呟つぶやくと、虚空を見つめて──再び、僕に襲おそいかかってきた。

「人柱、人柱が……母さん、どこに……っ、俺は、俺は、どこに……っ」

「落ち着け、レーシュ……っ、っ！」

　頭を後ろに反らせば、光の刃が眼前を駆け抜け、視界を軽く灼やいた。目に痛みが走り、世界が白く染まる。どうにか落ち着かせないと……！

「人柱は……っ、今どうにかしても、塔が崩れるだけだ……っ」

「そんなことわかっているっ！」

　僕に、説得の才能はないと思い知った。

　レーシュは激情に取り憑つかれたように、表情を大きく歪ゆがめる。

「わかっているから……っ、くそっ……塔が崩れるなら崩れればいいっ。世界が終わろうと知ったことかっ！　それでも……アイツがいるから、壊せないんだよ……っ」

「……レーシュ……？」

「だいだいやじるし！　もういいっ、下がって！」

　不意に、美陽さんの叫び声が背中に届いた。

　振り返れば、大勢の武装研究員一同がこちらに銃口を向けている。

「そこにいると撃てないっ、下がるんだ！」

「橙矢ーっ、早くーっ！」

「風峰君……！」

　背後から次々と声がかかる。わかっている。レーシュの剣に貫つらぬかれでもしたら、僕はあっという間にこの身を散らしてしまう。わかっているんだ。

　でも、僕の足は地面に縫ぬい付けられたように、離はなれようとしなかった。

「どうすれば……レーシュを止められる？」

　──自信に満ちた顔で、世界に挑いどむと言わんばかりに、獰猛に笑う。

　それが、世界に宣戦布告を果たした男の表情だったはず。けれども、僕の知っているレーシュと、目の前で当てのない言葉を吐はき続ける青年の姿は、あまりにも違ちがいすぎて。

　絶望に染まったように、力なく項うな垂だれている──

　そんな彼を、どうしても放ほうっておけなかった。

「レーシュ……！　ひとまずこっちに来て……！」

「…………代わりか。もう、それしかないのか……そうするしか、ないのかよっ……」

　言葉は地面に落ちて、見えない毒となって、じわじわと侵しん食しよくしていくようだった。

　レーシュがふっと顔を上げて、宙を見上げた。花瞳アイリスの中を伸のびる螺ら旋せん階段と、その先が行き着く途と方ほうもない高みが、どこまでも広がっている。

　そこを見つめながら、あぁ、とレーシュは力なく呟くと、

「……トーヤさん、確認だ。もう一回、教えてくれ……」

　ゆっくりと視線を僕に戻もどして、虚ろな瞳に、感情を宿した。

　それは、禍まが々まがしく渦うず巻まく殺気だ──

「アンタも────ゴスペルだったよな？」

　──背筋に奔はしった戦せん慄りつは、思考するよりも早く、身体からだを動かしてくれた。

　レーシュが獣けもののように走り、僕に突つっ込んでくる。光の剣けんが大おお振ぶりに持ち上げられ──その切っ先を、僕は寸前のところで身体を捻ひねり、回かい避ひする。

　そしてそのまま──一連の行動は、完かん了りようした。

　レギナ・リリウムは、狙ねらいを外した勢いのまま、地面に振り下ろされる。

　僕とレーシュの間が大きくえぐり取られ──刹せつ那な、巨大な光が爆はぜた。

　靴くつ底ぞこと接した地面の感覚が、消える。

「ぐっ……！」

　浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み込む。落らく盤ばん。目線が宙に上がり、ゆっくりと回転しながら……下がる。美陽さんやつばさ、リノンの顔が、大勢の武装研究員の姿が、遠目に見えて──なにを言うまもなく、視界から消えていく。

　みるみると、自分が墜おちたはずの穴が遠ざかる。

　つまり──僕は重力に囚とらわれ、墜ちていっていた。

「はは、あははははははははははははははははは────！」

　光の粒りゆう子しが宙を舞まい、瓦が礫れきが滝たきのように流れ込んでくる最さ中なか。

　レーシュの高らかな笑い声が、僕を真っ暗な底へと誘いざなおうとしていた──




　終わりのない落下というものは、存在しない。

　どれだけ長く続こうと、いつかは必ず、地面との衝しよう突とつが訪おとずれる。長ければ長いほど強い衝しよう撃げきを伴ともなって、それはたとえ、強きょう靭じんな肉体を持つゴスペルでも変わらなくて──

「くっ……そぉっ」

　ようは、このままだと、墜ちる。

　腰元に巻いたホルスターに手を伸ばし、かちゃかちゃと留め金と格かく闘とうする。勝敗は数秒も経たたずに、自分の不器用さが露ろ呈ていするだけ。軽く舌打ちし、いつかは激げき突とつする地面の待つ真下に向かって、右みぎ腕うでを突きだす。

　思考昇華パラダイムシフト。頭の中の涙晶が発した熱を、掌てのひらから惜おしみなく放出すれば──ふわっ、と白い花びらが形成されて、宙を舞い。

「止っ……ま──」

　やがてそれは、視界一面を埋うめ尽つくす花はな吹雪ふぶきとなって吹ふき荒あれた。

　腕うでが軋きしみ、折れるかもしれないほどの衝撃に耐たえ続ければ────あるいは！

「れぇぇえええええええええええええっ！」

　ぼふっっっ、と。

　衝突した際の擬ぎ音おんは柔やわらかく、僕は……花びらが敷しき詰められた絨じゆう毯たんの上に落下することに成功した。さすがに無傷とはいかず、半自動的に再生の光が身体のあちこちを治し始めるけれど……ひとまず大の字になって思うことは、生きている、の一言で。




　────オォォォォォオォオオオオオオオオオオオ───




　安あん堵どの声を漏もらすには、まだ早かったらしい。

　思わず立ち上がった途と端たん──自分が落ちてきたように、『なにか』が降ってくる。

「ぐぅ……っ」

　ぼぅっ、と土つち煙けむりが突とつ風ぷうのように、全身を舐なめていく。

　咄嗟に腕で顔を覆おおい、後ずさった。ぱらぱらと細石が零こぼれる音が鳴り、衝撃の余波が薄うつすらと引いていく。おそるおそる目を前に向ければ────

「っ──」

　爛らん々らんと輝く、赤い光。

　蜃しん気き楼ろうのように揺ゆれる砂すな埃ぼこりの中、途と切ぎれることなく光り続ける光源。僕は知っている。

　あれは────残留体の、瞳だ。

「く、そ……」

　心臓が、一つ飛ばしで鼓こ動どうする。緊きん張ちようが、全身に奔っていた。

　ここは純白の花瞳エルダーアイリス、残留体の巣そう窟くつである以上、こういった遭そう遇ぐうは珍めずらしくもない。突発的な残留体の襲しゆう撃げき──その対処法だって学んでいる。それでも、全身から冷ひや汗あせが止まることはなかった。

「いきなりか……っ」

　何な故ぜなら、もう一人、いるから。

　落下してきた残留体の背に足を掛かけ、まるで屈くつ服ぷくさせているように立つ、人ひと影かげが──

「──到とー着ちやく、っと」

　抑よく揚ようのついた声が、静けさを帯びる空間に響いた。

　ぶんっ──と、空気が裂さける音が鳴り、土煙が霧む散さんする。

　人影の姿が露あらわになる。そうして僕は、自分の予想が正しいと知った。

「は、ははははっ。これはまたぁ、お互たがい随ずい分ぶん深いところまで落ちましたねぇ──」

　人影は青年の形をしていて、見覚えのある姿。

「ねえ、トーヤさん？」

　唇の端を、獰猛に吊り上げて。

　その手に握にぎった光の剣で──レーシュは虚こ空くうを薙いだ。

「ここまで落ちてきて無傷だなんて、相変わらずトーヤさんは頑がん丈じようだ」

「……それが、取り柄えみたいなものだからね」

　気持ちを落ち着けて、冷静に応こたえる。──よぉく、整理するんだ。突然の崩ほう落らく、レーシュと対たい峙じしているこの状じよう況きよう、彼の持つ光の剣と従えている残留体。

　結論は────この場に誘いこまれた、ってことで合っているのかな？

「そうですよねぇ……なにせアナタは残留体の王、ゴスペル様だ──」

　レーシュはどこか酔よっているような口調で話を続けている。ただ、慢まん心しんは見受けられない。強靭な意志が、狂きよう気きに反転した様だ。目まの当たりにすれば──否いや応おうなく、気け圧おされる。

「……その格好だけ見ると、そっちが王みたいだけど？」

　登場の仕方に気を取られていたけれど、レーシュは今も、残留体の背に足をかけているのだ。とんでもない、と青年は大おお仰ぎように驚おどろいたように首を振ふり、

「こんなもの、王でもなんでもない。ただの力ちから尽ずく、偽にせ物もののやり方と笑ってくれて結構ですよ。所しよ詮せんはレギナ・リリウムの一時的な支配に過ぎません」

「……あっそ」

　返事が自然と硬かたくなる。レーシュが右手に持つ剣に目が吸い寄せられた。

　レギナ・リリウムは──思考昇華パラダイムシフトした物質の結合を破は壊かいする。思考昇華パラダイムシフトで肉体を形成する残留体に対しては、絶対的なアドバンテージを有していると言っていい。それは、その圧あつ倒とう的てきな力の前に、残留体が本能的に剣の持ち主に従ってしまうほどに、である。

　生物の防衛本能──絶対的強者に跪ひざまずくことを、強制させる力だ。

「まあでも、雑ざ魚こでも使い道はあったんですよ……残留体のジェットコースター、塔とうに空いた穴を下るのはなかなかに爽そう快かいでしたねぇ」

　なるほど──そうやって落下してきたのか。

　レーシュは残留体の背を軽く踏ふみ鳴らすと、にぃ、と頰ほおの筋肉を痙けい攣れんさせた。

「さてさてトーヤさん、前置きはこれでもう十分ですよねぇ？　こんな塔の奥底に二人だけだ、邪じや魔まは入らない。早さつ速そく、本題といきましょうや──」

　剣けん先さきを宙に垂らして、反対の手が招くように広げられる。

　次に浮うかべられた表情は紛まぎれもない、笑えみ。

「ゴスペル──トーヤさんを、人柱にさせてもらいます」

「っ……」

　それに対するこちらの返答は、身構えること一択たく。

　人柱に据すえる。その意味するところが、わからないはずもないから──




「──レーちゃんの噓うそつきっ」




　一いつ触しよく即そく発はつと表現するに相応ふさわしい状況で。

　不意に、場にそぐわない可愛かわいらしい声が、僕たちの間に漂ただよった空気を切り裂いた。

「え……？」

　レーシュが僕の背後を見て驚きよう愕がくに目を見開く。釣つられて振り返れば、一人の少女が危なっかしい足取りで砕さい石せきだらけの道を走ってきていた。途と中ちゆう、何度も転びかけて──あっ、と思わず声を漏らしてしまったのは、彼女が実際に転んだから。

　しかも頭から倒たおれ込むダイナミックなやり方である。……僕はしばし逡しゆん巡じゆんして、

「……アイネちゃんっ」

　臨戦態勢に入っていた相手に背を向けて、少女──アイネちゃんに駆かけ寄った。うぅ、と膝ひざを擦すりむいたらしい彼女に手を貸して、立ち上がらせる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい……あ、ありがとうございます……」

　少女は転んだ拍ひよう子しに汚よごれた頰を拭ぬぐって微笑ほほえんだ。水色の髪かみを左右に結ゆった髪型、幼い容姿と起き伏ふくに富んだ身体……なによりこの毒気が抜ぬかれる笑顔。

　人ひと違ちがいじゃなく、アイネちゃん。レーシュの妹を自じし称ようする少女だ──

「……アイネか」

　背後の気配が動いて、反射的にアイネちゃんを庇かばって振り返る。けれども取り越こし苦ぐ労ろうだったか、銀ぎん髪ぱつの青年は構えていた剣を下ろして、微かすかに目を細めていた。

　表情はさっきの興奮したものと一転して……冷めている。アイネちゃんに投げかける視線も、普ふ段だんの彼からしてみればありえないほどに冷たくて。

「ウチに入ってろ。ここがどこだか知っているだろう？」

「嫌いやですっ」

　言い返したアイネちゃんも珍しく表情を怒いかりの色に染めていた。

　二人の間に挟はさまれて思うことは一つ……まるで、喧けん嘩か中のような。いやそれより。

「アイネちゃん、待って。どうしてここに？　もしかして『雨あま燕つばめ』で……？」

「……一週間前から『雨燕』は接続しっぱなしです。すぐそこに艦ふねもあります」

　うーっ、と少女はレーシュを睨にらみながらも答えてくれる。一週間前というと、僕たちが鈴すず蘭らんに攫さらわれたほのみを追い、純白の花瞳エルダーアイリスに向かった頃だ。

「あれからずっと……？」

「はい。皆みなさんを見送ったあと、わたしは一人で『雨燕』に残っていました。……でも、レーちゃん、いつになっても帰ってきてくれなくて……」

　責めるような視線はレーシュ一人に注がれている。残留体の巣窟である純白の花瞳エルダーアイリスに、船の中とはいえ一週間も一人で過ごしてきたんだ。その怖こわさと寂さびしさは計り知れないけれど……この視線は多分、自分よりむしろレーシュを心配する類たぐいのもので。

「今まで……今までどこに行ってたんですかっ。ずっと連れん絡らくもしないで……っ」

「……いいから戻もどれ。ここは危ない」

「なんでわたしばっかりそうやって遠ざけるんですか!?　レーちゃん……トーヤさんを人柱にするつもりなんですよね!?　わたしだってそれくらい想像つきますっ。おばさんは……っ、レーちゃんのお母さんはっ、こんな方法で助けてもらったって絶対嬉うれしくありませんっ」

　おばさん。そう称しようしたアイネちゃんは、レーシュのことを昔から知っている。

　故郷が崩ほう壊かいしてから今日まで、幼少期からずっと二人で暮らしてきたのだと。幼い日の思い出には、レーシュの母親もそこにいたのだと思う。

　レーシュはその日を取り戻すためにも──今ここに、立っているのか。

「……安心しろ。すぐに済む」

「なにを安心するって言うんですかっ。レーちゃんっ、噓ついてますっ。本当はこんなことしたくないんですよね!?　トーヤさんとはお友達だったじゃないですか！」

「……ゴスペルが相手でもなんとかなるさ。俺の剣つよさは知っているだろ？」

「レーちゃんが強いことくらい知ってますっ」

　一いつ喝かつするような、心の底から吐はき出したような大声だった。

　アイネちゃんは目め尻じりに水すい滴てきを溜ためて、それでも気き丈じようにレーシュを睨んでいる。

「でも強すぎてっ……自分の強さから逃にげ出せなくなってますっ。お母さんを助けるって言って、それができない自分を許してあげられてない！　何度も花瞳アイリスに潜もぐって危険な目に遭あっても、もっともっとって、止まってくれなくて……」

「これは……俺の問題だ。お前はウチに戻って、待ってればいい。それで片が付く」

「っ～～～～～レーちゃんの分からず屋っ！」

　アイネちゃんが涙なみだ混じりに放った一言に、ほんの少し、レーシュが片頰を歪ゆがめた。

　……壮そう大だいな兄妹きようだい喧嘩。そう一言で片付けられれば楽なのだと思う。

　きっとレーシュはこれまで、アイネちゃんを危険な目に遭わせたくなくて、彼女の言うように遠ざけてきたはずだ。アイネちゃんはそんなレーシュを、傍はたから見守ることしかできなくて歯がゆい思いをしてきたのだろう。

　理由はすれ違い。でも、相手を思えば思うほど広がる溝みぞは、きっと深い──

「……トーヤさん……お願い、しますっ。レーちゃんを助けてあげてください……っ」

　それを傍から見る僕が、どれだけ理解しているかはわからないけれど。

　アイネちゃんが必死の思いで僕を見上げていることは、理解できた。

「アイネちゃん……？」

「わたしじゃ……だめなんです」

　悔くやしさが、滲にじみ出るような声こわ色いろだった。

　その寂しそうな横顔を見ると、ただでさえ小さな少女の姿が、もっと小さく見える。

「わたしは、レーちゃんの部屋をお掃そう除じしたり、ご飯をつくってあげたりとか、そうやってレーちゃんの傍そばにいることしか、できません。レーちゃんがなにをしようとしているか、知っていても、わたしじゃ力になってあげられないから……」

　そんなことはない。そう声を大にして言ってあげたいけれど、多分それは僕の役目じゃない。アイネちゃんは今僕を見ているから気付いてないだろうけれど。

　レーシュは今、あんなに苦しそうな表情でアイネちゃんを見つめているんだから──

「だから……だからお願いしますっ、トーヤさん！　レーちゃんを……レーちゃんを、止めてくださいっ……」

「……うん」

　わかった、と返事は短く一言。

　兄妹喧嘩の仲裁……友人から頼たのまれれば断る理由もない。僕はアイネちゃんの代わりに前へ立つように一歩踏み出して、レーシュともう一度、対峙した。

「というわけだからさ。仕切り直しってことでいいかな？」

「……世話かけますね」

　唇くちびるを微かに歪めたのは、苦く笑しようのようにも自じ嘲ちようのようにも見えた。

　でも……そんな顔をする必要もない。この展開は僕にも好都合なのだ。

「いいよ。僕のほうにも、それ以外に理由があるから」

「……トーヤさんにも俺目当ての理由があると？」

　青年がさも意外そうな声を漏もらした。

「いや……まあ、俺は世界の敵ですから？　今までアナタとやり合ってきたことを考えれば、殺し合う理由は幾いくらでもありますが──」

「違うよ。そうじゃない、レーシュ」

　もっと、えらく単純な話だ。

　僕はレーシュと真っ向から睨み合い、拳こぶしを握にぎりしめた。

「僕は今、人柱にされるわけにいかない。まだ、やらなくちゃいけないことと、やりたいことが数え切れないくらいあるんだ」

　それに……約束だって、ある。

　目の前にいる、この狂気に取り憑つかれた青年を救って欲しいと頼まれた──

「は、それは大義なことで」

　軽く目を瞠みはると、レーシュが瞳だけで笑った。

「トーヤさんはもっと、自分のことなんて気にしない、どこまでも他人優先の自己犠ぎ牲せい野や郎ろうかと思ってましたよ──」

「最近、考え方が変わってきたんだよ。……だからさ」

　バチッ、と僕の足元から火花が散った。

　刹せつ那な──輝かがやきが無数に生まれ、流星群のように爪つま先さきから頭まで全身を駆け抜ける。エネルギーの膨ぼう張ちようとその圧縮、思考に質量を付ふ与よし、現実へ産み落とすまでの過程プロセス。

　思考昇華パラダイムシフト──僕は、ゴスペルを象しよう徴ちようする黒い衣い装しようを、身に纏まとった。

「付き合いも長いんだ。いい加減、決着つけよっか」

「へぇ……いい格好だ。ぐっとゴスペルっぽくなりましたね」

「人柱にはぴったりだろ？」

　挑ちよう発はつするように、唇の端はしを吊つり上げる。効果はあったらしく、レーシュが狂気の中に、怪け訝げんそうな色を混ぜる。僕は続けて言う。

「僕を人柱の代わりにするって言ったよね？　それ、やれるものならやってみなよ。できるなら……だけどさ」

　煽あおるような言葉は、正直あまり使い慣れていないのだけれど。

　それでも精せい一いつ杯ぱいの嗤わらいを浮うかべて、レーシュに言葉を投げかけた。

「『幽ゆう霊れい』なんかに負けるつもりはないよ？」

「は──はは、はははは……そうですか……ふふ、あはははは────」

　……さも可お笑かしそうに笑う青年は、かつて自分を『幽霊』だと名乗った。

　ゴスペルの母親から生まれ、けれども残留体の正体がわからないから、自分が誰だれなのかを知りたい、と。自分は、まるで幽霊のような存在なのだと、彼が以前に言った理由が今は別の意味のように思える。

　故郷を失い、家族を失い、ルーツを失った。すごく単純な意味での『幽霊』。

　なにかを失って、その隙すき間まを埋うめるように、彷徨さまよっている者だと。

　だから、この言葉はなによりも、レーシュの心に触ふれて、届いて、暴あばくはずだ。

　レーシュは誰より、『幽霊』という言葉に囚とらわれているはずだから──

「どうした幽霊、笑っているだけじゃ始まらないんじゃないか？」

「……まぁ待てって」

　トーヤさん、と言う声は、多少は震ふるえていたと思う。

　レーシュが目を閉じて、口元を笑うように動かしながら、

「焦あせらないでくださいよ。……舞ぶ台たいは純白の花瞳エルダーアイリス、目的はお互たがいの生せい殺さつ与よ奪だつ権、役者は揃そろい踏ぶみ──はは、いいお膳ぜん立だてじゃないですか」

　ぶんっ、と光の剣を振ふるい、虚こ空くうを裂さいた。

　青年は瞳に殺意を浮かべ、我が慢まんの限界のように獰どう猛もうに嗤う──




「────望み通り、今すぐやってやるよ」




　光の剣が、残留体の背に突つき立てられた。

　思考昇華パラダイムシフトの破は壊かい──強きよう靭じんな肉体が、灰と化す代わりに、暴力的な輝きを放つ。意図はおそらく目め眩くらまし。光のカーテンがレーシュの姿を覆おおい隠かくすように広がった。

　視界が白く染まり、僅わずかに時間を奪うばい去る──

「──大事な人柱だ──」

　そして、彼にとってはその一いつ瞬しゆんでも、十分な隙すきだったのだと思う。

　レーシュが真っ白なカーテンを破り、駆かけ、僕の眼前へ一気に肉にく薄はくする。

　殺気を刃やいばに乗せて、剣けん先さきが僕の首元を狙ねらい、宙を奔はしった──

「殺さない程度に削ってやりますよ──！」

　──レギナ・リリウムは思考昇華パラダイムシフトに対して絶対的な有利性アドヴアンテージを誇ほこる。

　その刃が触れたら最後、物質は自らを構成する力を失って、目眩ましに使われた残留体のように──光となって消えてしまう。それは、身体からだのほとんどを思考昇華パラダイムシフトで創つくり変えた僕にとっても同じことだ。

　だからレーシュは、自分の優位を確信さえしていると思う。

　擦かすりでもすれば、肉を削そげるのだと。

　どれだけ再生能力が強力であろうと、斬きりさえすればいいと──

「──ふっ！」

　だとすれば僕の答えは、回かい避ひするまで──である。

　呼気で身体を押すように、まるでスローモーションみたく見える剣の軌き道どう上から、僕はほんの少しだけ首を後ろに反らした。刃は首の皮一枚外して空から振ぶり、レーシュが僅かに目を見開く──その表情に答えるべく、僕は一言だけ漏らしてから、

「……遅おそくない？」

　そのがら空きの顔に向かって、右みぎ腕うでを振り抜ぬき、拳を叩たたき込んだ。

　頰ほおを──ぐっ、と強く押し込む。

「がぁ……はっ!?」

　レーシュが独こ楽まのように宙を舞まい──軽く吹ふっ飛び──そのまま、遠くの壁へき面めんに背中を強く打ち付けた。そのまま地面に倒たおれる。

　決して、浅いダメージじゃないはずだ。

　それでも青年は、苦しそうに腕うでを地面に突っ張ると、膝ひざを立てて、

「えほっ……ごほっ！　はぁ、はっ……っ……」

　咳せき込みながらも、よろよろと顔を上げた。

　その目は……信じられないものでも見るように、僕を捉とらえている。

「なん、だ──それ……」

「ゴスペルだよ。レーシュだって知っているでしょ。この身体は、普ふ通つうの残留体なんか目じゃないくらい、強い──」

　たとえどれだけ絶対的で、残留体の天敵である武器を持っていようとも。

　その担にない手は──レーシュは、人の身を出ない。

　ほぼ人間を相手に立ち回る限り……絶対的な有利性は、むしろこちらのものだ。

「……俺と、戦ったときは……」

　レーシュが四よつん這ばいの体勢から立ち上がり、輝く剣先を構えてみせた。

　表情から嗤いは消え、殺意の中に警けい戒かい心しんが混じっている。

「前のアンタは、そこまで速くはなかったはずだ……っ」

「……あの頃ころはまだ気がついてなかったからね」

　自分がゴスペルと同じように、身体を創り変え、強くなれる可能性に。

　状じよう況きようはあのときとまったく逆だ。かつて僕がレーシュと純白の花瞳エルダーアイリスで戦ったとき、僕は大切なものを奪われないよう、とにかく必死に足あ搔がいた。

　その頃から、自分がどれだけ変わっているのかは、わからないけれど。

　母親を助けるための手段が見つからず、けれども誰に頼たよることもなく、一人で純白の花瞳エルダーアイリスを彷徨い、暴走しかけている──そんな、レーシュの前に。

　立ち塞ふさがる存在として、僕は、ここにいなくちゃいけない──

「今なら、レーシュを止めることくらいわけないんだよ」

「……一発、入れたくらいで……」

　腫はれた頰を片手で摑つかみ、乱暴に拭ぬぐうように、握った。

　ぎりっ──と、痛みを嚙かみ締しめるように、青年の歯が擦こすれる。

「勝ったつもりになるなよ──っ！」

　叫さけび、レーシュは再び、猛もう然ぜんと地を蹴けった。

　間合いが縮まった──途と端たん、真っ白に燃える剣先が、僕の額を貫つらぬかんと放たれた。次は肩かたから足まで落ちる袈け裟さ斬ぎり、続けて胴どうを一いつ閃せんした勢いに乗せて、十字を描えがくように頭から真っ二つに軌道が躍おどる──

　その一連の流れを、僕は息を乱さずに、避よけ続けていく。

「──そうやって闇やみ雲くもに振るったって、当たりっこない」

　大おお振ぶりに迫せまるレギナ・リリウムの、狙い目──光の刃やいばではなく、それを持つ手首を拳で打ち払はらい、よろけた胴どう体たい目がけて、右足の爪先を蹴り入れた。

　ゴスペルの力が……人間を、いとも簡単に吹き飛ばす。

「それに、僕を人柱にするなら、致ち命めい傷しようはさけたほうがいいんじゃないの？」

「がはっ……っ、こ、の……黙だまれ……っ」

　レーシュが壁かべに寄りかかるように立ち、息も荒あらく僕を睨にらみ上げる。

「俺は……っ、絶対にっ、人柱を手に入れるっ！」

「──どうやって？」

　まるで昔の自分に問いかけているような気分だった。

　自分の眼まな差ざしが冷たくなっていることを自覚しながら、僕は言った。

「僕はゴスペルとしては浅いほうだよ。鈴蘭や鎧よろいの騎き士しはもっと強かったし、上う手まかった……。たとえ他ほかのゴスペルを代わりにしようとしても、僕にすら勝てないレーシュがどうにかできるの？」

「ごちゃごちゃと……っ」

「認めなよ。今のレーシュじゃ、お母さんは助けられない。レーシュ一人の力じゃ、無理だ。…………だから、もっと周りを見て。頼ってくれれば、僕だって──」

「──黙れぇっ！」

　拒きよ絶ぜつの言葉と共に、レーシュがレギナ・リリウムを背後の壁に突き刺さした。

　光が、壁を内側から壊こわすように、爆ばく発はつする。余波は僕の足元まで吞のみ込み、咄とつ嗟さにその場から跳とび下がろうとするも、すでに手て遅おくれだった。

　僕とレーシュの立つ一帯が、まるでえぐり取られたように、底が抜ける。

「ぐっ……！」

「俺は……絶対に、諦あきらめない──」

　レーシュが両りよう腕うでを広げて、自由落下に身を任せるように、落ちていく。

　純白の花瞳エルダーアイリス──中央部に広がる巨きよ大だいな空くう洞どうと、その周囲に渦うず巻まく螺ら旋せん階段。

　壁が消え、足場が消えたその向こう側には、そんな見慣れた空間が広がっていた。意外にも中央部に近かった──けれども、そんな感かん慨がいを抱いだく暇ひまはなかった。

　ぞくっ、と背筋に寒気が駆け上る。

「俺一人で無理なら……こいつらの力を、使うまでだ……！」

　レーシュの頰には、歪いびつな微笑ほほえみが刻まれていた。

　このまま落ちていけば無事では済まない。下へ手たをすれば即そく死しする状じよう況きよう下かで、青年はなにも怖おそれるものなどないように、背中から宙に身を投げ出して──

　とん、と。

　空中で停止するように飛び続けていた残留体の背に、足をつけた。

「──なぁ、お前たち」

　青年がぐるりと周囲を見回して──彼らに、語りかける。

　螺旋階段に囲まれた巨大な空間で、幾いくつも飛び交かう涙晶の羽を生やした黒い点──

　まるで主あるじを待ち構えていたように、軍勢を形作る生命体──

　残留体の群れ。それも《羽はね憑つき》に囲まれながら、レーシュは嗤った。

「やれ、そのゴスペルを捕とらえろ──！」

　レギナ・リリウムが掲かかげられ、強きよう烈れつな光を放ち。

　その命令に従うように──一いつ斉せいに、残留体が咆ほう哮こうする。

　それは、重力という抗あらがえない力に引きずり込まれて、彼らに向かって落ちていく僕を──敵として、認にん識しきした瞬しゆん間かんだったのかもしれない。

「っ……！」

　態勢を立て直す暇はない。

　一、二、三、四──目視できる限り一〇を超こえる数の《羽憑き》が、無防備に落ちていく僕に襲おそいかかってきた。

「こ、のっ……！」

　びりっ、と。巨大な爪つめが服を裂く。続く二手を腕を交差して防いだかと思えば──背中に熱い感かん触しよくが縦に奔った。

　正面の一いち撃げきをかわせば、左右から同時に肉を削られ、再生する間もなく、背中から血ち飛沫しぶきが舞う。痛みに意識が飛びかけた途端、間かん髪はつ入れず全方位から暴力に晒さらされる。

　手数の違ちがい？　状況の不利？　そういう問題ですらなかった。

　まるで無数の剣けんが舞う嵐あらしの中を、身一つで、ただ落ちていくような感覚──

「ぐ……ぁぁぁああ！」

　全身の力を振り絞しぼって、僕は周囲に一回転する回し蹴りを放った。

　残留体の軍勢が波は紋もんでも広がるように下がり、僕は一人、背中から下へ下へと落ちていく。自分に襲いかからんとする残留体の嵐を、下から見上げる態勢となった。

　その中には、狂きよう気きの笑みを浮うかべて、こちらを見下ろす青年の姿もある──

「形勢逆転ですねぇっ、トーヤさん！　さすがの王様もこれじゃ形無しか──！」

　──そんなに声を張り上げなくても、それくらいわかっているよ。

《羽憑き》相手に、空中戦は分が悪い。このままじゃジリ貧ひん、攻こう勢せいを凌しのいで立て直すか、あるいは美陽さんたちに応おう援えんを求めるべきかもしれない。少なくとも正面突とつ破ぱは正気の沙さ汰たじゃなく、自分でも真っ先に除外すべき選せん択たく肢しだと思う。

「なぁトーヤさん、アナタの言ったことをそっくりそのまま否定しましょうか！　俺は、絶対に母さんを助ける！　無理なんかじゃないっ、絶対に一人で……っ、アナタを人柱にしてでもっ、やり遂とげてやる……っ！」

「──ああ、そう」

　────まだ、一人でなんて言っているのか。

　その答えを聞いて、僕の中から、正面突破以外の選択肢が消えた。

　なんの支えもなく落ち続けながら、僕は拳こぶしを握にぎって、宙に向かって突つき立てる。

「なら……尚なお更さら、止めないとな」

　──あれは、昔の僕だと思う。

　背負った過去の重さに耐たえきれず、けれども潰つぶれることは他でもない自分が許さない。だったらと足で地面を踏ふん張るしかなく、重さに耐えきれるだけの力を身につけて、ひたすら前へ前へと全力疾しつ走そうする。

　それは僕の場合、姉さんを事件で傷つけた罪悪感から逃にげるため、武装研究員という茨いばらの道を駆かけ抜ぬけたことに他なくて。

　きっとレーシュは、故郷と親をいっぺんに失った現実に屈くつしないために、強者になる道を選んだのだと思う。

　消えた母親を探すという──唯ゆい一いつ無む二にの目的。

　アイネちゃんと二人で生きていくための──絶対的な強さ。

　両者を求め、携たずさえて、これまで旅を続けてきた結果が、僕の知るレーシュという青年だとするならば──すんなりと納なつ得とくできるものもあるのだ。

　あの獰どう猛もうなまでの強さと、狂気すら滲にじませる強靭な意志。

　自分の障害になるものは全すべて排はい除じよするという──既き視し感かんさえ覚える、愚ぐ直ちよくさ。

　辿たどってきた道筋も、環かん境きようも、得たものもまったく違うのだけれど。

　僕がレーシュに感じていた……どこか放ほうっておけない気持ちは、多分、自分に似ているとなんとなく思っていたからで。

　どうにかしなくちゃいけないと、一人で全てを抱かかえ込んだ気になって、ひたすらに戦い続ける──その姿には、目を逸そらしたくなるくらいに、覚えがあるから。

　止めたい、と強く思う。

　今だけは、ここから逃げ出すわけにはいかないと。

　レーシュが僕の行動に怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、それでも剣を掲げて、無数の残留体に攻こう撃げきの命令を下す──その光景を前に、僕は唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「レーシュ……待ってろ」

　僕の靴くつ底ぞこから、ちりっ、と涙なみだ色の火花が散った。

　──イメージは、飛ひ翔しようする羽。

　これまでにできないことを、今、この瞬間に達成するための手段。《羽憑き》相手の空中戦を切り抜け、レーシュの下にまで辿り着くための羽を求める。

　脳のう裏りに想像を思い描き、現実に反映するための涙晶が──頭の中で、輝かがやき。

「今、行ってやる」

　真っ白な花はな吹雪ふぶきが足元から吹ふき荒あれて、僕の身体からだを一気に宙へと持っていった。

　落下のエネルギーを、上じよう昇しようするエネルギーが、喰くらう。

　全身がバラバラに引き千切られるような、重圧が身を吞み込む。それと引き替かえに、急激な推進力を得た僕は、襲い来る一体の残留体と交錯すると──

「──ふっ」

　迫る鋭えい利りな爪を、右足からの噴ふん射しやを強めて、寸前で回かい避ひ。すれ違いざまに振ふるった拳で涙晶の羽を撃うち抜き、空中で一回転。

　無力化した残留体の背に着地し、ぐっと頭上を見上げた。

「──は、はは、なんだよそれ……」

　堪こらえきれないような、笑い声が上がる。

　レーシュが残留体の背の上で、僕を見下ろしながら、口元をひくひくと震ふるわせていた。

「羽の代わりのつもりか……っ！」

「──だったら、どうする？」

　残留体の背に足をかけて、僕は再び、跳ちよう躍やくする。

　靴底から花吹雪を噴射し、まるで見えない階段を上っていくように、上へ上へとこの身を押し上げながら──レーシュに、嗤わらいかける。

「このままじゃ、僕を人柱にできないよ──？」

「──やれっ」

　怒いかりに顔を歪ゆがめ、仮かり初そめの支配者が残留体に命令する。

　レーシュはレギナ・リリウムで空を薙なぎ、僕を否定するように叫さけんだ。

「そいつを落とせ──！」

　残留体の軍勢が、攻勢に転じた。

　上空──否いな、前方より何体もの《羽憑き》が降ってくる。

　一体目が鋭するどい爪を振るった。その風圧を頰ほおで感じながら、僕は足元の花吹雪を更さらに噴射──跳んで、巨大な羽を拳で撃ち抜いた。

「──ねえ、レーシュ」

　二体目と三体目が螺旋の軌き道どうを描き、落ちてくる。今度は待たない。不可視の階段を駆け上がるように、短い花吹雪を繰くり返し、肉にく薄はく──二体に手をかけ、懸けん垂すいの要領で身を持ち上げると、宙で一回転、両足の踵かかとを二つの羽に振り落とした。

「本当はわかっているんじゃないか？　人柱の解放──お母さんを助けようとしても、自分一人にはできないって」

　四体目からは数えることをやめた。

　落ちるように飛ぶ──そんな表現を実じつ践せんする《羽憑き》が、何体も迫せまり来る。こちらの気分としては嵐に突っ込むようで、けれどもさっきとの明確な違いは、僕の足には風を切るための羽が生えていること。

「人柱を無理に助ければ、塔とうが落ちる──世界の一部分が死ぬ」

　右の爪は回避ついでに足をかけ、跳び上がりざまに左の羽を蹴けり砕くだく。

「それはできない。アイネちゃんがいる世界を殺すわけにはいかない──でもお母さんを諦あきらめる選択肢もない。だから、代わりの人柱を据すえて、お母さんを助けようと思った」

　正面から繰り出される突とつ撃げきには、宙で身体を捻ひねり、足元を向けてやる。真っ白な花吹雪が羽ではなく、涙晶の羽を刈かり取る熱量の暴力となって吹き荒れた。

「でもそれにも、心の奥底では納得していない」

　隙すきを衝つかれ、背後から突き立てられた凶きよう刃じんは、摑つかみ取り、引き抜く。そのまま僕自身が回転──膂りよ力りよくのままに残留体を振り回し、周囲に群がる巨きよ体たいを一いつ掃そうする。

「レーシュは、自分の母親の代わりに誰だれかを犠ぎ牲せいにする──そんなやり方を、認めることはできても肯こう定ていできる人じゃない！」

「……なに、勝手なこと言っているんですか」

　随ずい分ぶんと、視界が広くなった。

　残るは……一体と一人。

　偽いつわりの王を背に乗せ、涙晶の羽を輝かせながら空中に停止する残留体と──

「誰かを犠牲にする？　結構な話じゃないですか……」

　その上に君臨し、表情を苛いら立だちに歪ませる、レーシュただ一人。

「トーヤさん、まさか俺がアナタを友達かなにかだと思って、心を痛めているとでも言いたいんですか？　だとすれば大だい傑けつ作さくだ……期待外れもいいところですねぇっ！」

「なら言い方を変えようか。……アイネちゃんが、どう思うのか考えたんだろ！」

　────こんなことを前にも言ったなと、不意に思い出す。

　僕は花吹雪の噴射を強めて、一気に純白の花瞳エルダーアイリスを駆け上がった。

「人柱の代だい替がえ……それを知ったら、きっとアイネちゃんが苦しむ！　だから『雨燕』に帰れなかったんじゃないのか!?」

「っ、それはただ、方法が思いつかないだけで──っ」

　────代わりか。もう、それしかないのか……そうするしか、ないのかよっ。

　脳のう裏りに台詞せりふが甦よみがえる。青年の言葉は噓うそであると、直感が告げる。

「違ちがうっ、人柱の代替えには気付いていたはずだっ！　その方法があるってわかっていても、手が出せなかったんだ──他ほかに方法はないか、探し続けていたんだろっ？」

「想像でものを言うのも大たい概がいにしろ……っ！」

「じゃあどうしてっ、そんなになるまで花瞳アイリスを彷徨さまよったんだよ！　いくら考えても他の方法が見つからなくて、アイネちゃんの下にも帰れなかったからじゃないのかよ──！」

「……っ、もう黙だまってろ──！」

　レーシュが動じたように呻うめき、それが決定的な隙になった。

　僕は靴底から一ひと際きわ、花吹雪を噴射する。最後は純じゆん粋すいな力比べ。《羽憑き》が反応して、迎げい撃げきに動く──それよりも速く、彼の羽をもぎ取るように拳で打った。

　涙晶の破は片へんが飛び散り、きらきらと光を反射させながら、宙を舞まう。

「俺は人柱を据えるっ……それで、母さんを助けるんだよっ！」

　青年は足場を失い、逃げるように宙に跳とぶ。

　言葉と行動が一いつ致ちしない、その逃とう亡ぼうを──僕は許さない。

「どうしたレーシュ──」

　彼の首根っこを摑み、こちらに向き直らせた上で、胸むな元もとを引き寄せる。

　ああ……やっぱり、そうじゃないか。

　レーシュの瞳は、至し近きん距きよ離りで覗のぞき込めば──狂きよう気きの奥に、見覚えのある孤こ独どくと怯おびえが確かに渦うず巻まいていた。それは、三年前の自分が鏡に映した瞳と、同じ色。

　どうしようもないと思い込み、嘆なげき、すり減っていた感情の残ざん滓し──

「僕を……人柱にするんじゃなかったのかよ──！」

　それを認めて、僕はレーシュの顔面を殴なぐり飛ばした。

　レーシュが錐きり揉もみしながら落ちていく。足元から花吹雪を放って──追う。

「……だったら……」

　声が、途と切ぎれ途切れに聞こえてくる。

　吹き荒れる風が、青年の銀ぎん髪ぱつをかき乱し、その目元を覆おおい隠かくす。苛立ったように頭を振ると、レーシュはまるで泣き叫ぶような声で、

「……だったらどうしろっていうんだよ──！」

　風が吹き、髪かみをかき上げ、表情を露あらわにする。

　レーシュはこれ以上なく苦しそうに、切なそうに、瞳を細めていた。

「他に……他に方法があればっ、アナタが教えてくれよ……っ！」

「──ああ、教えてやる！」

　靴底からの噴射は最大出力、拳こぶしを握にぎりしめて、僕は落ちるように跳んだ。

　レーシュがレギナ・リリウムを、最後の抵てい抗こうを示すように、大おお振ぶりに薙いだ。隙が大きくて狙ねらいもでたらめ、けれども避さけようとは思えなくて。

　僕は拳で剣けんを受け止める。拳と剣が、拮きつ抗こうするようにせめぎ合った。

「誰かに頼たよればよかったんだよ──！」

　拳が、爆はぜる。

　レギナ・リリウムの力が、刃やいばを伝わって、僕の身体を破は壊かいしにかかる。

　再生が追いつく保証はない。それでも、抗あらがうように指を伸ばして、掌てのひらを目め一いつ杯ぱい広げて……光の刀身を握りしめた。嚙かみ締しめた唇から、血が垂れる。

「レーシュはなんでも一人で抱かかえ込みすぎなんだよ……っ」

「誰に……っ！　じゃあ誰に頼ればよかった!?　誰が助けてくれる!?　帰る場所も家族も失ってっ、母さんを探すためだけに生きてきた俺にっ、こうする以外どうすればよかったって言うんだよ……っ！」

「っぅ……っ、昔のことはわからないっ！　けどっ！」

　絶ぜつ叫きようを必死に堪えて、もう片方の掌も使って、刀身を握りしめる。

　バチッ、と危険信号を放つように、火花が頭から散った。

「でも──少なくとも今は、違ちがうだろっ!?」

　両手で剣を包み込み、胸元に引き寄せる。

　僕はレーシュの泣き出しそうな顔を覗き込み、頭ず突つきをするような勢いで言った。

「アイネちゃんがいる……っ！」

「っ」

「家族がいるっ、レーシュの帰りを誰よりも待ってて、誰よりも案じている女の子がいる──！　帰る場所はあの『雨燕』じゃないのかよっ！」

「アイネは……っ、守ってやらなくちゃいけない相手なんだ！　アイツに心配かけるわけにはいかないっ！　これは俺の目的だっ、俺の生き方だ……！　アイツにまで……重荷を背負わせるわけにいかないんだよっ！」

「心配かけないようにするのと、弱音吐はかないのはまったく別だろ──！」

　がんっ、と。

　ついに頭突きを実行して、僕はレーシュに叫んだ。

「そうやって一人で抱え込んで、勝手に自じ滅めつしていくのが見ている側には一番堪えるんだよっ！　自分にはなにもできないっ、見守ることしかできないって──泥どろ沼ぬまみたいな場所に沈しずんでいるからっ、どんな言葉かけても浮ういてこないって知っているからっ」

「……っ、見てきたような口ぶりで……っ」

「実際そうなんだよ！　僕がそうだったからっ……自分で気付いて、自分から頼ろうとしなくちゃ、そこから抜ぬけ出すことができないって知っている！　話しても解決しないって思い込むなっ、全部自分のことだからって言って抱え込むな！　本当にどうにかしたいならっ、自分の心くらいさらけ出して、誰かを頼ってみろ……っ！」

　僕が言えた話じゃないからこそ、僕にならレーシュに伝えることができるはずだ。

　レーシュの傍そばには、頼れば力になりそうな人がいるってことを──




「まずはアイネちゃんの下もとに帰って、あの子の頭でも撫なでてやれ──っ！」




　言葉と共に、脳天まで響ひびくような──強い衝しよう撃げき。

　僕はレーシュに思いっきり頭突きをかまし、途と端たん、掌から光が消え失うせる。

　レギナ・リリウムの刀身が……バチッと火花を散らし、崩くずれていった。

「…………俺、は」

　呻くような声は、僕のすぐ近くから。

　レーシュはぶらんと手を下げて、人形のように身体からだから力が抜けていた。ずるずると落ちかけて、僕は慌あわててその腕うでを摑む。靴くつ底ぞこからの噴ふん射しやを調節して、空中でホバリングすると、

「……じゃあ、いいんですか、ね……トーヤさん……」

　行き先を見失ったように、レーシュが顔を上げ、瞳の水みな面もを揺ゆらす。

　──憑つき物ものが落ちた、とは表現するには、まだ吹ふっ切れていない表情だったけれど。

　喉のどから振ふり絞しぼり、力を使い果たしたような声で、レーシュは言った。

「どうすればいいのか……アイネに、頼っても……」

「……意地張るよりか、よっぽどいいと思うよ」

　家族に頼られることは、誇ほこらしいことだと僕は思う。それが兄のように慕したっている大好きな人からであれば、尚なお更さらそうだ。

　アイネちゃんのいる階層を思い浮かべて、僕は宙を見上げた。

「さっさと帰って、アイネちゃんに話してくるといいよ」

「はは……身体、動きそうにないんですけど。トーヤさん、送っていってくれます？」

「どうしようかな……」

　ひでぇ、とか小さく笑われていると──ふと、目を留める。

　黒い点のようなものが、頭上の螺ら旋せん階段の縁ふちに見えた。それはゆらゆらと揺れると、反動をつけるように跳び──

「えっ……!?」

　──こっちに落ちてくるその黒い点が、人ひと影かげだと気付いたときには既すでに遅おそく。

　黒い点は水色の髪をした女の子に変わり、みるみる大きくなって落ちてくる──！

「あ、アイネちゃん……っ？」

「は？　アイネ……──っ、ってなにやってんだアイツ！」

　本当にその通りだと思う。

　きゃぁぁぁー──とか、細い叫さけびを上げて落ちてくる少女を、僕とレーシュは二人あたふたしながら……ずしんっ、と結局その場で受け止める羽目になった。

「ぐはぁっ」

「ひゃんっ……あ、ごっ、ごめんなさいトーヤさん！」

　……具体的には顔で少女のお尻しりを受け止め、危あやうく落ちかけたところで、その腕を間かん一いつ髪ぱつのところで摑つかんだのだけれど。

　片手にレーシュ、片手にアイネちゃんの腕を摑みながら、僕はひりひりと痛む顔面のことを思い、言った。

「……次からはもう少し優やさしい落ち方をしてくれると助かる……」

「は、はいっ！　ごめんなさい……っ！」

「いやいやいや！　そういうことじゃないですよね!?」

　レーシュが我に返ったようにハッとして、同じように僕の腕にぶら下がるアイネちゃんを睨にらんだ。

「アイネっ、お前なにやって……っ、というかどうして上から落ちてくるんだ！」

「だ、だって……レーちゃんに会いたかったんだもん！」

　ふらふら、と僕の左ひだり腕うでを揺らして、アイネちゃんが頰ほおを膨ふくらませる。

「トーヤさんとレーちゃん、勝手に二人で戦い始めて、どこかに行っちゃうし──トーヤさんがレーちゃんを止めてくれるって信じてたけど、でもレーちゃんが心配でっ」

「だからって飛び降りてくるやつがいるか！　そもそも、さっきだってどうして『雨燕』から出ていたんだよ！　危ないから潜水艦うちにいろって言ったろ！」

「そ、それレーちゃんが言うの!?　わたしがどれだけ心配したと思って……っ、レーちゃんの馬ば鹿か！　一週間も無断で外出して……っ、もぅっ、不良レーちゃん！」

「んなっ！　お、俺だって別に、好きで帰ってなかったわけじゃないっ。何度もお前の顔思い出して……その度たびに帰りたくなってたよっ！」

「だったら帰ってきてよ……っ。も、もう嫌いやだよあんなのっ……レーちゃんがいない潜水艦うちなんて、うちじゃないよっ。ふ、ふぇ……寂さびしかったよー！」

「……わ、悪かった。だから、泣くなよ…………全部、話すからさ……」

「ふぇぇん……レーちゃんの馬鹿ー……帰ってきてよかったよぉー……」

「アイネ……」

　──ええい、もう限界だっ。

「あ、あのさ二人とも、感動の再会は僕も望むところなんだけど……」

　泣き出す少女と、感かん極きわまった青年。

　二人を両腕に未いまだぶら下げたまま、僕は非常に気まずい思いで苦く笑しようした。

「ひとまず、あっちの階段に移ってもいいかな？」




　ゴスペルの腕わん力りよくだから痺しびれるはずないのになーと。

　そう思いながらも、螺旋階段に二人を下ろした僕が、なんだか疲つかれた腕をさすっていると、アイネちゃんからぺこりと深くお辞じ儀ぎをされた。

「トーヤさんっ、レーちゃんを助けてくれてありがとうございました！」

「ん？　ああ……うん。頼たのまれたしね」

　そういえば発ほつ端たんはそうだった。途と中ちゆうから私情が大分食い込んでいたから、誰だれかのためにした、という認にん識しきがすっかり薄うすれていたのだ。

　どちらかと言えば──僕は自分のために、レーシュと戦ったのだと思う。

「……まあ、その、なんだ」

　ぽりぽり、と。

　頰を指で搔かきながら、レーシュがそっぽを向いて、言った。

「なんだかんだ言って助かりましたよ、トーヤさん……」

「……照れたレーシュなんて、初めて見たかも」

「ちょ、茶化すんですかここで……！」

　レーシュがぶるんっとレギナ・リリウムを振るった。実に怖こわい照れ隠しである。僕はふるふると首を横に振って、

「じゃなくって、お礼言われることでもないって話。僕がそうしたいからしただけだし。それに──むしろ、僕のほうからお願いしたいくらいなんだよね」

　人柱の解放と、世界崩ほう壊かいの阻そ止し。

　どちらも両立させる方法は、レーシュにも、僕にもまだわからないけれど──

「……人柱の問題は、僕にも関係があるんだ。僕も、食い止める方法を知りたい。だからレーシュにも協力したいし、協力してもらいたい」

「そ、そんなの勿もち論ろんっ……ね、レーちゃんっ？」

　アイネちゃんが浮き足立つように言って、レーシュが静かに頷うなずく。

「ああ、願ってもない話だ。……しかしトーヤさん、アナタにも関係あるってことは、たとえばゴスペルだから狙ねらわれている、とかですか？」

「あー…………ごめん。それ、噓うそなんだ」

　話すならこのタイミングしかないと思った。

　は、と目を丸くするレーシュに向かって、僕は多少気まずいながらも、

「実は僕、ゴスペルじゃないんだ」

「…………は？　え、なに言っているんですか？　だってトーヤさん、涙晶──」

「あるよ。でもあれは事故で偶ぐう然ぜん頭に入っただけで、後天的なものなんだ。再生能力もそーゆーことで……ええと、だから、ごめん！」

　手を合わせて、頭を下げた。いざとなると少し怖いものがある。

「…………マジかー」

　えらく軽い反応が返ってきた。

　青年はしばらくぽかんとした様子を見せて……呆あきれるように肩かたをすくめた。

「あー、そうですか。ゴスペルじゃないんですかー」

「な、なんかすごい軽いんだけど……ええと、怒おこっている？」

「どっちかっていうと、喜んでますよ」

　はぁ、というため息を吐ついてから、レーシュが苦笑を浮かべる。

　なんだか久しぶりに見た気がする──彼の緩ゆるい微笑ほほえみだった。

「これでトーヤさんに、面めん倒どうくさい因いん縁ねんを感じることもないんでしょう？」

「そうですよっ。これでトーヤさんとレーちゃん、正しよう真しん正しよう銘めいの友達です！」

　アイネちゃんがなにやら喜ぶように諸もろ手てを上げる。……友達、か。

「なんですかトーヤさん、じっとこっち見て」

「いや……なんでも」

　──そういうのもいいなぁ、って思っただけである。

　しかし、とレーシュは尚更わからないといった表情を浮うかべると、

「トーヤさんがゴスペルでないとすると、なんでまた人柱に関心が？　いやまあ、人ごとにできないことではありますが……」

「それは……」

　姉さんが関かかわっているから──と。

　その先を口にする前に、耳に挿さしたインカムに雑音が響いた。

『────るし、聞こ────かい』

「あ、ちょっと待って。通信入った……はい、風峰です」

　耳元に手を当てる。ノイズがひどいのは本隊と距きよ離りが離はなれているからか、向こう側の声も断だん片ぺん的に拾うのがやっとで、

『だいだいやじ……っ、聞こえ……っ』

「美陽さん……ですか？　はい、聞こえてます！」

『無事……──だね──かい、よく──聞い──こちらは……ハル、先せん輩ぱいの──に、遭あった…………被ひ害がいは────大部……分──無力化……して、機能────』

「ハル……？　っ、姉さんがいたんですか!?」

『そちらが……安全──ひとまず──隠かくして……っ────先輩っ!?』

　驚きよう愕がくするような声を最後に、ぷつんっ、と。

　通信が切れる。故障かと思って数回インカムを叩たたくと、再び、雑音混じりの回線に繫つながった。ほっとするも、さっきに比べて少し通信状じよう況きようがいいようで──

『──橙矢ちゃん？』

　だからその声は、とても綺き麗れいに僕の鼓こ膜まくに届いた。

　全身が、硬こう直ちよくする。聞き間ま違ちがえるはずもない──そう、確信できる。

『聞こえてますか？　橙矢ちゃん……ですよね？』

「…………ねえ、さん!?」

　こんな不意打ちみたいな形でなければ、むしろより取り乱していたかもしれない。

　今はただ、あまりにも突とつ然ぜんすぎて、判断が追いつかなくて──

「み……美陽、さんは……」

『代わってもらいました。……橙矢ちゃん、一人ですか？」

　インカム越ごし、だからだろうか。

　姉さんの声がどこか遠く聞こえて、まるで別人のもののように感じる──

『橙矢ちゃんだけ別行動、ということは、現場の状況から考えて、アクシデントですか？　たとえば……そうですね、レーシュさんに襲しゆう撃げきを受けたとか。通信が繫がる今は……すでに戦い終わって、仲直りしている真っ最中だったりします？』

「え、ああ、うん……」

　相変わらず僕の姉は怖いくらいに鋭するどい。しかし……あれ……？

『──素す直なおに答えてくれてありがとうございます』

　こんな風に普ふ通つうに話していていいんだっけ……？

　するとインカムの向こう側が突然、うるさくなる。まるで風を切って爆ばく走そうでもしているのかと疑うほどに、風の音が鼓膜を叩き、思わずインカムを外そうとすると、

『おかげで──探す手間が省けました』

　声が、響ひびいた。

　インカムを挿した右耳から聞こえて──そして左の耳からも、同じ声がする。

「思ったより近くにいたんですね。そんなに遠くなくてよかったです──」

　ふわっ、と。

　白い花びらが頰をくすぐった。一枚、二枚……風に乗って舞まっている。どこから流れてきたのかと、思わず後ろを振ふり返ってみて──

　どくんっ、と心臓が一つ飛ばしで鼓こ動どうした。

「ねえ、橙矢ちゃん？」

　僕たちのすぐ背後、螺ら旋せん階段の上に…………姉さんが、立っていた。

　んふふ、と緩い微笑みを浮かべて、花はな吹雪ふぶきの舞まう中、そこにいる──

「花、吹雪……」

「はい。これで上のほうから飛んできました。橙矢ちゃんが前に使ったって聞いたのを思い出して、真ま似ねしてみましたが……とっても便利ですね」

　すぐ目の前に、姉さんがいる。

　その状況にようやく理解が追いついた頃ころ──後ろの二人が揃そろって声を上げた。

「トーヤさんの、お姉さん……？」

「風峰ハル……？」

　突然の登場に、当たり前のように、どちらにも共通する感情は訝いぶかしげで、

「レーシュさんと、アイネちゃん。お二人とは一週間ぶりくらいでしょうか？」

　マイペースに挨あい拶さつされて、余計に困こん惑わくしていた。

　けれどもそのおかげで、僕は心を整理するだけの時間を得られた。

「……姉さん、僕は……」

「……もう追いかけてこないでって、言いましたよね？」

　姉さんがぴしゃりと僕の口上を断たった。

　切なそうに瞳ひとみを細めて、困った風に苦笑を浮かべながら、

「私を追いかけたら、橙矢ちゃんは絶対に怪け我がをするって──そんな姿、見たくないって言ったじゃありませんか……。もう……橙矢ちゃんは困らせ上手じようずですね」

「──ああ、そうだよっ！」

　でも、そんな表情を前にしたくらいで退ひけるほど、弱い覚かく悟ごは抱いだいているつもりなんてなかった。

　姉さんを見失ってからずっとずっと言おうと思っていた──

「困らせてもなんでも……姉さんのことが知りたかったんだよ！」

　結局のところ、僕の気持ちはこの言葉に集約される。

　この間は、再会した衝しよう撃げきと状況に追われて、なにも言えなかったけれど。

　突然姿を眩くらませて、残留体を消すと宣言した、実の姉のことを──僕は、

「世界の崩壊を食い止めるって言ったよね……じゃあそれを、どうして僕にも相談してくれなかったのさ！　勝手にいなくなってっ、勝手に一人でなにかを始めようとして……考えがあるのはわかるけどっ、僕だって……っ」

　あれこれ探さぐるのはもうやめだ。

　直球勝負。家族の気持ちを知るのに、言葉を装そう飾しよくするつもりなんてない──

「姉さんがなにか抱かかえているのなら──僕だって力になるよ！」

　レーシュにあんな啖たん呵かを切った僕が、姉さんを放ほうっておけるわけない。

　三年前、泥どろ沼ぬまのように沈しずんでいた僕に、姉さんが寄り添そい続けてくれたように。

「……橙矢ちゃんは、どうしてそこまで、してくれるんですか？」

「っ──姉さんのことが好きだからだよ！」

　なんでそんな当たり前のことを聞くのか怒いかりさえ湧わいてきた。

「ずっと一いつ緒しよにいる家族だから！　僕が苦しいときにも傍そばにいてくれたからっ、だから僕だってそうしたいんだ！　姉さんが困っているなら、力になりたいって思うよっ！　そう思えるようにしてくれたのは……姉さんじゃないか！」

　これまでどれだけの愛情を注いできてもらったと思っているんだ。

　どんなに──姉さんのことを、好きになってきたと思っている……っ！

「……んふふ、自じ慢まんの弟、ですね」

　そう言って、姉さんがとても嬉うれしそうに破顔する。

　でも……その瞳の切れ端はしからは一ひと滴しずくだけ、涙なみだが落ちようとしていて──

「……だから──追いかけてこないでって……っ、言ったんですよ……？」

　顔を俯うつむかせて、姉さんが小さく呟つぶやいた。しっかりとは聞き取れなかったけれど。僕は階段の縁ふちに立つ自分の姉に、歩み寄る。

　今の僕が取れる行動はきっと、姉さんの傍に一歩でも、近く寄り添うことだと思うから──

「なにをしようとしているのか、僕にも話してよ……。姉さんみたいに強くもないし、頭もよくないけど……でも、力になりたいんだ。僕のことも頼たよって欲しい……」

「────それは、できません」

　その拒きよ絶ぜつは、どこか絞しぼり出した声のように聞こえた。

　姉さんがゆっくりと顔を上げる。──その表情を見た瞬しゆん間かん、僕の頭にとてつもない違い和わ感かんがなだれ込んできた。

　違ちがう、と。

　なにかが違うと直感が告げている。だって、まだ乾かわききっていない涙の跡あとが、頰ほおに幾いくつも伝っているのに……。

　唇くちびるの端はしをいつもより高く吊つり上げて、姉さんは微笑んだ──




「だって私、橙矢ちゃんのこと──ぜーんぜん、好きじゃないんですもの♪」




　────真っ白に。

　頭が、白く染まった。

「…………ぇ？」

「聞こえませんでしたか？　私は、橙矢ちゃんのことなんて好きじゃありません。手間のかかる弟として、それ以上に見たことなんて今まで一度もありませんよー」

「ねえ、さん……なに、言って」

「なんでそんな顔しているんですかー？　あ、もしかして気付いていませんでした？　私が橙矢ちゃんのこと、好きでもなんでもないって──」

「っ」

「んふふ、無理もありませんね。私は……そうやってなんでもない顔をして、笑ったりするの得意ですからー」

　膝ひざが、震ふるえ出す。胸が、軋きしむように痛んだ。

　目を閉じたいという強きよう烈れつな欲よつ求きゆうに襲おそわれる。でも、閉じられない。閉じて、もう一度開けでもしたら──そのとき、姉さんの表情が変わっていなかったら。

　僕は……。

　目の前で冷たく笑う姉さんのことを、現実として認めなくちゃいけなくなる──

「だから橙矢ちゃんの助けなんていりませんし、邪じや魔まなだけです。ああでも、ここにいてくれたのだけは助かりましたね。携けい帯たい端たん末まつから位置情報を確かく認にんして来てみましたが……行方知れずのレーシュさんを見つけられてラッキーでした」

「……そん、な」

「──レギナ・リリウム」

　唐とう突とつに、姉さんはその言葉を口にした。

「思考昇華パラダイムシフトの結合を破は壊かいする効果を持つ、唯ゆい一いつ無む二にの剣けん……でも、本当に注意すべき点はもう一つ、本能的に残留体を従えさせる力のほう……」

　姉さん、と問いかける声は、言葉にならなかった。

　何な故ぜなら、姉さんは今まで見たこともない、妖あやしい笑えみを浮うかべていたから──

「それが……私の計画に必要な最後のピースなんです」

「っ……!?」

　驚愕は、その場にいた三人分。その理由を、言葉にすればとても簡単だった。

　姉さんが片手で駆動銃ランゲージを構え、黒い銃じゆう口こうでアイネちゃんを狙ねらったから。

　引き金が引かれるより早く、レーシュがその射線上に割って入る──果たして銃口から躊ちゆう躇ちよなく放たれたのは、小さな花吹雪の銃じゆう弾だんだった。

　殺傷性能はおそらく低い。けれどもそれは、レーシュの手の甲こうに命中し、彼の手からレギナ・リリウムという絶対的な武器を弾はじき飛ばすには、十分な威い力りよくだった。

　おそらく狙ってやったのだと──頭の片かた隅すみが冷静に考える。

　くるくる……と、柄つかが宙を舞い、飛んでいく。

「──これで、完かん了りようですね」

　その柄を摑つかんだのは、姉さん。

　風峰ハルはどこか冷たい微び笑しようを携たずさえて、レギナ・リリウムを手にしていた。

「ようやく、全すべての準備が整いました──」

「やってくれるな……っ！」

　撃うたれた手を庇かばい、レーシュが獰どう猛もうに牙きばを剝むくも、次の一歩は簡単に封ふうじられてしまう。

　姉さんは黒い銃口で、今や無防備となったレーシュを牽けん制せいするように狙い──

　かつ、右手のレギナ・リリウムを宙に掲かかげてみせた。

「姉さん……？」

「使い方、確かこれで合っていましたよね？」

　光が、柄の根元から奔ほん流りゆうのように放たれた。

　レギナ・リリウム──思考昇華パラダイムシフトの結合を砕くだき、根本から崩ほう壊かいさせる驚きよう異い的な武器。けれどももう一つ、彼かの剣には力が秘ひめられている。それは──




　────オォォォォォォォォオオオオオオオオオオ────




　残留体を引き寄せ、屈くつ服ぷくさせ、統すべること。

　純白の花瞳エルダーアイリスを貫つらぬく巨きよ大だいな空くう洞どう──そこを駆かけ上り、おびただしい数の《羽憑き》が姿を現した。大群は個々の認識を許さないほど大きく、さながら数の暴力を示すように、巨大な空洞を埋うめつくさんばかりの勢いで集つどってくる。

　残留体の、軍勢──それを背後に控ひかえて、姉さんは唇の端を吊り上げると、

「さあ、では……世界再生の、始まりをお見せしましょう」

　そう言って、今度は駆動銃ランゲージの銃口を天に向けて、その引き金を引いた。

　光が炸さく裂れつし、無数の矢と化して──残留体の軍勢に降り注ぐ。

　花吹雪の応用だ──それらは全て、残留体の象しよう徴ちようである涙晶の羽に命中すると、一本も外すことなく、砕いてみせた。なにを、と疑問の声すら出せない。

　自分で呼び寄せた残留体を、自分で撃った────？

「これが──」

　それで、終わりじゃなかった。

　姉さんは再び、駆動銃ランゲージの引き金に指をかけ、引き絞りながら──

「──【マトリョーシカ】です」

　正体不明だった思考昇華パラダイムシフトの名前を、口にした。

　駆動銃ランゲージの銃口が、渦うずのような輝かがやきを解き放つ。塵ちりのように漂ただよう涙色の光が──細かい涙晶の欠片かけらが、巻き込まれるようにして、渦の中心に吸い寄せられていく。

　かきんっ、と砕さい片へんと砕片がくっつき──

　まるで凝ぎよう縮しゆくされていくように、涙晶が、銃口の先で一つの塊かたまりになっていく──！

「──大きな人形の中から、小さな人形が現れる」

　そして、光と涙晶が収束を終えたとき。

　姉さんは銃口の先に、目が眩むほどの涙色の光を集めながら、言った。

「何重にも入れ子になった、人形の芸術品……それが元々の【マトリョーシカ】の意味らしいですね。大きな涙晶の中に、より小さな涙晶が収まり、それが幾いく重えもの層を形作ることからこの名前がついたそうです」

　世界が崩壊する前には広く知られていたみたいですよ──と。

「涙晶の……合成？」

　レーシュが呆ぼう然ぜんとした様子で呟くと、ハッとしたように鋭するどい剣けん幕まくを露あらわにする。

「ありえない……そんなことができたら！」

「できたら……？　ふふ、ですから機密だったんですよ。涙晶の密度は、効力は、残留体の個体ごとに不変……より高い効率を求めるなら、より強い残留体を狩かるしかない。そうやって世界中の潜せん水すい都市は腕うでを磨みがき、より強い力を手に入れて、花瞳アイリスに潜もぐり続けた──」

　それはそのまま、一五〇年前に世界が崩壊してからの研究所の歴史だ。

「涙晶の合成ができるなんて知られたら、力を求める理由が弱まってしまいます。そうなることは涙晶管理局の本意ではないでしょうからねー」

「……ゴスペルを、探せなくなるから？」

　前に見た六年前の映像で、姉さんは涙晶管理局の人間と取引していた。

　より強大な力を得ることと引き替かえに、残留体を殺し続けろと──そしていつか現れるゴスペルを、管理局に引き渡わたせと。

「そんなもの……っ、そんなもの手に入れて、姉さんはどうする気なんだよ!?」

「……もっともっと、涙晶が必要なんです」

　答えになっていないと思った。

　けれども姉さんの中では話が繫つながっているのか、そもそも答える気がないのか──

「そのためには……この身体からだでいるわけにもいきません」

　不意に、ぞくりとする。

　そう言う姉さんは、ゆっくりと駆動銃ランゲージを握にぎる腕を下ろしていって──かちゃり、と。

　自分の頭の横に、合成された涙晶を挟はさんで、銃口を押し当てた。

「っ、なにをっ!?」

「【マトリョーシカ】で創造した涙晶は、厳密に言えば物質として固定されていないんです。エネルギーとしては極きわめて不安定な状態……ですからある程度は、生成する位置をこちらで決められます」

　姉さんの言葉が頭をすり抜ぬけていく。それでも、銃口の先では、凝縮された涙晶がきらきらと輝きを放ち続けていた。

　引き金には、指が、かかっている。ゆっくりと、指が内側に曲がる……

「姉さん──!?」

「これで……橙矢ちゃんとも、お揃そろいですね？」

　引き金が、引かれた。

　銃口が一際、目ま映ばゆい光を放つ。姉さんの顔が輪りん郭かくから白く染まっていき──




　──口元には、いつもの緩ゆるい微笑みが浮かんでいるように見えた。




　光が晴れた瞬しゆん間かん、真っ先に飛び込んだ光景に、僕は目が釘くぎ付づけになる。

　姉さんの頭が、衝しよう撃げきを受けたように……大きく、逸それる。

　そして────ぐん、とその足が、地面を踏ふみしめた。

「……ちょっと、は……やっぱり、痛いんですね……」

　つーっ、と。

　額から──いや、頭から血を一筋流しながら、姉さんは呟つぶやいた。

「っ……姉さん、血がっ」

「──どうってことありませんよ」

　さっきの光の中で見た、あの微笑みが噓うそだったかのように──

　姉さんは冷たく口元を吊つり上げながら、さっと手で前まえ髪がみを持ち上げてみせると、

「もう、治ってますから」

　バチッ──と、聞こえないはずの音が、鳴った。

　晒さらされた額の、血に染まった傷が……塞ふさがっていく？

「どう、して……？」

「再生能力だ──治したんですよ、あの人はっ」

　トーヤさんっ、とレーシュが僕以上に取り乱したように、叫さけぶ。

　まるでまったく別の生き物を見るように、畏い怖ふを瞳に滲にじませながら──

「あれは──もうアナタと同じっ、ゴスペルもどきだ！」

「もどきだなんて、ふふ、ぜーんぜん違ちがいますよー？　同じにしないでくださいね。私は……橙矢ちゃんよりもーっと強いんですから──」

　そして涙なみだ色の光が、姉さんの黒くろ髪かみをかき分けて、まるで羽のように雄ゆう大だいに伸のびた。

　その羽は間ま違ちがいなく──残留体を象徴する光の羽であり。

　人の形をしながらも、涙晶の羽を生やす姿は、まるで──

「……ゴスペル……？」

　とんっ、と姉さんが足元を鳴らして、軽く宙に跳とぶ。

　跳んだまま──ゆっくりと、僕たちの目線の上の高さにまで、飛んだ。

「そうですねえ」

　涙晶の羽が、浮ふ遊ゆうのためのエネルギーを生む。

　残留体の中でも特に《羽憑き》に、そしてゴスペルに許された浮遊能力──

「さしずめ、人工ゴスペル……といったところでしょうか？」

「ちっ──止めますよ、トーヤさん！」

　武器を奪うばわれ、それでもアイネちゃんを背に庇いながら。

　レーシュは、宙に浮うかぶ姉さんを、逃にがすまいと睨にらみ付けた。

「アナタのお姉さん、やることなすこと突とつ拍ぴよう子しもなさすぎていまいちついていけてませんが……今ここで逃がしたらまずいでしょうよ！」

「っ……」

　状じよう況きようが一転二転する中で、レーシュの言葉はわかりやすい分、僕を突つき動かした。

　未知の思考昇華パラダイムシフト【マトリョーシカ】に、姉さんのゴスペル化。

　現こ在こに至るまでの経けい緯いはどうあれ──ここで、姉さんを見失っちゃだめだ……っ！

「姉さん──！」

「……私は、もっともーっと残留体を消して、涙晶を集めます」

　間に合えと心の中で念じながら、僕は体勢を低くした。絶対に摑まえる──

「それが私の計画。世界の崩壊を防ぐためには必要なことなんです。……それでも、まだ邪じや魔まをする気でいるのなら──」

　──けれども、その瞳と目が合った瞬間、僕は自分の身体が石のように硬こう直ちよくしたのを自覚した。

　姉さんがおもむろに僕に掌てのひらを向けたのだ。加えて、涙晶の羽が輝き、思考昇華パラダイムシフトの兆候を見せている──それが、意味するところは、

「ねえ……さん？」

　迎げい撃げき。

　いつでも思考昇華パラダイムシフトを放てると──警告を示す姿に、他ほかならなかった。

「──そのときは」

　まるで他人を見るような、なんの執しゆう着ちやくも見せない冷たい……本当に、冷たい瞳。

　姉さん……どうして……どうして、そんな目で僕を見るんだ────




「橙矢ちゃんは、私の敵です」




　……ずっと大だい丈じよう夫ぶだと思っていた。

　姉さんが失しつ踪そうしてとても心配で、純白の花瞳エルダーアイリスに来る前だって、何度も夢に見るほど不安だったけれど──それでも心の奥底では、なんとかなるって思っていた。

　だって姉さんのやることだから、絶対になにか意味がある。

　だからなんだかんだ言って、事態は上う手まい方向に向かってくれる。

　姉さんのことを信じていれば、なにも大丈夫じゃないことなんて起きない。




　……そうやってずっと、思い込んでいただけだったんだ──




「……ーヤさんっ、トーヤさんっ、トーヤさんしっかりしろおい！」

　しばらく、放心していたのだと思う。

　僕は、レーシュに肩かたを摑つかんで揺ゆさぶられるまで、自分が膝ひざをついて呆然としていることに、気付けなかった。

　当然のように、姉さんの姿は、もうどこにも見当たらなくて。

　つまりそれは、姉さんは僕の前からいなくなってしまった事実に他ならなくて。

　頭の中では……ずっと、同じ言葉だけがぐるぐると回っていた。

　────橙矢ちゃんは、私の敵です────







　　　第四章　砕かれた光　─But I've never been alone─







　こんこん、と。

　控ひかえめなノックが自室の扉とびらを叩たたいた。

「とうやくーん。お昼、できたよ？」

　ほのみが小さく呼びかけてくる。……扉一枚隔へだてていても、声こわ色いろから部屋にいる僕を案じてくれているとわかった。

「今日はねっ、カレーつくってみたんだ。ハルお姉ちゃんみたいに、甘くて辛からくはできなかったんだけど……け、結構力作だよっ」

「……ありがとう」

　扉とびら越ごしの弾はずむような声に、こんな平へい坦たんな声しか返せなくて心苦しくなる。

「あとで食べるよ。先に食べててくれるかな？」

「んっと、一いつ緒しよに食べない？　二人で食べたほうが美お味いしいよっ。えと、多分！」

「うーん……ごめんね。今はちょっと、お腹なか空すいてないんだ」

「んー……わかった。お腹空いたら、いつでも来てねっ」

　待っているからねっ、と言い残して──どこか去るのを躊ちゆう躇ちよするような間を置いて、ぱたぱたという足音が部屋の前から遠ざかっていった。

「ごめんね……ほのみ」

　心配……させているのだと思う。今いま更さらの話ではあるのだけれど。

　姉さんが姿を消した昨日、帰宅してから晩ご飯も食べずに、自分の部屋に閉じこもっている兄がいれば──ほのみに心配をかけてしまうのも当然だ。

　でも、それを理解した上で……僕はこうして、ベッドに横たわりながら、天てん井じようを見つめ続けている。その理由の一つを、僕は目の前に掲かかげてみる。

　二にの腕うでに珍しく包帯を巻いた右腕、である。

　するすると白い布をほどいていくと、まだ生々しい傷きず跡あとが細く走っている。レーシュとの戦いでつけた傷だ。大方、落らく盤ばんの際に砕さい石せきかなにかで切ったのだろう。

　少し動かすだけで痛む。久しぶりの感覚に思わず苦く笑しようしてしまった。

「参ったな……」

　──こうしている今も、僕は必死に腕を治そうとしているのに。

　まさか、一晩ずっと試ためしてみても……再生してくれないなんて。これだけ時間をかければさすがにこの結論を、唐とう突とつながらも受け入れざるを得ない。

　僕はいつの間にか──『再生』の力を失っていた、と。

「……寿じゆ命みよう、かな……」

　思いつく原因は考えてみれば至し極ごく真っ当なものだ。寿命……この場合は頭部の涙るい晶しようのそれである。正直なところ、簡単な事実を見落としていたんだ、僕は。

　涙晶は消しよう耗もう品ひんで、いつかは寿命が尽つきるものだって。

　そもそも僕の涙晶は三年前の事件がきっかけだ。姉さんを襲おそった《羽はね憑つき》の持つ涙晶が砕くだけ散り、その一部が僕の頭に突き刺ささったことが原因である。《羽憑き》は強力な残留体で、保持する涙晶もまた密度が高く効力の強いもの。

　だからこれまで、『再生』という本来であれば残ざん留りゆう体たいにしか許されない奇き跡せきを、幾いく度どとなく行使してくることができた。

　それがいつからか──いや、転機には薄うす々うす気付いている。

「昨日の戦い……もっと言えば、ゴスペルの力が原因なのかな……」

　ようは、僕の涙晶はゴスペルの力を振ふるう器うつわではなかったのだ。

　ゴスペルは最強の残留体であり、その力は保有する巨きよ大だいな涙晶に依よる。涙晶こそが力の源であり、供給源。では、《羽憑き》程度の涙晶を持つ僕が、ゴスペルと同等の出力を実現させようとすれば、いったいどうなるか。

　供給不足──ガス欠は必至だ。圧あつ倒とう的てきに地力が足りなくなる。

　そんな中で、僕は今まで何度も死線を潜くぐってきた。

　ゴスペルの力で肉体を創つくり変えれば、天敵であるレギナ・リリウムと真っ向から再生能力にものを言わせて衝しよう突とつしたり──そりゃぁ、限界が来て当然だ。僕だっていつかはこうなると想定していた。

　それがまさかよりにもよって、こんなタイミングで──姉さんが姿を消してしまったこの瞬しゆん間かんに来るとは、さすがに想定外すぎたのだけれど……。

「それに加えて、だよね……」

　僕は枕まくら元もとに置いた携けい帯たいを手に取り、あるメール画面を表示させる。

　差出人は天あま之の河がわ・シュティン・エル・美み陽よ。我らが室長が朝イチで送ってくれた文面には、こう書かれていた。

『おはよう。早さつ速そくだけど伝えなきゃいけない用件がある。

　今朝、夜通し議論を重ねた研究所が、正式にハル先せん輩ぱいを捜そう索さくする命令を出したよ。

　名目上は、元武装研究員の独断行動を止める、という方針でひとまず固まった。ただ、先輩のゴスペル化が事実として知られるのも時間の問題だ。万が一、先輩を止める際に抵てい抗こうされた場合は、相手が相手だけに、交戦せざるを得なくなるだろう。

　それを止める権限は、自分にも、君にもない。

　その上で、君が作戦に参加するかどうかの意志を確かく認にんしたい』

　──だいだいやじるし、君はどうしたい？

　メールに書かれたその文字は、頭の中で美陽さんの声に変へん換かんされた気がした。

　文末には、作戦日時と参加する場合の集合場所が記されている。

「どうしたい……か」

　それを明確にするために、昨晩から考え続けていると言っても過言じゃない。

　腕を力なく下ろすと、携帯を握にぎった手がベッドのスプリングで跳はねた。

「再生の力は使えない……」

　両腕を頭の後ろで組んで、枕まくら代わりに。

　照明をつけていない部屋はカーテンから差し込む日差しのみが光源だ。瞼まぶたを閉じれば、すぐに暗くら闇やみに包まれる。考え事をして、状況を整理するにはもってこいの環かん境きようだ。

　目下の優先事じ項こうは……。




　──だって私、橙とう矢やちゃんのこと──ぜーんぜん、好きじゃないんですもの♪──




　さすがに、あの言葉は堪こたえた。しかも姉さんは僕を敵と言い放ち、レーシュからレギナ・リリウムまで奪うばって去ってしまったときている。現状、姉さんを追う手がかりがないのも厳しい。おまけに僕は唯ゆい一いつと言っていい武器を失ってしまった。

　もう諦あきらめろ、と囁ささやく声が心の深いところからする。

　────再生能力を持たない風かざ峰みね橙矢は一いつ介かいの武装研究員に過ぎない。相手は擬ぎ似じ的にゴスペルとなった元天才武装研究員、風峰ハルだぞ？　辿り着けるはずがない。頼たよりにしていた力を失ったお前は、ただの高校生だ。実の姉一人追いかけられずに、一人じゃなにもできない、弱い存在でしかない。いい加減、諦めるんだ。

　そうやって……暗いところから、声は確かに響ひびいてくるのだけれど。




「とうやくん、いいかな？」




　こんこん、と。

　本日通算何度目かになるノックは、この家に現在いる二人のうちの一人。

　瞼まぶた越ごしでも、扉越しでも、簡単にその姿を思い描えがける──

「あのね……あたしやっぱり、とうやくんと一緒にお昼食べたいっ」

　──ああ、ほのみだ。

　いつだってそうだった。こうしてほのみの明るい声は、いつだって僕が暗いところの縁ふちに立っていると、こんなにも簡単に引っ張り上げてくれるんだ。

　悪いことが重なるタイミングがあれば……こうやって、救いのようにやってくる『妹』だっている。

　ほのみは扉越しで、僕に呼びかけてくれる。多分、笑え顔がおを浮うかべて。

「とうやくんから昨日の……ハルお姉ちゃんのお話聞いて、あたし思ったんだっ。ハルお姉ちゃんが敵になるなんて、そんなのやっぱり理由がなきゃおかしいってっ」

　──うん、僕もそう思う。

「だったらね、直接訊きくのが一番いいと思うんだ。今もハルお姉ちゃんがどこにいるのかわからないし、みよみよさんからも連れん絡らくないけど……でもね、ハルお姉ちゃんとこれっきりばいばいなんてだめだよ。まだ見つからないなら……これから絶対見つけようっ」

　……その通り、譲ゆずれないのだから折れるわけにもいかないよね。

「あたしもお手伝いするっ。とうやくん、すっごいショックだと思うし、眠ねむいかもしれないけど……」

　うん、実は一晩考え通してて寝ね不ぶ足そくです。ショックもやっぱり大きい。

「……あ、いまもしかして寝ているっ？　あたし、勝手に一人で喋しやべってたっ？　んーっ、扉と話している人になっちゃっているーっ？」

「ううん、しっかり聞こえたよ、ほのみ」

　瞼を開けて。

　ベッドから跳ね起き、足早に歩いて、ドアノブに手をかけて。

　ぎぃ……と。

　僕はゆっくりと部屋の扉を開けて、隙すき間まから覗のぞくほのみと目を合わせた。

　頰ほおを緩ゆるめて、ぽかんとしている彼女に、笑いかける。

「だから大だい丈じよう夫ぶ、扉と話している人にはなってないよ」

「とうや……くん？」

　ぱちぱち、と大きな瞳ひとみが瞬またたき……やがて、花の咲さいたような笑みが顔いっぱいに広がった。

「とうやくんっ！」

「心配かけてごめんね。一晩考えてみて、ようやく考えがまとまったよ」

　部屋から出て後ろ手に扉とびらを閉める。もう、部屋にいる時間はおしまいだ。

　ぎゅぅ、とほのみが僕の胴どう体たいに腕を回して抱だきついてくる。

「んぅ、ほんと心配したよっ」

「ごめん。ずっと考えてたんだ、姉さんのことを。どうすれば姉さんを探せるのか、助けられるのかって……」

　僕一人じゃなにもできないと突つきつける現実は、ああ、確かにその通りなのだろう。

　再生能力を失った今の僕は、姉さんを止めようにも力が足りない。武装研究員としての権限は大したこともなく、姉さんを強ごう引いんに探すだけの手段もない。

　でも──それは全すべて、僕一人では、という前提つきの話だ。

「ねえ、ほのみ……ほのみは」

　その前提を根幹から壊こわせる方法を、僕は今日までに学んでいる。

　去年の冬、僕を信しん頼らいした瞳で見上げてくれる、この少女と出会わなければ……きっと僕はわからないままでいた。自分一人の力で為なせないことは、そう──誰だれかに、

「もし……僕が助けて欲しいって言ったら、力を貸して、」

「お助けしますっ」

　返答は食い気味に、僕の胴体に回した腕がぎゅっと抱きしめてくれる。

　それだけで──途と方ほうもない力が湧わいて、心の奥底で蠢うごめいていた暗い囁きを沈ちん黙もくさせるのだ。今の僕には力はなく、でもこれが今の僕だからこそ持てる力。

　誰かに頼って──こうして、力を分けてもらうこと。

「うん、頼りにさせてください、ほのみ」

「んっ、お任せくださいっ」

　畏かしこまった口調でのやり取りはなんというかそういった流れで……僕とほのみは目を合わせると、お互たがいに軽く噴き出してしまう。ああ、本当に。

　本当に──なんて心強いのだろう。

「……よし。じゃあ早速だけど、僕一人じゃこの状じよう況きようは手に余る。まずは美陽さんに連絡してわかっている限りの姉さんの情報を教えてもらおう。あとは特とく査さのみんなにも協力を仰あおいで……」

「んぅっ、とうやくん大事なこと忘れているっ」

　ほのみがリスのように頰を膨ふくらませる。可愛かわいい……じゃなく、その忘れていることに思い当たらず、ぽかんとしていれば──

「腹が減ってはなんとやらっ、今日のお昼、ちゃんと一いつ緒しよに食べよう？」

　今日はカレーだよっ、とほのみは得意げにメニューを口にする。

　鼻び腔こうをくすぐるカレーの匂においに……今いま更さらながら、僕のお腹なかの鳴る音がした。







「ん、もう『再生』できなくなっちゃったの？」

　ほのみ特製カレーをおかわり込みの一いつ杯ぱい半、美お味いしくいただいたその後。

　ピッ──と鳴る電子音は認証成功の合図、僕とほのみはセキュリティを通過すると、玄げん関かんゲートをくぐって、研究所に足を踏ふみ入れた。

　今日も今日とて、白衣の職員が忙せわしなく行き来しているロビーを抜ぬけていく。

「うん。多分、昨日あたりからかな。寿じゆ命みようなんだと思う。もう前みたいに再生しながら戦ったりはできそうにないんだ」

「そっか……ん、んー……ちょっと複雑な気分」

　ほのみが難しい顔で唸うなっている。はて、複雑？

「というと？」

「だって、とうやくんは再生の力があったから怪け我がしても平気だったけど、今はないから危ないよね？　でも、それなら無茶して戦う機会も減るから、とうやくん危ない目に遭あうことなくなるし……」

　ううー、と頭を抱かかえるほのみが……なんというか、うん。

「んっ、とうやくんなんで頭撫なでるのーっ？」

「や、愛いとおしいなぁって……」

　い、いとっ……と、ほのみが口をぱくぱくさせているのを見て、自分がいかに口を滑すべらせたのか把は握あくした。ほのみの顔がみるみる耳まで赤くなる。

「そ……そういうの、今は禁止っ。女たらしっ」

「いやっ、今のは条件反射というかっ」

「余計にだめだよっ。とうやくん、本当にわざとじゃないんだよねっ？」

「ほ、本当だって！　本当にそう思ったから言ったのであって……！」

「ん、んー！　んーっ！」

「は、はい、今後気をつけます！　だからそんなに腕引っ張らないでっ。こういうこと言いませんから！」

「あっ……ん、と。あの、ね。い、言わない……のは、なくていいよ？　その……ハルお姉ちゃん見つかったらもっと言ってくださいっ」

　口調がわやわやした上で、上うわ目め遣づかいによるお願いである。

　……断る術すべがどこにあるのか。や、断る理由もまったくないのだけど。どうしよう、姉さんを探す前だというのに、こんなに胸いっぱいになっていいものなのか……。




「おおう……ばったり出くわしたと思ったらなにこの甘ったるさ」




　びくっとほのみと二人で肩かたを震ふるわせて、振ふり返ることすぐ後ろ。

　待ち人来たり、と表現するのにバッチリな相手……ノボルとつばさが、そこに立っていた。それぞれ、まったく別の表情を浮かべて。

　唇くちびるの端はしをひくひくさせるつばさと、呆あきれ顔がおをつくるノボルの二人である──

「……わざとじゃないって、ねえ、それ本気で言っている？」

「あー諦めろ緋あけ空ぞらっち、橙矢っちはこういう生き物だ。そういうこと言うのに抵てい抗こうほとんどないのは今更だろ」

「そうだけどっ。……なんか私にそういうこと言う回数少ない気がするしー……」

　つばさがむぅと唇を尖とがらせて、僕にどこか拗すねたような視線を送ってくる。

　どこか……というか、頰も膨らんでいるから拗ねている様子そのままで。

「……結構、つばさにも色々言っちゃっていると思うけど」

「じ、自覚あるならもっと……っ」

　むぐ、と言いかけた言葉を吞のみ込むように、つばさは口を一回閉じて、

「…………もっと女ったらししないように気をつければっ？」

「素す直なおにもっと言ってって口にできないのが緋空っちクオリティだな……」

　ノボルが訳知り顔で頷うなずいて、なにかっ？　と、つばさに横目で睨にらまれている。

　とりあえず……この場で二人と会えたことは幸運だと思おう、うん。

「で、ノボルとつばさはどうしてここに……？」

「それを言うなら橙矢っちたちもだろ？　例のハルの姉さんを探すっていうメールも気にはなったんだが、オレは姉あね御ごの駆動銃ランゲージ整備しに休日出勤ってのがメインの理由だ。緋空っちは……」

「……ハル姉のこと落ち着かなくて。ここなら、近いし……」

　つばさが自分でも困っているように目を迷わせる。近い、というのは純白の花瞳エルダーアイリスのことだろう。『鶺せき鴒れい』が潜せん水すい中の今、この都市で一番塔とうに近いのは回かい廊ろうを通じる研究所だ。

　姉さんを捜そう索さくする作戦まで、まだ時間は残っている。

　それでも行動しないと落ち着かない気持ちは──痛いほど理解できた。

「橙矢は……？　ハル姉のこと、天之河室長から聞いた……大丈夫、って聞いていいのかわかんないけど……」

「うん、大丈夫だよ」

　すんなりと答えると、二人が驚おどろいたように目を丸くする。僕はほのみと顔を見合わせてから、少しだけ相そう好ごうを崩くずして、

「無理しているってわけでもないんだ。姉さんが敵になるって言ったことはショックなんだけど、それよりも姉さんを早く見つけたいって気持ちのほうが今は強いから……やることハッキリしている分、むしろ気落ちしないでいられているのかも」

「なーるほど……な。ま、ハルの姉さん絡からんでりゃそうなるか」

　身内絡みだと強いしな、とノボルは納なつ得とくしたように軽く頷き、つばさはまだ心配そうに僕を見つめている。

「橙矢……？　本当に、平気なの……？」

「うん。ただ……今の僕じゃ、姉さんに届くことも難しいんだ」

　自分の力のなさを告白することに、昔は抵抗を覚えていた気がする。

　それは本来、『弱さ』と呼ぶべきものじゃないのかもしれない。目的を達成するための力がないこと──それは弱さではなく、まだ強さが足りていないだけなのだと思う。

　今の僕には、姉さんを探して、止める力がない。

　だから……足りない力を、補いたい。

「昨日から、『再生』ができなくなっているんだ。多分、頭の中にある涙晶が、もう寿じゆ命みようなんだと思う。今までみたいな力はもうないから、姉さんを止めるには力不足かもしれないけれど……」

　驚いたように息を吞み、それでもつばさとノボルは黙だまって話を聞いてくれている。

　ほのみは傍かたわらで、僕を勇気づけてくれるように、優やさしく見上げてくれている。

「……それでも、姉さんを助けたい。止めるだけじゃなくて、助けたいんだ。姉さんはきっとなにかを抱えている……それを知って、止めた上で、姉さんの力になりたい。僕一人じゃできないと思う。だから、二人には──」

「──ねえ、橙矢。私が言いたいこと、わかる？」

　答えられない。ただ、わからないからじゃなかった。

　思わず息を吞むほどに──つばさが口元を綻ほころばせて、優しく微笑ほほえんでいる。

　その瞳ひとみには、見たこともないくらいに、力強い輝かがやきが灯ともっていて──




「それなら、私も協力する！」




　──なんて。

　なんて心強い言葉なんだろうと、思わず涙るい腺せんが緩ゆるみかけた。

「橙矢が再生できないっていうなら、私がその分、橙矢を助けてみせる！　まだ全然力足りてないかもだけど……っ、でも役に立ってみせるから！　少なくとも、橙矢が一人でなんとかするよりかは、絶対によくなるよ！」

「まあ、オレも基本的に同意見なんだが……」

　壁かべから背を離はなし、ノボルがやや気にくわなそうな口ぶりで言った。

「調律師的にダメ出しポイントだ。──橙矢っち、再生ができないから力不足っつったけどよ……お前、駆動銃っていう基本中の基本な武器、忘れてねぇか？」

「……え？」

「今気付いたって顔してんなー、おい……」

　呆れたように肩を落とし、はぁ、とノボルがため息一つ。いや……だって。

「再生がなくても、駆動銃ランゲージが……？」

「そりゃそうだろうよ。つか本来、それが武装研究員の十お八は番こだっての。橙矢っちってばここずっと、ゴスペルの力にばっか頼たよってたからなぁ。頭の中から抜けてたんだろ」

「そ……そう、かも……」

「しかも身体からだのほうはゴスペルのままなんだろ？　再生が使えなくても、ゴスペル並の身体能力と、人類の英知の結けつ晶しよう──駆動銃ランゲージが揃そろっているわけだ。なら、不足しているどころか、今でもまだ思いっきり鬼おにに金棒じゃねぇか」

　違ちがくね？　と、問われれば──違く、ない。

　本当、気付かされる……僕は思った以上に、打てる手が多いのかもしれない。

「というか、ハル姉のことだって私は納得いかない」

　つばさがむっと眉まゆを寄せて、はっきりと言い切った。

「ハル姉が橙矢の敵になるなんて絶対おかしいよ」

「……それは僕も不安に思っていたんだけどさ。でも、本人から確かに言われたんだ。追いかけてくるならって……」

「だーかーらーっ！　それが噓うそ吐ついているってなんで考えつかないのっ？」

　────う、そ？

　頭がいつかのように真っ白になる。けれども、今回はつばさが力強く頷いたため、すぐに我に返ることができた。

「ハル姉が橙矢のこと、嫌きらいになるわけないじゃん。だってあのハル姉だよ？　橙矢のこと好きすぎて甘やかしまくって、毎日好物ばっかりつくっているハル姉だよ？　しかもそれで栄養バランス完かん璧ぺきなんだよ？」

「な、なんで知っているのさ……」

「何年一いつ緒しよにいると思っているのっ。とにかくっ、そんなハル姉が橙矢のこと突つき放すとしたらさ……わかるでしょっ？」

　言葉の続きは──言われなくても、今度こそ、考えついた。

　姉さんは幼い頃ころから、ずっと僕を見守り続けてくれていた。いつも笑みを浮うかべて、なにも怖こわいものはないと、僕を包み込むように傍そばにいてくれた。

　それがなに一つ、噓でもなければ間ま違ちがいでもないとしたら──

「……僕の、ため？」

　かちり、と心のどこかでピースが塡はまる。

　それはずっと、消しきれない迷いとしてちらついていた。姉さんが僕のことを敵だと言ったときから、頭の片かた隅すみでどうしても消しきれなかった怯おびえの根源。

　姉さんが僕のことを必要としていないのなら、助けにいっても拒きよ絶ぜつされるんじゃないか？

　会っても口をきいてもらえず、また冷たい目で見られるんじゃないか──と。

　でも……でも、あの言葉が噓だとしたら？

　たとえば本当はなんらかの事情を隠かくしていて、それを僕に悟さとられないために、あえてあんな言葉を言って突き放したのだとしたら？

　もしも……僕の敵になるという言葉が、心にもないものだとしたら？

　これまで一緒に暮らしてきた姉さんと──冷たい瞳をした姉さん。

　どちらを信じて、信じられるのか。どちらを、僕は信じたいのか──




　──これより──世界の延命を、始めちゃいます♪──




　──大好きな弟のためです♪──




　──もう、追いかけてきちゃだめですよ？──




　──……だから──追いかけてこないでって……っ、言ったんですよ……？──




　──橙矢ちゃんは、私の敵です──







　──んふふ、大だい丈じよう夫ぶですよー、橙矢ちゃん♪──







　あぁ、そうだ。

　これでもう……最後の迷いも、なくなったんだ。

「……つばさ、ノボル。僕は……もう一度、姉さんと話がしたい」

　目め頭がしらに力を込こめて、溢あふれそうになる感情を今はまだ押し止とどめる。

「姉さんを探し出したい。もう一度姉さんと向き合って、真意を確かめたい。困っているのなら助けて、間違っているのなら止めたい」

　僕一人の力じゃ、きっと難しい。

　でも……だからこそ、周りを頼ってもいいのだと、僕は教えてもらった。

　それが正解なのだと、今の僕には確信できるから。

「だから、力を──貸してください」

　二人に向かって頭を下げた──その直後。

「勿もち論ろんっ」

「元よりそのつもりってなっ」

　二つ返事が揃って頭の上から聞こえて、固く締しめたはずの涙腺が思わず緩んだ。

　ゆっくりと顔を持ち上げると……力強い笑みたちが、僕を待ってくれている。

「じゃあ、早さつ速そくハル姉探しにいくっ？」

「まだ時間までたっぷりあるぜ？　でもま、姉あね御ごに連れん絡らく入れて作戦練るくらいはいいかもな。その間にオレは仕事すっかね。橙矢っち、あとで駆動銃ランゲージ貸してくれよ。一番いい状態に仕上げとくからさ」

「…………ありがとう」

　本当に、それしか言えない。希望が見えれば、自信も湧わいてくるものだ。

　たとえ再生能力を失ったとしても──やれることは、ある。

　僕は……姉さんを助けることが、できる！

「んっ、とうやくん！」

「よし……いこうかっ」

　顔を見合わせて、四人で結束して向かう先は、美陽さんの待つ特査。

　心が揃い、目的を同じくして、一丸となって進み──




　────一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、それは起こった。







　　　第五章　再生のパラダイムシフト　─Come back home, my sister─







　けたたましい警報が、ロビーに鳴り響ひびいた。

　いや、おそらくロビーだけでなく──研究所全域に、スピーカーから声が飛ぶ。

『緊きん急きゆう連れん絡らく──都市内に残留体が出現しました』

「「「「っ」」」」

　息を吞のむ声は四人分で、僕たちは弾はじかれたように天てん井じようのスピーカーを見上げた。

　今……なんて、言った？

『原因は現在調査中とのことで──か、確かく認にんできる限り、三体の人ひと型がた……《羽はね憑つき》と思われる個体を発見！　市民に被ひ害がいはなく、損害は軽度──っ、えっ？　また増えたっ……!?　訂てい正せいします！　数は五体っ、確認できる限り──っ』

「人型の《羽憑き》……？」

　──その言葉を耳にした途と端たん、どくん、と心臓が一段と跳はね上がった。合わせたように周囲から悲鳴や驚きよう愕がくの声が上がり、瞬またたく間まに慌あわただしく動き始めるも──僕は頭の隅すみが鋭するどく冷えていくのを感じていた。

　ここ最近、一連の出来事と……突とつ然ぜんの緊きん急きゆう事態が、何故か繫つながるような。

　まるで符号が合う……そんな奇き妙みような感覚に襲おそわれる。

「まさか、ゴスペル……？」

「つか、これってやばいんじゃ──っ、はいこちら八はち王おう寺じ！」

　ふと、険しい顔をしたままノボルが耳元に手を当てた。見れば、インカムを挿さしている……誰だれからか通信が入ったらしく、

「……はい、聞いています……了りよう解かいっす。でもなんで……はぁ!?　んなこと……っ、ああいや、わかりました。いま、丁度橙とう矢やっちと一緒なんでこれから向かいます……はい、じゃあ、そういうことで」

　通信はものの三〇秒程度で終わったらしい。この簡潔な連絡には覚えがある。

　果たしてノボルは、僕の想像通りの人物からの伝言を口にした。

「姉あね御ごからだ。すぐに特とく査さに集まって欲しいってよ。なんでも……このやべぇ状じよう況きように詳くわしい説明ができるらしい」

「せ、説明って……ちょっと待って、頭が回らない……な、なんでいきなり残ざん留りゆう体たいが都市の中に現れるのっ？　っ……もしかして、また『夜明けの危機』みたいなことがっ」

「……んぅ、違うと思う」

　否定の言葉を口にしたのは、難しい顔をしたほのみだった。

　彼女はある意味、この場の誰よりも『夜明けの危機』を間近で経験している。直感なのかもしれないけれど……僕も同意見だ。

　そんな生やさしい事態じゃないと──どうしてか、胸が異様に騒さわぐ。

「今いま更さら、都市に透とう過か個体の侵しん入にゆうする隙すきなんてないはず……それに、今回は人型だ。もしも侵入した残留体全すべてがゴスペルだとすれば、作戦じみた動きをしてもおかしくない。この状況も全部思考かんがえられたものってことになる……けど、なんだろうこの変な感じ……っ」

「……その勘かん、マジで当たっているかもな」

　ただ口に出していた曖あい昧まいな考えを、ノボルは意外にも肯こう定ていしてくれた。

「姉御が言うには、この一件は偶ぐう然ぜんに起きちゃいない──作さく為い的、人為的なものだって話だ。それもかなり大おお掛がかりで、《羽憑き》を放てるような組織的な動きだってな」

「組織、的……？」

　──かちっ、と塡まったピースは、嫌いやな予感を呼び起こす。

「残留体を、組織的に使えるってことは……」

「ああ、橙矢っちの想像通りだろうな──」

　ノボルは、くそっ、と悪態を吐ついてから、焦あせったように言った。

「涙るい晶しよう管理局だ……連中が攻せめ込んできているらしい……っ」

　────事態は。

　僕たちが想像していたより、悪い方向へと転がっているのかもしれなかった。




　そして言い付け通り、すぐに出向くこと、所要時間はおよそ一〇分。

　特査の部屋には──美み陽よさんとリノンの姿があった。

「できれば、ハル先せん輩ぱいの捜そう索さく作戦で顔を合わせたかったね」

　室長チェアに腰こし掛かけながら、美陽さんが苦く笑しようを浮かべた。ただその表情にいつものような余よ裕ゆうはなく、傍かたわらに控ひかえるように立つリノンも、険しい横顔を見せている。

　特査きっての冷静な二人が、こうも焦しよう燥そうに駆かられる現状──

「美陽さん……今起きていることって……」

「──随ずい分ぶんと重苦しい空気ですね」

　肩かたが凝こりそうです、と。

　不意に、そんな言葉が背後から投げかけられた。

　聞き覚えのある声こわ色いろ。思わず振ふり返れば……見覚えのある金きん髪ぱつをした少女が、ツカツカとこちらに歩いてくる。しゃっ、と少女の背で特査の扉とびらが自動で閉まれば、

「深刻になるのと真しん剣けんになるのはまた別だと思いますけど？」

「同感だなぁ。ま、アタシから言わせりゃ、やばいときほど気楽にいけばそれだけで見えてくるもんもあるってもんだ」

　まるでこちらの心を読んだかのように、金髪の少女……鈴すず蘭らんが、艶つやっぽく口元をほころばせて。

　さらにその後ろから、『羽は衣ごろも』の武装研究員──人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべて、エミリィさんまで現れた。

「す、鈴……蘭!?　それに、エミリィさん……!?」

「ふふ。期待通りの驚おどろいた反応、ありがとうございます、風かざ峰みね様」

「よーよーどうも。風峰さん、一週間ぶりくらいか？」

「二人ともどうして……鈴蘭、地下で拘こう束そくされているんじゃ……」

「なに、自分が呼んだのさ」

　例によって──と前置きしたくなるくらいには、根回し上手じようずだと思う。

　我らが室長は今度は深刻さのない、確信的な苦笑を浮かべたまま、

「この混乱だからね、脱だつ出しゆつの手引きをするのは難しくなかったよ」

「総裁の娘むすめの言う台詞せりふじゃねぇんじゃね、それ？」

「まったくですね。……それはそうと、美陽。管理局のネットワークを経由して確認してきました。貴方あなたの予想はどうやら当たっているようですね」

　鈴蘭の口からなにやら思わせぶりな言葉が飛び出した。そう、と美陽さんまで難しい顔で頷うなずいているし──もうそろそろ、傍そばで聞いているだけじゃ我が慢まんできない。

「鈴蘭……もしかして今の状況を、理解しているの……？」

「涙晶管理局の一いつ斉せい攻こう撃げき、その真っ最中──でしょう？　ええ、存じていますよ」

　あっさりと首を縦に振られ、肯定されてしまった。

　思わず唾つばを吞み込み……それでもまだ、喉のどの奥はひりつくように渇かわいていた。

「一斉……攻撃」

「そう称しようしても差し支つかえのない事態だと思いますけれど？　涙晶管理局が『管理』するゴスペルが全部で七体──『鶺せき鴒れい』に強きよう襲しゆうをかけてきたのですから」

「最強の《羽憑き》が七体、か……なるほど、確かに総攻撃に違ちがいないね」

　対して美陽さんは、冷静さを失っていなかった。

　その理由は、ちらと僕たちに向けられた視線と、続く言葉で明らかになる。

「これが君たちを招いた理由だよ。聞いての通りだ……現在──涙晶管理局の攻撃が『鶺鴒』で展開されている」

「ちょっ……ちょっと待ってくださいっ」

　やや混乱したように、つばさが言葉をつっかえながらも言った。

「涙晶管理局って……やり方はともかくっ、ええとっ、世界を守るのが役目の組織なんじゃないんですか!?　なんでこんな真ま似ねを……っ」

「守るだけじゃいられなくなった……そういうことでしょう？」

　元、涙晶管理局の人間であるリノンが、静かに視線を投げる。

　その先にいるのは──今現在、おそらくグレーゾーンに立っている鈴蘭。彼女はなにを思うのか、目を閉じると、そっと肩をすくめた。

「──目的は一つ、とある人間の抹まつ殺さつです。『鶺鴒』への襲しゆう撃げきはあくまでその過程に過ぎません」

　──どくんっ、と心臓が嫌な感じに跳ねた。

「……その、人間って？」

「予感を確信に変えて欲しいのですか？」

　──彼女は本当に、人の心を見み抜ぬくのが上う手まい。

　鈴蘭は容よう赦しやのない瞳ひとみで僕を覗のぞき込み、予感めいた僕の迷いごと射い貫ぬいてきた。

「風峰ハル──ですよ」

「っ」

「今更でしょう？　考えてもみてください。そもそも彼女は、機密である【マトリョーシカ】を奪うばっています。管理局がそれに気付かないはずもないですし、みすみす放ほうっておく道理だってありません」

「で、でもっ、たったそれだけで……！」

「世界の根幹を揺ゆるがす技術が第三者の手に渡わたった……その事実が、それだけで済むとお思いですか？　風峰ハルは、今も純白の花瞳エルダーアイリスで残留体を狩かり続けている……彼らの持つ涙晶を奪い、【マトリョーシカ】で合成することで、膨ぼう大だいな力を我が物にしようとしている」

「姉さんはそんなことっ」

「本人の意思はどうであれ。──結果は揺らぎようがないでしょう？」

　その言葉は、彼女の口から出ると、冷れい徹てつなほど説得力があった。

　涙晶管理局──世界の寿じゆ命みようを管理する組織の一人を、僕は今、前にしている。

「世界の涙晶を管理する──それだけを目的とした涙晶管理局が、個人の絶対的な涙晶の独どく占せんを見み逃のがすと思いますか？　都市一つと天てん秤びんにかけて、それでも都市中を虱しらみ潰つぶしに探すほどには風峰ハルが重かった……そう判断されただけのこと。ましてや彼女が【マトリョーシカ】を手元に置くのなら尚なお更さら──」

　不意に、鈴蘭の目元に影かげが落ちる。けれどもその意味を知る間もなく、

「風峰ハルは──つまるところ、世界の脅きよう威いなのですよ」

　少なくとも管か理れ局らにとっては、と。

　鈴蘭は僕たちに、逃れようのない現実を伝えてくる。

「これまで世界の裏側で活動することを信条としてきた管理局が、都市一つを落とす作戦を強行した……裏方が表おもて舞ぶ台たいに上がってきた意味、おわかりですか？」

　理解できるか、そうでないかと問われれば……答えるまでもない。

　姉さんを探すため行動を起こそうとした矢先に、更さらなる壁かべが立ちはだかったのだ。つまり、こういうことか。

　都市伝説にまで数えられる組織が────姉さんを、消そうとしている？

「……わかるよっ」

　理解した上で、それでも声を上げる少女がいた。

「ゴスペルさんがハルお姉ちゃんを見つけるより先に……あたしたちがっ、ハルお姉ちゃんを探して、一いつ緒しよにお家うちに帰ればいいんだよねっ」

　ああ……本当に僕は、心強い子を妹にしたのだと思う。

　ほのみは少しも瞳を曇くもらせることなく、決意の輝かがやきを宿しているから──

「すぐやろうっ。ハルお姉ちゃんを迎むかえにいこうっ、ねっ？」

「──うん、そうだね」

　だから僕も、もう迷わないで、頷くことができる。

　僕はほのみと顔を見合わせてから、鈴蘭に二人で向き直った。

「どんな事情があったとしても……涙晶管理局より先に、姉さんを見つけるだけだよ」

「そして……管理局の手から守る、とでも？　風峰様、貴方は理解しているのですか？　風峰ハルが、いったいなにをしようとしているのか──」

　──それは前に、地下室で格こう子しを隔へだてて、彼女から投げかけられた質問だ。

　あのときと同じように、鈴蘭は険しい眼まな差ざしを僕に注いでいる。

「彼女はきっと、世界なんてもの、障害にすら思っていませんよ。おそらく彼女がやろうとしていることは──」

「……うん、わかっている」

　きっと鈴蘭はあの日──純白の花瞳エルダーアイリスで姉さんに負けたときには、もう気付いていたのだと思う。

　そうじゃなかったら、こんな……なにも知らないでいた僕を、姉さんの想おもいをまったく理解していなかった僕を、責めるような目つきはできないはずだから。

「風峰様……？」

「なんとなく……うん。姉さんがやろうとしていることが、わかったんだ」

　僕たちの前から姿を消して、涙晶管理局の機密を奪い、人工のゴスペルにまで姿を変えて、それでも姉さんはなにかをやろうとしている。

　そうまでして──成し遂とげたいことがあるとすれば、それはきっと……

「──だから僕は、止めなくちゃいけない。姉さんを止めた上で、涙晶管理局からも守り抜ぬく。そうすればなにも問題はないよね？」

「……理想的だね」

　ふぅと息を吐いて……美陽さんは次に、口元を気持ちよく吊つり上げてみせた。

「けれどもそれが唯ゆい一いつの解答でもある、か。ふふ、よく言ったね、だいだいやじるし──これで我々特査のやることはより明確になった」

「っすね。ハルの姉さんがいるとすりゃあ……あー、今も残留体と戦っているって仮定すっとだが、やっぱ純白の花瞳エルダーアイリスか？」

　そう、ノボルが声を上げた直後だった。

　天てん井じようのスピーカーが──再び、音割れするほどの大だい音おん声じようを響ひびかせる。

『きっ、緊きん急きゆう連れん絡らく！　南口エントランスに残留体の侵しん入にゆうを確かく認にん！　迎げい撃げきに当たるも現状の戦力では不足していますっ、動けるものはただちに応おう援えんに向かってくださいっ……っ。さっ、更に西口、東口エントランスにも襲撃！　至急、至急っ、応援を──っ！』

「っ、ここに攻せめ込んできている……っ？」

「──彼らも同じ考えに至ったようですね」

　……時間がありません、と。

　動どう揺ようする僕たちとは違い、鈴蘭は表情に焦あせりの色を一いつ切さい見せなかった。

「狙ねらいは研究所ここの地下、回かい廊ろうから純白の花瞳エルダーアイリスに向かうつもりでしょうね。──衝しよう突とつしたら面めん倒どうです。回り道ですが、一いつ般ぱんのシーポートを使って純白の花瞳エルダーアイリスを目指したほうが賢けん明めいかと。管理局の目的が回廊なら、他ほかの移動施し設せつまでは潰つぶされていないでしょうから」

「鈴蘭……？」

　その口ぶりはまるで、僕たちを姉さんの下もとにまで導くようなもの。

　もっと言えば──管理局ではなく、僕たちの側に立つような言葉じゃ……

「──私のことも救うと、風峰ハルは言いました」

　その意味を確かめるだけです、というのは言い訳なのか。

　敵か味方か、未いまだグレーゾーンに立つ少女は、感情の読めない瞳を僕に向けた。

「急ぎましょう。──風峰ハルと、もう一度会いたいのでしょう？」







　特査の部屋から一歩出れば、研究所は大混乱していた。

　白衣の職員たちが廊ろう下かを忙せわしなく走り回っている。その横顔は全員に共通して、焦しよう燥そうか苛いら立だち、あるいは恐きよう怖ふに染まっている。応援を回せ──被ひ害がい報告はまだか──通信が繫つながらない──口早につく言葉は、状じよう況きようの過か酷こくさを物語っていて。

　その最さ中なかを──僕たちは人の合間を縫ぬうようにして、駆かけていく。

「わかってはいたけど、すげぇ混乱だなぁおい！」

　職員とすれ違いざまに肩かたをぶつけ、ノボルがくそっと悪態を吐つく。

「前代未み聞もんの事態ってか……ホント頷けるぜ！」

「研究所の防衛線もじりじり後退しているみたいだね。突とつ破ぱされるのも時間の問題かもしれないな……」

　リアルタイムで報告を受けているのか、美陽さんが耳に挿さしたインカムに手をやりながら、唇くちびるを小さく嚙かんだ。

「ハル先せん輩ぱいを探す猶ゆう予よはあまり残されていないか……っ」

「──も、もしも、なんだけど」

　つばさが息を切らしながら、喉のどに言葉を詰つまらせる。

「もし、ハル姉が純白の花瞳エルダーアイリスにいなかったら……？」

「それはないと思う」

　僕ははっきりと断言する。つばさの不安を感じ取った上で、安心させる目的以外にも、根こん拠きよたる理由があった。

「姉さんのやろうとしていることが、僕の考えている通りのことなら……純白の花瞳エルダーアイリスから離はなれるはずがない。あの場所でずっと、残留体から涙晶を集めているはず」

「さっきも言ってたよね……やろうとしていることって？」

「……それは……」

　続く言葉が宙に消える。言い淀よどんだ理由は、自分の考えに自信を持てないからじゃなかった。むしろ逆で、本当は予想が外れてほしいとすら願っている。

「…………姉さんは、多分──……」

　──それでも、言わないでいたら、姉さんから逃にげているようで嫌いやだったから。

　僕は思い至ったある一つの推測を口にする────…………




「……う、うそ」

　その内容を聞いて、はじめに声を上げたのはつばさだった。

　一同が啞あ然ぜんとし、信じられないといった顔をしている──無理もないと思う。僕だって未だに信じられない気持ちで……信じたくないのだから。

「……ようやくわかったんですね」

　けれどもその中でただ一人、表情を変えないでいる者がいた。

　鈴蘭が足を止めることのないまま、感情を読み取らせない瞳で、僕を見上げる。

「そこまで理解した上で、風峰ハルを──止めると？」

「当然」

　信じたくないのとは別に、これははっきりと頷うなずける。

「姉さんがやろうとしていることは、絶対に間ま違ちがっている。他ならない姉さんにだけは、やらせるわけにはいかない……僕をこれまで守ってきてくれた、姉さんにだけは」

「──止めるに足りる理由はあるようですね」

　でしたら、と。

　鈴蘭がぴたりと足を止める。でも、唐とう突とつではなかった。

　何な故ぜなら僕たちは、研究所の出入り口──南口のエントランスに辿たどり着いたから。ここからバイクなり車なりの移動手段を確保すれば、ゴスペルの襲しゆう撃げきをかいくぐり、シーポートに向かうことだって可能だ。

「っ……！」

　────エントランスの中央に、二つの人ひと影かげさえ、なければ。

　少女が二人、立っている。

　それぞれ見覚えのある曲刀を両手に一本ずつ、計四本携たずさえている。加えてその周囲に、力ちから尽つきたように倒たおれる、大勢の武装研究員の姿があるとくれば──

「うそ、ゴスペル……っ!?」

　つばさが悲鳴じみた声を上げた。──熟練の武装研究員ですら、ゴスペルと渡わたり合うには力不足だというのに……それが一度に、二人も現れるなんて。

　しかも二人の双そう眸ぼうは、新たに現れた僕たちに揃そろって、向けられている──

「──でしたら、こんなところで時間をかけている場合ではありませんよね？」

　そう言って、まるで彼女らの視線を遮さえぎるように。

　おそらくは同属、かつての仲間と言って差し支つかえない相手に対して──

「あれは私が相手をいたしましょう」

　鈴蘭は軽い足取りで前に進み出て、僕たちとゴスペルの間に割って入った。

　言葉と行動が、一いつ致ちする。それが意味するところは、つまり──

「……なんで!?」

「そこまで驚おどろかれると、悪い気はしないものですね」

　ふふ、と少女は振ふり返らずに、背中越ごしに微び笑しようを零こぼした。

　表情は見えない。これまで何度も、涙晶管理局の命令で幾いくつもの都市に潜せん入にゆうし、何人もの人生を演じてきた彼女だ──声からだけじゃ、なにを思っているのかなんて、想像もつかないけれど。

「──夢を、ほんの少しだけ、見ました」

　これまで聞いた、どの鈴蘭の声こわ色いろとも違ちがう。

　声は少し上うわ擦ずり、熱を含ふくむ吐と息いきには期待と不安が入り混じるようで、平常心とは傍はた目めに見てもまったく言えずに、けれども違い和わ感かんをまったく覚えない──

　──まるで、素すのような、声。

「ゴスペルではなく、一人の鈴蘭として暮らし、生きて、死んでいく……人柱なんて関係なく、この広い世界に足をつけて、使命や宿命を捨てて歩いていく……そんな夢を、見たんです」

「鈴蘭……」

「ええ、まったく私らしくありませんよ。……これも全部、貴方あなたたちみたいな人と交わって、朱あかくなってしまった影えい響きようなのかもしれません」

　冗じよう談だんっぽく言って、鈴蘭が首だけで振り返る。目が合えば、初めて見る彼女の瞳ひとみに、吸い込まれそうになった。とても、澄すんでいる。

　──前に一度、思ったことがある。

　何人もの人生を演じてきた鈴蘭が、いつかゴスペルの宿命から解放されるための感情を芽め吹ぶかせたら、と。エミリィさんと武装研究員として働き、僕たちと学園祭を盛り上げたあの時間が意味を持ってくれたらいいなと──

「……本当は羨うらやましかったんだと思います」

　鈴蘭が不意に、ほのみに向けて首を傾かたむけた。

　目をそっと細めて、頰ほおがぎこちなく、微笑ほほえみの形に持ち上がる。

「全力で生きて、毎日を目め一いつ杯ぱい楽しもうとする──ほのみ様が」

「っ……で、できるよっ。鈴蘭ちゃんだってそうなれるっ。あたしにできたんだからっ……お手伝いもするよっ？」

「……心強い太たい鼓こ判ばんですね、先輩の言葉は」

　先輩──ゴスペルとして生まれ、人として生きるほのみに向かって、一つ、柔やわらかく頷いて。

「この行動は、紛まぎれもなく私の意思──」

　鈴蘭は僕たちに背を向けて、ゴスペル二人組と対たい峙じした。腰こしに巻いたホルスターから一丁の駆動銃ランゲージを抜ぬき出すと、

「ですから──行ってください。これでも元は武装研究員です。ゴスペル如きに後おくれは取りません。らしくないことを言って大変恥はずかしいので、是ぜ非ひとも、早々に立ち去っていただけると助かります」

　……無茶だ、と言葉が喉から迫せり上がる。

　いくらゴスペルの身体能力を残しているとはいえ、全力の同属相手、しかも二人を倒すなんてとてもじゃないけど無む謀ぼうすぎる。そう、止めようとして──

「いいや、まったくいつも通りだよ」

　フラン、と友人の名前を呼んだ我らが室長に、先を越こされた。

　美陽さんが背中にかけた狙そ撃げき銃じゆうを脇わきに降ろし、鈴蘭の横に並び立つ。

「とてもフランらしい言葉だ」

「み、美陽……？」

　敬語の仮面が剝はがれ、ぽかんとした表情を浮うかべる鈴蘭を挟はさんで、今度は反対側にエミリィさんが並んだ。

「まあ、そうだよな。相変わらず面めん倒どうなことに巻き込まれているっぽいが、面倒見の良さは昔から変わってねぇし、スズはいたっていつも通りのスズだよ」

「ふふ、細かい事情を抜きにして戦えるエミリィ武装研究員も、フランの友人らしいね」

　我らが室長流の賛辞に、そりゃどーも、とエミリィが快活に歯を見せた。

　ふふふにししと笑う二人に挟まれて──鈴蘭がようやくハッとする。

「ふ、二人ともなにを考えて……っ、相手はゴスペルよ……ですよっ!?　並の武装研究員が太た刀ち打うちできる相手じゃな……っ、ありませんっ」

「口調がほわほわだなぁ、スズ？」

　エミリィさんが悪戯いたずらっぽい顔で指し摘てきして、元同どう僚りようの赤面を誘さそう。

「大だい丈じよう夫ぶだ。アタシは並の武装研究員じゃねぇ、結構強い武装研究員だ。人型の《羽憑き》なんて相手にとって不足なしっ、腕うでの見せ所ってやつだろ？」

「それに、君がいる」

　美陽さんは駆動銃ランゲージを脇に抱かかえ、その銃じゆう口こうで油断なくゴスペルを牽けん制せいしながらも──

「一いつ緒しよに戦う上でこれほど心強い仲間もいないよ、フラン」

「っ……！」

　──ど直球、あの言葉を受ければ、赤面必至である。

　鈴蘭は顔を赤くしながらぱくぱくと口を開けて、その間に、美陽さんがこちらに振り返った。

「というわけだ、だいだいやじるし──突とつ然ぜんですまないね、自分はここで分かれる。ハル先輩のこと……頼たのめるかな？」

「……はいっ」

　戦力の分散として妥だ当とうであるという室長の判断。

　なにより──美陽さんの自信に満ちあふれた横顔を信じて、僕は強く頷いた。それを見届けるように向こうも軽く首を縦に振ると、

「さあ、ではそろそろ始めようか。いい加減、先方も焦じれているだろう」

　不敵に笑い、駆動銃ランゲージを構え直す。そして横の友人に、一言。

「フラン、準備はいい？」

「──っ、どうなっても知りませんからねっ」

　語ご尾びは強く跳はね上げて、けれども見え見えの照れ隠かくしに勢いはなく。

　鈴蘭とエミリィさん、そして美陽さんが三つの銃口をゴスペルに向ける。

　ゴスペルの少女たちが警けい戒かいするように目を鋭するどくさせ、

　我らが室長はにやりと唇くちびるの端はしを持ち上げる──

『────いけ！』

　言葉と銃口の光るタイミングがぴったり揃った。

　一いつ斉せい射しや撃げきがゴスペルの二人組を襲おそう。爆ばく風ふうが周囲に膨ふくれあがった。

　制圧にはほど遠い火力──けれども相手に一いつ瞬しゆんの隙すきをつくり、僕たちがゴスペルの脇を駆かけ抜ける時間を稼かせぐには十分だった。

「……美陽さんっ」

　エントランスのゲートを潜くぐり抜けてから、一度だけ、後ろを振り返る。

　もうもうと立ちこめる煙けむりの隙すき間まから、垣かい間ま見みえた我らが室長が──口元を、そっと緩ゆるませたような、そんな気がしたから。

　今度は振り返らずに、まずは移動手段を確保するため、僕はみんなと一緒に研究所から走り去った。







　人数分のバイクを調達して、混乱する街中を駆けること、三〇分程度。

　僕たちは人が溢あふれてパニックになったシーポートに辿り着いた。

「な、なにこの騒さわぎ……」

　大人数の熱に当てられたように、つばさがよろめき一歩下がった。

　海のうねりを思わせる人ひと混ごみが、一いつ寸すん先の足元のタイルを隠すほどに展開されている。怒ど声せいと悲鳴、苛いら立だちと恐きよう怖ふが空気を伝って、頰にぴりぴりとした感かん触しよくを走らせる。

　パニック、暴動──そんな言葉が相応ふさわしい光景。

「ゴスペルが襲撃してきた影響……外そ国とに逃にげようとしているのか……」

「つってもこの人数を捌さばけるわけもねぇよ。……やばくねぇか？　この様子だと空いている船なんざ簡単に見つからねぇぞ。あったとしても、周りの連中が強ごう引いんに奪うばい取ってきたって不思議じゃねぇ雰ふん囲い気きだしよ……」

　ノボルが難しい顔で歯を剝むき出しにする。……確かにまずい。『鶺鴒』が潜せん水すい中の今、純白の花瞳エルダーアイリスに向かうためにはシーポートを使う以外、都市を出る手段がないのだ。他ほかにもシーポートは幾つかあるだろうけれど、似たような状じよう況きようなのは想像に難かたくない。

　それこそ、船を強引に奪い取るかしか、方法が──




「────動くな」




　かちゃり、と。

　唐とう突とつに、背中に硬かたい感触が押しつけられた。反射的に身体が硬こう直ちよくしたのは、腰の辺りに伝わるその形が、自分のよく知っているものだったから。

　まるで────銃口。そして耳元で、低い声が響ひびいた。

「両手を上げろ。ゆっくりとだ……」

　────脅おどされている。

　経験上、そう素直に理解できてしまう自分の半生にやや苦いものを感じながらも、とりあえず言われた通りに、両りよう腕うでを持ち上げると──

「……そのまま指先と指先を合わせて、はい、丸っとポーズ！」

　声が一転して陽気なものに変わったので、僕は躊ちゆう躇ちよなく振り返った。

　銃口を突つきつけた人物はフードを被かぶっていた。口元は堪こらえきれないように三日月形に歪ゆがんでいる。僕は半眼になってそのフードを勢いよくめくり上げた。

　────さらさらとした銀の長ちよう髪はつが、風に揺ゆれる。

「はは、やめてくれよトーヤさん。これでも俺、一応は世界に敵認にん定ていされた指名手配犯ですよ？　面が割れたらどーしてくれますか」

「…………な、なに、しているのさ……」

　ぷるぷると肩かたが震ふるえる。ほのみたちが、えっ、と僕の異変に気付いたのか、驚おどろいたように揃そろって声を上げるも──僕に関しては同じように反応できるはずもない。

　目の前に立つ青年の、フードを取って晒さらした顔は──意地悪く笑い、まるで悪戯成功と言わんばかりのしたり顔をする相手を、よもや間ま違ちがいようもない。

「こんなところでなにしているのさ……レーシュ！」

「なにってやだなー、トーヤさんたちを手伝いに来たんですよ？」

　あっけらかんとそんなことを言い放つ青年こそ──レーシュ。

　つい最近、殺し合いの果てに和解っぽいものを為なした、現在世界的に指名手配中のレーシュだった。いや……本当になんというか、とりあえず！

「今の登場はなに!?」

「ん、雰囲気づくり？　普ふ通つうに声かけちゃ面おも白しろみが足りないかなーと」

「努力の方向性間違えている……！」

　銃口を突きつけられての挨あい拶さつにはそこそこ覚えがあるだけにホント洒落しやれになってない。しかもレーシュが今は下げている拳けん銃じゆう、見た目や質感からいっておそらく本物だ。

　その疑問が視線となって伝わったのか、レーシュがひらひらと拳銃を揺らす。

「ああ、これですか？　トーヤさんの姉さんにレギナ・リリウムを取られちゃいましたからね。戦力の補強というか護身用というか、あとは……パーティーグッズ？」

「ちょっ、こんなところでひらひらさせないで！」

　慌あわてて言うと、ははは、と笑いながら青年が拳銃を懐ふところにしまった。な、なんて物ぶつ騒そうな人なんだ。……今いま更さらと言えば本当に今更なんだけどさ！

「……で？　どうしてレーシュがここに？　レーシュも外国に出るために？」

「あれ、聞いてないんですか？　トーヤさんのとこの室長さんから」

「…………美陽さん？」

　どうしてその名前が出てくる？　と思いきや、レーシュはおもむろに懐から携けい帯たい──持っていたことに少し驚いた──を取り出し、なにやらメールの文面を僕に見せてきた。

　というのも、レーシュ曰いわく、

「『これから自分の仲間が純白の花瞳エルダーアイリスに向かうため、シーポートへ行く。都市の現状から混雑が予想されるため、よければ力を貸して欲しい』──って、少し前に室長さんからメールが届いたんですよ。故ゆえに俺ここにあり、ってことです」

「……い、色々と突っ込みたいところがあるんだけど」

　頭を抱えていいものか、切せつ迫ぱくした状況だからすごく悩なやんで困る。

「……ええと、美陽さんのアドレス、なんで知っているの？」

「ほら、昨日、トーヤさんが純白の花瞳エルダーアイリスでへろへろになりましたよね？　あのあと、トーヤさんをケンキュージョの本隊に運んだときに、ちょっと」

「ちょっと……なんだ……」

「まあ今となっては敵対する理由、こっちにはないですからね。協力したいくらいだって前に言ったじゃないですか。だからここにいるわけですよ」

　訳知り顔で語られてしまった。もうなにがなにやらと仲間に視線で助けを求めると──一同には動じた色がまったく顔に浮かんでいなかった。え……まさか。

「……みんな、知ってたの？」

「あー、まあオレもアドレス交こう換かんしたし。敵じゃねぇならとりあえずはな」

「わ、私はそのっ、今後のためを思って！　と、橙矢以外の男の子のアドレスなんていらなかったんだけど！」

「私は……単純に価値があると思ったから」

「あたしも交換したよっ。アイネちゃんともっ」

　ほのみがいい笑え顔がおを向けてくれる。……そういえば、昨夜はずっと引きこもっていたんだっけ。なんだろう、この置いてけぼり感……。

　まったくもって──どこまでも手が回る、我が頼たよりになる室長である。

「……理解したよ。うん、大だい丈じよう夫ぶ。うん……」

「なんか暗くなってません？　ご理解いただけたならなによりですけど……」

　ぽりぽりと頭を搔かく銀ぎん髪ぱつの青年。……理解が追いつくと状況が把は握あくできてくる。つまりこの青年が僕たちの前に現れた理由は──

「……さっきのメール？」

「ええ、まあこの人混みですからね」

　アイネもウチで待ってます、とレーシュが親指で背後を指し示す。その方角には、船せん舶ぱくが一列に停てい泊はくする波は止と場ばの区画がある。

　そのうちの一隻せきは、かつて乗った覚えがあるからか、遠目からでも目がいって──

「ウチの潜水艦ふね、よかったらまた乗っていきますか？」

　にぃ、とレーシュは不敵に口の端はしを釣つり上げた。







「皆みなさんお待ちしてましたっ。さあ、どうぞ中へ！」

　世界の敵として認識される潜水艦──否いな、潜水都市『雨あま燕つばめ』。

　そこに足を踏ふみ入れた僕たちを、たった二人しかいない国民のうちの一人、アイネちゃんは快く歓かん迎げいしてくれた。

「アイネちゃん、事情は……」

「大体の経けい緯いはレーちゃんから聞いています。……トーヤさんはレーちゃんの、わたしのかけがえのないお友達です。わたしにできることがあったら協力させてください」

　真しん摯しな瞳に見上げられて、胸の奥がじんわりと熱くなった。……本当、助かる。

　まだ、大丈夫だと──厳しい状況でも、希望があるのだと思わせてくれる。

「……ありがとう、アイネちゃん」

「俺たちにとっても人ごとじゃないですし、まあそう畏かしこまることないですよ」

　後がつっかえてますしね、とレーシュは船の扉とびらを固く締しめると、通路で立ち止まっていた僕たちの背中をぐいぐいと掌てのひらで押しながら、

「──人柱母さんの問題はまだ解決していない。行き先が純白の花瞳エルダーアイリスっていうなら、目的はそう俺たちと違ちがわないはずだ。大方……トーヤさんの姉さんを止めに行くんですよね？」

「……うん。姉さんがやろうとしていることは──」

「詳くわしい話まではいいですよ、そんな暇ひまもない。こっちにしてもあの人に花瞳アイリスの中うろうろされてちゃ、後々面めん倒どうそうなことになりそうだ。──船室、適当に使っててくださいな。すぐにでも出発しますよ」

　ひらひらと手を振ふって、レーシュの背中が通路の向こうに消えていく。その後ろをアイネちゃんが駆かけ足でついていった。……改めて、兄妹きようだいみたいな二人だなと思う。

　アプローチの仕方は違えど──緊きん迫ぱくした状じよう況きよう下かで、ああも平然と振る舞まえるのは、あの二人が生き抜ぬいてきた強さによるのかな。

「……じゃあ、僕たちはお言葉に甘えてようか。各自、純白の花瞳エルダーアイリスに着くまでは休きゆう憩けいってことでいいかな？」

「賛さん成せー。部屋も結構あるみたいだし、一人一部屋使わせてもらうかねぇ……あぁそうだ、後で皆みんなの駆動銃ランゲージ貸してくれよ。着くまでの間にできる限りの調律はするぜ」

　そう言ったノボルを皮切りに、僕たちはそれぞれ船室へ入っていった。

　ぎし……と、擦こするような金属音を鳴らし、後ろ手で扉を閉める。

「……ふぅ」

　ようやく吐ついた一息は、防音仕様なのか、室内によく響いた。

　船室の中は簡素な造りで、無地のベッドに木製の机と椅い子すがセットで鎮ちん座ざしている。壁かべにはめ込まれた窓からは、今はシーポートの景色が見えるだけだけれど、潜水中には深い碧みどりの色が見えてくるのだと思う。

　急に一人になると、色々と……考える余よ裕ゆうも生まれる。

　窓まど際ぎわに近寄って、硝子ガラスを指でなぞっていると──不意に、口を開きたくなる。

「……もう、四度目か……」

　そう、四度目だ──かれこれ四回、僕はこうして通常とは違った奇き妙みような形で、純白の花瞳エルダーアイリスを訪おとずれようとしている。

　一度目は、姿を消したほのみを追いかけるために。迷子だった少女は真っ白な花畑の中心で泣いていて、彼女を本当の意味で拾ってから、僕の世界は大きく変わった。

　二度目は、『鶺鴒』を危機に陥おとしいれたレーシュを殺すために。色々あって、今はその青年と一いつ緒しよに船に乗り込み、共通の目的を果たそうとしている。

　三度目は、鈴蘭とリノンによって攫さらわれたほのみを助け出すために。辿たどり着いた先で、僕はこの世界の秘密と、残ざん酷こくな人柱の存在を知った。

　そして、四度目──僕は今、姉さんを止めるため、純白の花瞳エルダーアイリスへ向かっているわけだけれど。

　前回までの三回とは、決定的に違うことも──ある。

「……やっぱり、もう寿じゆ命みようか……」

　手でさするのは後頭部、そこには本来、残っているはずの傷きず跡あとがない。

　再生能力──ここまで来る途中に何度か思考を巡めぐらせてみたけれど、一向に脳内の涙晶が反応する気配はなかった。

　姉さんを傷つけてしまった事件で多くを失い、そして得た──唯ゆい一いつの力。

　あれは、僕を戒いましめるための楔くさびであり、同時にこれまで何度も命を救ってきてくれた──大切な相棒でもあったのに。

　前まえ触ぶれもなく、こうもあっさり消えてしまうと……変な表現かもしれないけれど、

「……寂さびしいなぁ」

「──なにが？」

　不意に、と表現するには、予想できた声が背中にかかった。

　ほんの少し前に……鍵かぎをかけていない背後の扉が開いたのには気付いている。

「それとも、不安なの？」

　突とつ然ぜん現れたわりに、ずばり心中を見み抜ぬかれたものである。苦く笑しようして振り返れば、若わか紫むらさき色の瞳──透すき通った双そう眸ぼうと目が合う。

　リノンは口元を少し緩ゆるめて、僕と同じような微び苦く笑しようを浮うかべていた。

「お邪じや魔ましてます。少し、話してもいい？」

「どうぞ、僕も丁度話したかった。──で、そうだね、うん。不安かもしれない。あれだけ啖たん呵か切っておいて、情けない話だけどさ」

「仕方ないと思う。……風峰ハルを止めるということは、おそらく今までに戦ってきたあらゆる敵より、強大な相手に立ち向かわなくてはならないから」

　その口ぶりは言葉こそ厳しいもので、けれどもどこか柔やわらかな声こわ色いろだった。

　それは語る対象が、あのほんわか笑顔の姉さんだからかもしれないけれど──

「……やっぱり姉さんは強いかな？」

「とても。【マトリョーシカ】──涙晶の合成は、前に鈴蘭の言った通り、潜せん水すい都市の力を育て上げて、ゴスペルと出会う機会を増やすための枷かせだけれど……同時に、誰だれもが強大な力を持たないための処置でもあったの」

「力……合成した涙晶？」

「ええ。個人か国家か、一つの勢力に高純度の涙晶が渡わたれば、世界のパワーバランスは一いつ瞬しゆんで崩くずれてしまう……それは、涙晶管理局がもっとも怖おそれていたことだから」

　世界規模の組織が恐きよう怖ふする事態──字じ面づらだけ見ると突とつ拍ぴよう子しもない。

　でも現実に、その事態を引き起こしているのは……僕の、実の姉なのだ。

「風峰ハルは今、多くの残留体から涙晶を奪うばっている。下へ手たをしたら、もうゴスペルが束になっても敵かなわないほどに、強力無比な力を手に入れているかもしれない」

「……たたでさえ天才武装研究員な姉さんが、ゴスペルを超こえる身体能力と『再生』をってことか……うん。確かに、強いね。もう無敵だ」

　自分でも声が浮うわついているのがわかる。リノンが苦しいものでも見たかのように眉まゆを寄せた。……空元気だって気付かれたかな。

「……あるいは、自分を止めにきた弟に対する動どう揺よう……みたいなものも、期待できるかもしれないけれど」

「それもない、かなぁ……姉さんはきっと、僕を守るためならどんなものとだって戦おうとすると思う」

　それはたとえ、相手が僕自身であったとしてもだ。これを自うぬ惚ぼれだと思える余裕は、この数日でとうに失っている。僕を守るためならなんでもするはずだ。




　────橙矢ちゃんは、私の敵です────




　それほどまでに──姉さんは強くて優やさしい人だと、思い知らされた。

「優しすぎるんだ、姉さんは。だから……強くなれるし、なりすぎる」

「……勝算はあるの？」

　なんとなく──ここから先が本題のような気がした。

　リノンが表情を一転させて、まるで少しの誤ご魔ま化かしも見み逃のがさないようにと、強い視線を僕に向ける。

「風峰ハルは、強い。国一つぶつけても、彼女なら退けたっておかしくない」

「……僕だってそこそこ強いよ。一応、ゴスペル並の力と、ノボルが鍛きたえてくれた駆動銃ランゲージがある。そこらの武装研究員には後おくれを取らないよ」

「冗じよう談だんだったらすぐに止やめて。……武装研究員がどうとか、そんなもの関係ないくらい強さの次元が違うことは、これまで何度もゴスペルと戦ってきた風峰君が一番よく知っているはずでしょう？」

「でも……生きている。それが僕の強さの証明にならないかな？　ああ、相手が姉さんなら僕だって多少は動きが読めるだろうし、それも込こみで考えれば勝率だって」

「──風峰君っ」

　[image: ]しかられた、と表現するに相応ふさわしい鋭するどい声だった。

　足早に近寄ってきたかと思うと、リノンは至し近きん距きよ離りから僕をきっと睨にらみ上げる。透とう明めいな瞳ひとみには、確かに僕に対する怒いかりの感情が綺き麗れいに燃え上がっていた。

「……私は、貴方あなたを行かせたくない」

　絞しぼり出すような、見ているこっちが苦しくなるような声に、思わず息を吞のむ。

「相手が実の姉だからって、ううん、実の姉だからこそ、貴方が勝てるなんて到とう底てい思えない。きっと貴方は、風峰ハルに負けて、ひどく辛つらい気持ちを味わう。……そんな場所に、わざわざ友人を送り出すなんてこと……」

　ぐっと唇くちびるが嚙かみ締められ、言葉の続きは聞けなかった。代わりに、ぽつり……と。

「……今ここで、貴方を四重で固めた檻おりに閉じ込めたっていい」

「そ、それは勘かん弁べんして欲しいかな……」

「それくらい無む謀ぼうだって言っているのっ」

　絵面を想像してややおののくと、リノンからお[image: ]りを受けてしまった。

　[image: ]るような目つきとはほど遠い、こちらを心配するような切ない上うわ目め遣づかいで──

「……ここまで戦力差がはっきりしていて、それでも……？」

「……うん、行くよ」

　その結論だけは絶対に変わらない。

　たとえ再生能力を失って、その上姉さんは全ぜん盛せい期よりも遥はるかに強い力を手に入れていたとしても──彼ひ我がの力の差がどうしようもなく大きいものだとしても。

「姉さんは──……僕が止める。たとえ、もう『再生』がなくても……」

「──だったら」

　半歩だけ、少女が僕との距きよ離りを詰つめた。

　爪つま先さき同士がこつんと触ふれ合い、リノンは僕を潤うるんだ瞳で見上げる──




「もう一度、その羽を摑つかむ覚かく悟ごはある……？」




「……どういうこと？」

「────誰にも言わなかったけれど……私は……」

　言い淀よどむように言葉を切って、覚悟を決めるように息を吸う。

　そうしてリノンは苦しそうに瞳を細めながら、言った。

「あのとき……涙晶管理局の船で、【マトリョーシカ】のデータをダウンロードして──風峰ハルに端たん末まつを奪われる前に、落としきったデータをこの目で見ている」

「っ」

「涙晶の合成──それだけなら、知識として、知っている」

　────【マトリョーシカ】の知識を手に入れたのなら尚なお更さら……。

　不意に、いつだったか回かい廊ろうまでの道すがらに聞いた台詞せりふが甦よみがえる。

【マトリョーシカ】の危険性──それがどういったものか、リノンはあのときには既に理解していたんだ。

　リノンは俯うつむいていて表情は窺うかがえない。……黙だまっていた理由を訊たずねる必要もなかった。

　それだけ危険な代しろ物ものなのだ。世界の常識すら覆くつがえすほどの知識を、姉さんを追いかけることで余裕のなかった僕たちに打ち明けなかったのは……彼女なりの気き遣づかい。

　知ったところでどのみち──あの姉さんを止めるには至らなかったと思うし。

「……研究所を出る前に、手に入るだけの涙晶をかき集めた」

　そう言って、リノンは腰こし元もとに巻いたホルスターに目を落とす。普ふ段だんより装備している予備の涙晶カートリッジ……駆動銃ランゲージの弾だん倉そうの数が多い──それも全すべて、表面の色いろ艶つやを見るだけで、高純度の涙晶だとわかるくらいの代物ばかりだ。

「リノン……」

「……リスクは、ある」

　その台詞に……どくん、と心臓が高鳴る。リノンの言葉とは裏腹に、僕は希望の気配を感じていた。

　彼女は、僕が──なにを言おうとしているのか、わかっているようで。

　僕が名前の先を口にする前に、彼女は意を決したように、僕を見上げた。

「一度受け入れたからといって、今度も貴方の脳が涙晶を拒きよ絶ぜつしないとは限らない。たとえ成功したとしても、従来通りの再生能力は期待できない──全力を出せば、おそらくもって数分程度だと思う。決して風峰ハルと戦うのに対等と呼べるものじゃない」

「……それでも、リノンが僕にそう言ってくれたってことは」

　また一つ、希望の光が胸に灯ともる。

　まだ辛そうに瞳を揺ゆらすリノンに、僕は頰ほおを緩めて微笑ほほえんだ。

「少しでも──姉さんに敵う勝率が上がるってことだよね？」

「……私はっ」

　まるで胸が張り裂さけるような、吐はき捨てるような口調で。

　リノンは沈ちん痛つうそうに眉を寄せて、そんな表情を隠かくすように、僕の胸に額を預けた。

「私は……これくらいしか、貴方にできない……」

「ううん、十分すぎるよ」

「……本当は、私を助けてくれた貴方に、もっと力になりたかった……っ」

「なっている。これ以上ないくらい──最高の贈おくり物ものだよ」

　再生は──傷を治す力だ。

　言わずもがな、傷つくことを前提とした能力である。強大な再生能力は、それに相応しいだけの過か酷こくな戦場でこそ発揮される。

　リノンが僕に与あたえようとしてくれているのは──そういった類たぐいの力だ。

　きっと彼女は……この一見口数が少なくて、最初は無表情を貫つらぬきつつも最近はそうでもなくて、友人想おもいの優しくて不器用な少女は──再生能力を僕に与えることすら、苦しんでいる。

　傷がなければ、再生はいらない。再生があれば、傷ついても戦える──

「だから、頼たよらせてくれないかな、リノン？」

　──そんな真ま似ねができるのは、信じているからこそだ。

　今まで何度も僕を助け、奮い立たせてくれた再生の力が──

　友人が必死の想おもいで打ち明け、託たくそうしてくれた力があれば──

「大だい丈じよう夫ぶ。リノンが力になってくれたら……僕はきっと姉さんを止めることができる」

「…………本当、変な人」

　とん、とリノンが爪先を揺らして、僕の胸むな元もとから離はなれる。

　顔を上げれば、そこには──ちょっとだけ悔くやしそうな微び笑しようが咲さいていた。

「これで状じよう況きようが劇的に変わるわけでもないのに……不思議と、貴方が大丈夫って言うと、上う手まくいくように思えてくる」

「……それはなによりだね。我が家の口くち癖ぐせも、役に立ったよ」

　こちらも微笑み返す。僕とリノンはしばらく見つめあって──

　おもむろに、少女が腰元のホルスターから駆動銃ランゲージを抜ぬく。両手でしっかり握って、

「いい、風峰君？」

　杭撃ち銃リベツトガン。紅くれないに塗と装そうされた銃じゆう口こうが、僕の額に向けられる。無言で頷うなずいた。

　……そういえば、こんなときにしょうもないことだけど──こうして彼女から銃を突つきつけられるのは、果たして何回目になるんだろうか。

「……ふ、ふふ」

「な、なに笑っているの……？」

　なんでもない、と怪け訝げんそうにするリノンに首を振ふる。ちょっとした思い出し笑いで。

　だからかなぁ、と思う。

　銃口を構えられても、僕は今、とても落ち着いていられる──

「──また、そうやって笑ってみせて」

　リノンが囁ささやくように言った。細い指先が引き金にかかり、しなやかに絞られる。

　光が……銃口に集まっていく。ホルスターの涙晶カートリッジから幾いく千せんもの光線が、リノンの身体を、腕うでを細く伝い、銃じゆう身しんを搦からめ捕とり──僕の額に向かって収束される。

　形作られるのは、希望となる光の羽。

　これより僕は、もう一度だけ、この身体からだをゴスペルと化す。

　真っ白な光が視界を染め、その最さ中なか、リノンの微笑が可愛かわいく零こぼれた──

「頑がん張ばって────風峰君」













　かしゅー、と。

　空気を鋭く吐き出してから、鈍にび色いろの扉とびらが重厚な音を上げて開かれる。

　純白の花瞳エルダーアイリスへ物理的に接続するためのチェンバー──『雨燕』の扉を抜けて、僕たちは塔とう内ないへの一歩を踏ふみしめた。

「相変わらず冷えますね、ここは」

　言うほど寒くはなさそうに、レーシュが拳けん銃じゆうを片手に周囲を見回す。

　レーシュの船で繫つないだ先は、花瞳アイリスの中心部とも言える、螺ら旋せん階段が壁かべ伝いに渦うず巻まく巨きよ大だいな空間だった。僕とレーシュが合計して二度、戦った場所でもある。

「妙みような縁えんがありますねぇ、ここには……ね、トーヤさん？」

「……油断しているとやられるよ。拳銃しか持ってないんだから」

　含ふくむような笑いに思わず反はん抗こうしてしまう。同じようなことを考えていたとは言えない。

　とはいえ……警けい戒かいはして然しかるべき、だ。

　純白の花瞳エルダーアイリス──残留体の住処すみかに入り込んだ以上、いつどこから脅きよう威いが現れても不思議はない。警戒は当然の振る舞まいで、僕も駆動銃ランゲージのグリップを握にぎりしめながら──

「……やけに静かじゃない？」

「ですね。獣けものじみた気配がまったく感じられない」

　レーシュも気付いていたのだろう、青年の首が縦に振られた。

　そう──塔とうに入った瞬しゆん間かんから覚えた違い和わ感かん。それは……

「俺たちが接続したのは、塔のやや上層部──『鶺鴒』が今のところ攻こう略りやくできているギリギリのエリアだ。ちょっとこれは静かすぎるでしょう。まさか残留体を狩かり尽つくしたわけでも……いや、あるのか？」

「……もしかして、もうハル姉が？」

　なにかに気付いたようなレーシュに代わって、つばさが緊きん張ちようした面おも持もちで呟つぶやいた。

「そうだよ……！　近くの残留体から全部涙晶を奪うばい取ったんだったら……！」

「……どうかしら」

　今は、とリノンは考え込むように睫まつ毛げを伏ふせると、

「涙晶管理局が襲しゆう撃げきをかけ、風峰ハルが姿を消している──異常イレギユラーな事態よ。おかしなことはつきものだけど、その分、なにが起きるかまでは予測できない」

「ま、決めつけはよくねぇってこったな。なんにせよ警戒して進むにこしたことはねぇだろ。やることは変わんねぇわけだし」

　楽観的なようでいて的確な指針を示して、ノボルがちらと僕に横目を向ける。

「一応、サーモスキャンもあるぜ。で、だ。橙矢っち、上と下……どっちを目指す？　なんなら、二手に分かれるって手もなくはねぇと思うが」

「そうだね……」

　これだけ大きな塔だ。人一人を闇やみ雲くもに探すのは無む謀ぼうすぎる。

「……戦力分けるのはリスクが高いから、当面はサーモスキャンで周りを警戒しながら、全員固まって人の熱源を探していこう。ノボルには演算してもらうことになるけど」

「構わねぇよ。オレに残された仕事って言えば、もうそのくらいだしな」

　親友は腕わん白ぱくっぽい笑顔で意い気き揚よう々ようと胸を叩たたいてみせた。ノボルにはすでに『雨燕』の中で僕たちの装備一式を整備してもらってある。感謝の言葉はここで言うには時間をかけすぎるから、僕は頷き返して、ひとまず──

「姉さんが残留体を狩り続けていると仮定するなら、未み開かい拓たくの下に向かうかな……」

「……とうやくん」

　これまでずっと無言だったほのみが、くい、と僕の服の裾すそを引っ張った。

　見れば……その指先が、微かすかに震ふるえている。

　残留体の力を一部受け継つぐとはいえ……ほのみは本来、荒あら事ごと担当じゃない。姉さんを探したい、その本人のたっての希望でここにいる。僕としては気持ちがわかる反面、やっぱり『雨燕』の中でアイネちゃんと一いつ緒しよに待っていて欲しいのだけれど──

「ほのみ、気分悪い？　なんなら『雨燕』の中に戻もどっても……」

「……そ、そうじゃなくてっ」

　気付く。ほのみは指先だけでなく、肩かたから腕、足まで……全身を寒気でも感じるように震わせていた。いつもの健康的な印象から一転、顔を青白くさせていて──

「へ、変なのっ。さっきから変な声聞こえて……どんどん、大きくなっているっ。頭……っ、割れそう……」

　ついにはよろけてしまい、僕は慌あわててほのみの身体を受け止めた。

「ほのみ、ほのみっ？」

「…………とうや、くん……これ…………」

　──怖こわがっている、声だよ。

　胸元でぐったりする彼女から、そう、かろうじて唇くちびるから読み取れた……途と端たんだった。

　ようやく──僕にも、それが耳に届いた。

「……なんだ……？」

　木霊こだましているような、それでいてむしろ段々と大きくなっているような……音。

　塔内の壁から壁へ、乱反射するように飛び交かい──近づいてくる、反はん響きよう音おん。

「……ねぇ、変な音しない？」

「あん……風の、唸うなりか……？」

「いえ……この、音……違ちがう？　声……？」

「…………っ──トーヤさんっ」

　──いち早く反応できたのは、彼が、経験者だったからかもしれない。

　レーシュが注意を促うながすように叫さけび、頭上から周囲へ鋭するどい視線を巡めぐらせた。

「まずい──来ますよっ」

　来るって……なにが。

　呆ほうけたような僕の呟きは、けれども誰だれかの耳に届くこともなく、かき消される。

　耳をつんざく──破は壊かい的な大だい音おん声じよう。

　そして────そんな音の暴力を塗ぬり潰つぶすような、視界に対する更さらなる暴力。

　螺旋階段のレールを伝うように……真っ黒な奔ほん流りゆうが、下方より天へと駆かけた。




　────オオオオオオォォォォォォォオオオオオオオ────




　おぞましいほどの数と、彼らの咆ほう哮こうが音を震わせ、鼓こ膜まくを激しく叩く。

　僕は────目の前に現れたその自然現象のような光景が、見たこともないほどに群れた残留体の軍勢だと、知る。

　その数……およそ…………数え切れないほどに──？

「っ……想定通りっ」

　ものすごい勢いで侵しん食しよくしてくる絶望を、押し止とどめてくれた声があった。

　まるで武む者しや震ぶるいするように頰ほおをひくつかせて、けれども目の前の光景に吞のまれんと、目は輝かがやきを失わずに──

「やっぱり従えてましたか……っ。ははっ、トーヤさんっ！　アナタの姉さん、下へ手たすりゃ俺より扱あつかい上手いんじゃないですか!?」

　レーシュの放った言葉で、ようやく僕は金かな縛しばりのような硬こう直ちよくから解放される。

　残留体の群れは留とどまることを知らずに、未いまだ下から上へと飛び続ける──

「ってことは……っ！」

「ええ、レギナ・リリウム──残留体の力ちから尽ずくな統とう率そつですよっ！　この数、まさか中層近くまで制圧したんじゃないだろうな……っ」

　悔くやしさと焦あせりが滲にじむ横顔は、あの剣けんの本来の持ち主からの嫉しつ妬とか──

「……でもまあ、手間が省けたっ」

　レーシュは突とつ然ぜん、腕を伸のばし、肘ひじを軽く曲げ、腰こしだめに体重を落とした。

　両手で構えるものは、実じつ弾だんが装そう塡てんされた拳銃。

　銃口が狙ねらう先は、渦うずを描えがいて、塔の上部へと飛んでいく残留体の群れ──

「レーシュっ!?」

「行き先、決まりましたね」

　にぃ、と銀ぎん髪ぱつの青年が片頰を獰どう猛もうに歪ゆがめる。

　拳銃を構えるという行こう為い、そしてその言葉が示す意味は──

「アイツら、このタイミングで出てくるってことは、多分前もってレギナ・リリウムで命令されてたんですよ。たとえば『この先へ誰も行かせるな』──とかね」

「っ……じゃあ、姉さんが!?」

　──怖がっている声。

　レギナ・リリウムの強制的な支配を、ほのみはそう直感的に称しようしたのだとすれば。

「わざわざこれだけの数を防衛に回すんだ……その先には玉座があるんじゃないですかね？　この場合、女王様ってことになるんでしょーけど」

　だからああ言ったのか──行き先が決まった、と。

　そして……その言葉を証明するように、残留体の軍勢が遂ついに奔流を止める。

　空中で無数に浮うかび立つ形で、赤い瞳が僕たちを包囲した。

《羽憑き》の証あかしたる飛行能力を携たずさえた、強力な残留体──それらが視界を埋うめ尽くさんばかりに待ち受けるのは、全身から絶望を呼び起こすには十分すぎる光景だ。

「……さあて、今度の舞ぶ台たいはいささか単純だ」

　それでも──僕の横に立ち、言い放つ青年の声は不敵な色で満たされていて。

　僕とて、心中に湧わいた絶望を手なずけ、逆境を超こえるための勇気として燃やすくらいには、意思を持ってここに立っているつもりだった。

「女王を守る兵隊を蹴け散ちらして、ただ頂いただきを目指す──筋書きはこうです。どうです？　最終決戦前のシナリオとしては、わかりやすくて俺は結構好きですけど」

「……意見が合ったね」

　僕もそういう流れは嫌きらいじゃない。

　やることがわかりやすくて、全力をぶつける先がハッキリしていると──ぎゅ、とグリップを握りしめる掌てのひらにも、力が込こめられるというもので。

　レーシュもまた、愛剣の代わりに小さな拳けん銃じゆうを携えて、不ふ遜そんに笑った。

「道を切り開いてあげますよ、王おー様さま」

「そもそも王様じゃないけど──ねっ」

　僕とレーシュはお互たがいに合図を交わすことなく、視線を巡らせることもなく、それぞれが最良だと思う行動を取り──そして、それが最良の結果を生む。

　少なくとも僕にとっては、そう、最良で。

　僕が螺ら旋せん階段の段差に足を掛かけた瞬間、宙に浮かぶ残留体の一体が鋭く反応して──

　鋭く尖とがった爪つめが風を切り裂さきながら、僕の首を搔かく前に、レーシュが発はつ砲ぽう──

　弾だん丸がんが回転しながら宙を飛び、爪を擦こすりながら、残留体の瞳に吸い込まれ──

　苦く悶もんの叫び声が響ひびいた直後、僕は階段を踏ふみしめて、次の段へ向けて駆け上がった。

「トーヤさん……世界の命運とか色々、頼たのみましたよ──！」

　背中にかかる声は大きく強く。なにか色々託たくされてしまったなと思いつつも。

　きっと銀髪の青年は無む邪じや気きに、そして獰猛に笑っているだろうから、僕もそれに倣ならって唇の端はしを吊つり上げる。

　振ふり返らずに──ただ、強く、少しでも早く一歩を踏み出すように、走る！

「──風峰君っ」

　背中を追ってきてくれている足音は複数。

　ほのみ、つばさ、ノボル、リノン──四人の仲間が螺旋階段を上ってくる。

「いくの──っ？」

　リノンが僕の横について並走しながら、息を切らしたまま視線を投げてきた。

「うん……！　だからっ」

　力を貸して欲しい、と口にする前に閉じたのはこれで何度目か。

　若わか紫むらさき色の髪かみを風で揺ゆらして、リノンはうっすらと僕に向けて微笑ほほえみを咲さかせ、

「きっと、止めてみせて──」

　すぐに鋭く真横に目を移し、身体からだの軸じくを回転させながら連続して発砲。

　引き金を絞しぼる度たびに……きん、きん、きん、と硝子ガラスの砕くだける音色が鳴る。

　音は連れん鎖さして空間を伝い、すぐそこまで迫せまっていた残留体にまで響くと、虚こ空くうが揺らぎ──巨きよ大だいな身体を絡からめ捕とるような水すい晶しようの檻おりを出現させた。

　翼つばさを封ふうじられ、浮ふ力りよくを奪うばわれた残留体が──塔とうの奥底へと落ちていく。

「……道中の敵は私が引き受ける」

　新たに何体も飛来し、迫り来る残留体を前に──凜りんと言い放って。

　リノンはもう僕のほうは向かずに、前だけを見み据すえて銃じゆう口こうを構えた。

「風峰君は、できるだけ羽を温存して」

「っ──ありがとうっ」

「橙矢っ、後ろ！」

　響いた警告に身を硬かたくして、首だけ振り返って後ろを見れば──

　ずん……と。

　まるで意識を失ったように、突とつ如じよとして失速して墜おちていく残留体。

　そして、その脇わきを駆け抜ぬけて、ちょっとだけ得意げに銃じゆうを掲かかげてみせる──つばさの姿があった。

「後ろは任せて！　誰にも触ふれさせたりなんかしないから！」

「つばさ……！」

　その姿の、なんと心強く頼もしいことか。

　かつて僕に憧あこがれてと言ってくれて、銃を持つようになった少女に、背中を預ける──

　それがここまで、胸が燃えるみたいに熱くするなんて……！

「──お願いっ」

　視線を切って、見据えた先は前方から見上げて、頂上まで続く真っ暗な闇やみ。

　リノンが捌さばき、つばさが背中を守ってくれている以上、あとは──

「……ノボル！」

「おうよ待ってました！」

　僕のすぐ後ろについていたノボルが、胸むな元もとにネスティを抱だいて応じた。

　走りながらの不安定な体勢の中、その指先が躍おどるように機体に備え付けられたキーボードを叩たたいていく。

「改良に改良を重ねた広こう範はん囲いリアルタイムサーモスキャンだ……っ」

　かちっ、と指が軽快にキーの上を跳はねた。

　ネスティの瞳ひとみが赤く輝き、放射状に周囲へ薄うすい光線を放つ──

「……来たっ。周囲は真っ赤なレッドゾーンだぜ！　この分だと今いる連中は氷山の一角だな。本隊は頂上まで続いてやがる！　だが、逆を言えば……っ」

「戦力が集中している先にある場所に、姉さんがいる……っ」

　それはかつて黄金の花瞳アウレアアイリスを探たん索さくしたときに見つけた方法。

　僕とノボルは顔を見合わせて、ほぼ同時に頷うなずいた。

「頂上だ、橙矢っち！　ハルの姉さんはそこにいる！」

「了りよう解かいっ……そうとわかれば……っ」

　周囲の敵は無む尽じん蔵ぞうに湧いてくるような猛もう攻こうを見せている。リノンとつばさが必死に凌しのいでくれて、おかげで歩を進めることはできたけれど、純じゆん粋すいな戦力に差がありすぎる。

　このままじゃジリ貧ひん──いつかどこかで食い破られる。

　目的は、姉さんの下まで辿たどり着くこと。そしてそのために、リノンとつばさ、ノボルは今戦ってくれている。残された時間はもう少ない──

「……いいよ橙矢っ、行って！」

　考えを見み透すかされたような声が背中を突つき抜ける。

　ハッとして振り返れば、つばさが自信に満ちた顔で大きく頷いた。

「私たちが隙すきをつくるから！」

「……少しでも温存させておきたいけれど、ええ、確かに策としては有効ね」

　前を行くリノンも、引き金を絞しぼりながら、すっと一いつ瞬しゆんだけ僕に視線を寄よ越こした。

　それもまた──決して希望を失っていない、輝きに溢あふれた瞳で。

「残留体の隙すき間まをつくる。風峰君、飛んで」

「っ……」

　でも──とか。それじゃ──とか。

　咄とつ嗟さに反論する言葉は幾いくらでも思いついた。リノンとつばさの言う策とはつまり、そうやって僕が躊ちゆう躇ちよすることをわかって言っている類たぐいのもの。

　だから──僕は、それ以上、なにも言えない。言わない。

　二人の表情に満ちる自信は、ここまでして送り出そうとする僕が、姉さんを止めることができると──僕を信じてくれている証あかしでもあるから。

「──無茶してもっ、それでも絶対に自分を優先して！」

　無理や無茶を押し通しても厳しい状じよう況きようだから、選ぶ言葉は絞しぼられて。

　その言える言葉が少ない中、僕は有りっ丈たけの想おもいを込めて言った。

「────みんな、お願いっ」

　リノンとつばさ、そしてノボルが一いつ斉せいに動く。

「──敵、前方に四よんっ、右方に二にっ、後ろから三！」

　ノボルがサーモスキャンによって敵の数を把は握あくすると、

「当っ……たれえええぇぇぇっ──！」

　つばさが叫さけび、身体を回転させながら、引き金を立て続けに引いた。心を昂たかぶらせての射しや撃げきは、熱に浮かされて本分を見失うこともなく、冷静に周囲の敵を撃うち抜く。

　前方の四、右方の二──そして、後ろの二体の意識が闇に沈しずむ。

「──上う手まくいきすぎ」

　撃ち漏もらした一体が、僕たちの頭上で大きく躍やく動どうする。

　獰どう猛もうな咆ほう哮こうを上げて、肩かたを唸うならせ、死を突き刺さすように──爪が奔はしる。

「一体だけなんて、私の仕事がない……！」

　ふ、と唇くちびるを微かすかに緩ゆるませて、リノンが振り向きざまに残留体へ発砲した。

　きん、きん、きん、きん──と。

　檻は完成し、残留体をその内側に捕とらえ────そこでリノンは止まらない。

「まだ……！」

　彼女は低く地を蹴けって、僕を追い抜かすと、階段を爪つま先さきで蹴ってから──僕たちの頭上を越こすように放物線を描えがき、飛ぶ。アクロバットな動きに目を奪われ、

「──新手だ！　放射状に六！」

　空中へ身を投げたのは、ただの照準補正だったのだと悟さとった。

　ノボルが新たな敵の到とう来らいを知らせた次には、リノンはすでに宙で身を捻ひねって、その銃口の先を──残留体がもっとも多く交錯し、密集する地点に向けていた。

　それは、最適な瞬しゆん間かん、最適な場所で、敵を討うち取ろうとする行こう為い。

　敵がどのタイミングで、どの位置に来るのかを予測した、彼女の妙みよう技ぎだった。

「──どいて」

　短く吐はき、空中で有りっ丈の弾丸を撃ち尽つくす。

　空間に幾つもの檻が現れ、残留体の腕うでを、足を、胴どう体たいを喰くらう。自由を奪われた彼らにできることは、断だん末まつ魔まの叫びを上げるか、抵てい抗こうするか、呆ほうけたように自分の時を止めるか──

　──どちらにせよ、結果として、塔の奥底へ墜ちていく。

「……今！」

　着地したリノンが、視線だけで指し示した先は──空中のある一カ所。

　宙が、広くなった。

　人間の息つく暇ひまのない連れん携けいが、残留体の軍勢に穴を空ける。

　そこは──塔の頂上へ繫つながる、唯ゆい一いつの活路だ。

「──風峰君っ」

「橙矢っ、頑がん張ばってっ！」

「絶対ハルの姉さん止めてこいよっ」

　リノンが、つばさが、ノボルが──三人の声が、僕の背中を後押しする。

　表情は共通して、不敵さ溢れる笑顔。

　僕は最後に一度頷いて────ぎゅ、と傍そばにいた少女に手を握にぎられた。

「……とうやくん」

　決意を秘ひめた声は、ずっとこの場にいた少女のもの。

　なにかを考え込むように沈ちん黙もくを貫つらぬき、必死に答えを出そうと傍はたから見てもわかるほどに──悩なやんでいた少女が、僕の手を握っている。

　もう頭痛は治まったらしく、決然とした顔で僕を見上げた。

「あたしも、連れてって」

「ほのみ……」

「あたし、自分のやること、なんとなくわかった気がする。こんなに……」

　再び、周囲に満ちてこようとする残留体の群れは、総勢すら摑つかめない。真しん紅くの瞳に共通して殺意をみなぎらせ、僕たちを頂上へ近づけまいとする──

「──こんなに苦しんでいるみんなを、助けられるかもしれない！」

　それがほのみには、まったく別の見方で映っている。

　明確な根こん拠きよはない。ただ、僕とは違ちがった目で残留体を見ている彼女の──その瞳の奥に宿る輝かがやきは、とても尊く見えたから。

　本当に──ほのみの瞳めって、綺き麗れいな空色をしている。

「とうやくん……お願い！」

「……しっかり摑まってて！」

　返答は行動で示した。

　僕はほのみの腰こし元もとに腕を回して、彼女を胸元に抱き寄せる。たんたん、と足を二回鳴らして──刹せつ那な、目ま映ばゆい光が僕の全身を駆かけ巡めぐり、一つの形を成した。

　すなわち──黒い雨あま合羽ガツパ。ゴスペルの、衣い装しよう。

　リノンによって与あたえられた小さな羽が為なした奇き跡せきは、僕の身体からだを魔ま法ほうみたいに軽くしてくれる。

　もう──力を失うことに、怯おびえなくてよいのだと。

　周囲の力を借りれば、跳とび、戦い、誰だれかを止めることだってできる。

　そう教えてもらったから──今の僕は、ここにいられる。

「──みんな！」

　階段を駆け上り、助走をつけて跳び上がる──寸前、僕は背後を振ふり返った。

　つばさ、リノン、ノボルが一様に僕を見つめ、僕は頷き返す。

「いってくる────っ」

　踵かかとから、光の奔ほん流りゆうが放たれる。

　それは奇跡が形を成した羽。この身体を空まで運んでくれる小さな羽。光の橋でもかけるように花はな吹雪ふぶきが吹いて、僕とほのみを高く、塔とうの上まで押し上げる。

　目指すは頂上、女王の座る玉座まで。

　僕とほのみは、ひたすらに上へ上へと飛んでいく。




　羽が、躍る。

　鋭するどく渦うずを巻きながら、光が靴くつ底ぞこに充塡チヤージされていく。

　充塡率は一瞬にしてゼロから計測不能へと跳ね上がり、僕はその力を惜おしみなく解放する。

　──すなわち、眼前にまで迫せまった残留体の凶きよう刃じんを回かい避ひするため、足元から真っ白な花吹雪を吹き荒あらした。

「ぐっ……！」

　身体をねじりながら噴ふん射しやの勢いに身を任す。身体が独こ楽まのように回り──衝しよう突とつする寸前、残留体の羽を靴くつ先さきで蹴り壊こわした。輝く破は片へんが宙を舞まう。

　まるで光の雨が降るような光景に……目と心を奪うばわれること約一秒。

　次の瞬間には、僕は再び、靴底のエンジンに火を点つけ、稼か働どうさせた。

「──ふぅ、今のでこの付近は最後かな？」

　細く息を吐き、僕は上と下、ついでに左右、念入りにもう一度下へ首を巡らせる。目視できる限り、残留体の姿はなし、と。

「ごめんねほのみ、思いっきり回っちゃって」

「うううんん……だ、だいじょぶ、だよぉぉ……」

　明らかに目を回したほのみが、こてん、と僕の胸元に頭を預ける。無理もない。常つね日ひ頃ごろから戦せん闘とう経験を積んでいる僕ですら、レーシュとの戦いでは初披ひ露ろうにやや目を回したくらいだし。

　それにしても……目を回すほのみは、なんというか。

「……ふふっ」

「あーっ、と、とうやくん笑っているっ？　し、仕方ないのっ。あんなにくるくるくるくる……く、くるくるくるくるぅ……」

　言いながらまた酔よってきたらしい。ごめんごめん、と僕はその頭を撫なでる。

　かしゅ、かしゅ──と、足元から花吹雪を散らしながら、

「……ほのみ。もうすぐ、頂上に着くと思う。今のが最後だとは限らないし、目を回させちゃった手前悪いけど、いけそう？」

「んっ。だいじょぶっ、しゅっとしますっ」

　ぴん、と背筋を伸のばすほのみ。まだ頭がやや揺ゆれているけど大だい丈じよう夫ぶかな。

　見るからに、ふらふら、ふらふら……と、

「……ねえ……とうやくん」

　今度はぴとりと、ほのみは僕の胸むな元もとに額をつけてきた。

「さっきまでの残留体……みんな、強かったよね」

「だね。ゴスペル化しているから忘れがちだけど、本当なら何人がかりでやっと《羽憑き》と渡わたり合えるかどうかだから……」

「……あたしね、そんなに強い残留体と、戦うのやっぱり嫌いやなんだ」

　独白は吐と息いき混じりで、微かな熱が胸元のプロテクター越ごしに、肌はだに染しみ渡るような気がした。

「戦うのが怖こわいってことじゃなくて、あっ、戦うのも嫌で」

「うん」

「それより……なんで戦わなくちゃいけないんだろうって」

「なんで……か」

　武装研究員としての模も範はん解答は、都市の存続に不可欠な涙晶を手に入れるため、だと思う。事実、それに近いような知識を姉さんに叩たたきこまれた気がする。

　武装研究員になる前の勉強漬づけの日々──姉さんはあれで結構、勉強に限っては厳しくいくのだ。

「……戦わないと、未来が切り開けなかったから、かな」

　でもこの場で求められているものは、きっと模範解答ではなく自由記述。

　これまでの半生、僕が失ったものと得てきたものを振り返って──

「未来っていうか、自分の望む結果、っていうか。僕の場合、戦わないと自分が死ぬかもしれないっていう状じよう況きようもあったし、周りが傷つくかもしれないっていうこともあった」

　思えば、初めて残留体を撃うったのもそういった理由だった。

　僕を庇かばって倒たおれた姉さんに、トドメをさそうとした透とう過か個体。

　大切な姉が奪われる──その恐きよう怖ふに駆られて、僕は残留体を撃ち抜ぬいた。

「だから戦ってきたのかな。正直、武装研究員の心得とか、都市のため……っていうのは頭では理解してても、そのために戦ったことってないかもしれない」

　いつだって自分のためだよ、と締しめの解答を口にする。

　結局のところ行き着く先は、剝むき身みというか徒と手しゆ空くう拳けんというか、装そう飾しよくのない言葉で表せば身も蓋ふたもない答えになってしまった。

　どこまでいっても……多分、僕の戦う理由はそんなところだろう。

「……あたしも、そんな風にしていいのかなぁ」

　どこか憧あこがれるような口調で、ほのみが僕を至し近きん距きよ離りから見上げる。

　空色の瞳ひとみはいつだって元気で優やさしくて、見ているこっちが元気をもらえるような光を放っている。

　だから……ちょっと元気のない瞳を見ていると、つい口が開く。

「ほのみのしたいようにしていいんだよ」

「とうやくん……？」

「難しく考えることない、って……つい最近まで引きこもっていた僕が言っても、説得力ないかもしれないけどさ。ほのみのしたいように考えて、その通りにやってみていいと思うよ」

「……残留体と戦いたくないっていうのも？」

「勿もち論ろん。なにかと戦わなくちゃいけない決まりなんてないよ。僕はさっき言ったみたいな理由で戦っているけどさ、リノンはきっと僕とは違う理由で銃じゆうを握っているだろうし、つばさも多分違う。美陽さんだってそうだろうし、ノボルは戦い方だって違う。他ほかの武装研究員にもそれぞれ違う理由があって、下へ手たしたら対立することもあるかもしれない」

　都市の存続に命を燃やすことに価値がある。

　残留体の研究に生しよう涯がいをかけ、新たな発見を見いだすことこそ至上。

　強い残留体と命のやりとりを行い、そして覚える充じゆう足そく感。

　──戦う理由なんて、本当にそれこそ人の数だけあると言っていいはず。

「……あたしの考えていること、多分、誰とも違うかもしれないんだ」

「うん。それがほのみの考えていることなんだよね？」

「ん……でも、わかんない。上う手まくいくかわからないし、どうすれば上手くいくかってちゃんと頭でわかってない……もやもやしているんだ」

「大たい抵ていそんなものだと思うよ？」

　自分の思考を端はしから端まで把は握あくしている人なんているのだろうか。

　思考昇華パラダイムシフトは精せい緻ちな想像と、それを裏付ける確かな知識や根拠を必要とするけれど──しかし奇跡と違って心の中は、隅すみどころか一いつ寸すん先まで、これがなかなか見通せない混こん沌とんっぷりである。

「とりあえず、自分がなんとなく考えている通りに、なんとなく実じつ践せんしてみるのがいいと思うけどなぁ」

「ん……なんとなく……？」

「そ、なんとなく。最初から上手くいく道筋立てるのも、それはそれで変な気もするし……いけると思ったらいってみて、まだかなと思ったら待つのもいいと思う」

　抽ちゆう象しよう的すぎて伝わっているか心配だけれど、そういった『なんとなく』で話が進む分野はきっとあるはずだと僕は思う。

　なんとなく──大丈夫だって思えるのなら、それはそれで悪くない。

「……あのね、とうやくん。あたしっ」

　意を決した分の角度は、唇くちびるの開きようからおよそ四〇度。

　けれども続く言葉は──騒そう音おん被ひ害がいを軽く超こえているだろう大だい音おん声じように阻はばまれた。
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　言わずもがな……残留体の軍勢である。

　おそらく頂上まであとほんの数分という地点。その証しよう拠こに、まだここからだと遠いけれど、螺ら旋せん階段の先から微かすかに光が零こぼれている。地上と塔を繫つなぐ境目だ。

　それを覆おおい隠かくすように、残留体は涙晶の羽を誇こ示じするように浮ういている。その数……いち、に、さん、し──二桁けたに乗った時点で『群れ』と呼んで差し支つかえないだろう。

「……最後の最後で、ってところだね。さすがに多いな……」

「…………とうやくん」

　敵を前にして会話する余よ裕ゆうなんて本来であればないのだけれど、不思議とこのとき、僕は胸元に身を寄せるほのみに、敵よりも遥はるかに大きな引力を感じた。

「あたしね……やりたいこと、あるんだ」

　それは多分、意思の輝かがやきと呼んでいいもの。

　お互たがいの瞳が覗のぞき込める距きよ離りで、ほのみは唇をゆっくりと開いた。




「残留体と、戦わないで……一いつ緒しよに、生きていきたい」




　──うん。

　返事を胸の中に仕し舞まいこんだのは、ほのみの答えが予想外だったからじゃない。

　こちらが声を発することすら惜しい、力強くて優しい声。

　目をひとときでも離はなしたくない、きらきらと輝く綺き麗れいな瞳。

　なによりどんな花より可愛かわいく咲さいていると確信できる笑え顔がお。

　つまり────ほのみがあんまりにも綺麗で、見つめていた。

「あたしね、やっぱり残留体と戦いたくない。戦うのって痛くて、怖くて、みんなで仲良くできればそれが一番だって思うよ。……残留体は同じ存在だから、っていうのも勿論あるけど……ゴスペルの人たちと会ってきて、思ったんだ」

　黄金こがね色の鎧よろいを纏まとった騎き士し──少女は一人になるのを寂さみしがり泣いていた。

　人柱という使命を背負った少女──鈴蘭は夢を見て、それを叶かなえるために、今もきっと戦っている。

　彼女たちは残留体で、人間とは違ちがって、でも人と同じような存在。

　あの真冬の空の下もと、迷まい子ごになっていた少女も、そう。

　こうして僕を見上げてくれているほのみも──また、ゴスペル。

「戦わないで、話をすることで、仲良くなれないかなぁって」

　ほのみの願いは、きっと人類が一度は考え、通り過ぎたものだ。

　戦いではなく和平。にらみ合いではなく交こう渉しよう。どちらの手段を執とるか、という話であれば、どちらを執っても成功するという話であれば、こうも人類はきっと悩なやんでいない。

　意い思し疎そ通つうは不可能であり、人類存続のためには交戦あるのみ。

　この結論に落ち着くのにどれほどの葛かつ藤とうがあったのかはわからない。断念に断念を重ねた上での決断かもしれないし、案外あっさりと戦う方向に決まったのかもしれない。

　歴史は不ふ得え手てなので、本当のところはよくわからないけれど──

　ここに来るまでに、全身を切り裂さいた傷きず跡あとは、確かな熱を持っているのだ。

「……ん、やっぱり変かな？」

　ほのみがちょっとだけ不安そうにはにかむ。ああ……本当、この子は強い。僕は無言で首を横に振ふる。何度だって振る。

　ほのみはもう、結論を出している。

　今こうやって聞いてきたのは──甘えてきた、と思っても少しくらいなら自うぬ惚ぼれにはならないと信じたい。

「変じゃない。……すごいと思う」

「んー……ありがとっ」

　ぎゅーっ、と胸元にしがみつく感かん触しよくは柔やわらかい。こんなにも細くて、ちょっとでも力を入れると潰つぶれてしまいそうだから……そっと、丁てい寧ねいに丁寧にと抱だきしめ返す。

「とうやくん……優しい。温かい」

「うん、ならよかった」

「……優しくて温かいとうやくんに、お願いがあります」

　珍めずらしく敬語口調なのは照れ隠しの仕草だと学んでいる。

　ほのみはやや頰ほおを紅潮させて、いったん僕の胸元から顔を離す。おずおずと見上げてきたので、なんだか優しい気持ちになって、目だけで先を促うながせば、

「…………とうやくん、あたしの味方でいてくれる？」

「勿論」

　即そく答とうが具体的にどの程度の早さかわからないけれど、気持ち即答より早く。

　ちょっと驚おどろいたように目を見開くほのみに、唇の端を緩ゆるめた。

「絶対、味方でいる。ほのみの傍そばで、ずっと味方でいる」

　──だって、そうだ。

　こんなにも大切に思っていて、愛いとおしい家族の味方でいることに、いったいなんの躊ちゆう躇ちよや理由がいるという。

「……えへへ、そっかぁ」

　ずっと味方かぁ、とほのみがなんとも嬉うれしそうに呟つぶやいた。

　ほっぺたが溶とけないかちょっと心配になるくらいに緩んでいる。

「嬉しいなぁ……あっ、あたしもとうやくんの味方だよっ？　ずーっと、おばあちゃんになってもっ、幽ゆう霊れいになったあとでも味方だよっ」

「それ、彷徨さまよってないかな……？」

　そういう具体的な話じゃないのはわかっていつつもである。

　まあとにもかくにも──そうまとめられるくらいには、結論は単純明快だ。

「僕は、ほのみのやることを、ずっと傍で見ている。味方でいるよ」

「……んっ、ありがと！」

　元気出たっ、と。

　言葉通り、全身に溢あふれんばかりの活力をみなぎらせるように、うーんっ、とほのみは大きく伸のびをすると、僕の腕うでの中からするりと抜ぬけていった。

　離れたまま……僕と同じ目線でふわふわと浮き始める。

　ほのみの頭からは、涙晶の輝きをきらきらと零す──光の羽が伸びていた。

「……すぅ……はぁ……」

　背筋を伸ばして、大きく腕を広げて、胸に空気を蓄たくわえる。そして吐はき出す。

　深呼吸を二回ほど繰くり返したのち──ふと、目が合うと、お互い照れくさくて、はにかんだ。

　んー……よし！　とか呟いて、握にぎり拳こぶしを作ってから──

「──あのっ！」

　ほのみは、残留体の軍勢に向かって話しかけた。

「あたしっ、風峰ほのみって言います！　皆みなさんと同じ残留体で、ゴスペルっていう言葉を話せて、人みたいな残留体ですっ。いま、ちょっとお時間よろしいでしょーかっ？」

　摑つかみはいかほどのものか、軍勢に動きはまったくない。

　赤い瞳ひとみは相も変わらず光輝かがやき、渦うず巻まく色は殺意…………の、はず。でも……ん？

「あたしは皆さんとお話がしたいですっ。今まで全然喋しやべることができなくて、何度も戦ったり、傷つけたり傷ついたりもしたけどっ、今は皆さんとお話ししたい気持ちで一いつ杯ぱいですっ」

　残留体の群れが微かに左右に揺ゆれる。風の影えい響きようか、はたまたそれ以外か。

　どちらにせよ、今のところ、ややてんぱり始めたほのみをただ見つめている。

「ええと、ええと……ですねっ。あのっ、まずはお互いのことを知ろうと思いまして、自己紹しよう介かいから始めたいと……ってあぁもうしちゃっているっ。ええと……んっ、しゅ、趣しゆ味みいきますっ」

　びしっと綺麗に挙手するほのみ。しかしここは、お見合いの場でもなければ教室でもない。雰ふん囲い気きに流されつつあるも、和なごやかな場所ではなく純白の花瞳エルダーアイリスである。

　……うん、なんともほのみらしい。

「趣味はっ、ハルお姉ちゃんの手伝い……あっ、ハルお姉ちゃんというのはっ、あたしのお姉ちゃんで……そこにいるとうやくんのお姉ちゃんでもありますっ」

　紹介されたからか残留体の瞳が一いつ斉せいにぎょろっとこちらを向く。

　……とりあえずにこっと笑ってみた。さしたる反応はない。うん、まあそうだと思ったけど。ただ苛立たしそうに羽を揺するのは怖こわいのでやめていただきたい。

「でっ、ハルお姉ちゃんはお花屋さんをやっていますっ。毎日、朝早く起きて、お花に水やりをして、しかもあたしたちの朝ご飯までつくってくれるすごい人なんですっ。他ほかにもお掃そう除じもお洗せん濯たくもしてくれて、お弁当までつくってくれて……」

　話がやや脱だつ線せんの気配を見せ、姉さんを褒ほめ称たたえる話にシフトしつつある。……残留体もまさか、レギナ・リリウムで自分たちを従えている人物の惚のろ気け話を聞くとは思わなかっただろう。

「ハルお姉ちゃんはそんなすごい人でっ……あ、それだけじゃなくてですねっ。今日は皆さんとお話しして、一つお願いしたいことがあったんですっ」

　ここで遂ついに切り出すらしい。話の流れからすると、道を譲って欲しい、などの対話を試みてみるのか……ほのみは満面の笑みを浮かべると、

「もっと、あたしたちのことを知ってくださいっ」

　──もっともっと大切な話題を切り出したようだった。

　残留体たちの動きが目に見えて変わる。ゆらゆらとその場で揺れ始めて──

「あたしはっ、皆さんのことをちょっとしか知りませんっ。どうして純白の花瞳エルダーアイリスにいるんですか？　どんなものを食べていますか？　お、お話はできますかっ？　仲良く、できませんかっ──」

　まるで焦じれたように、一体の残留体が群れを飛び出した。速度はさほどなくゆったりしたもので、けれども問題は飛ぶ方向。咄とつ嗟さだから対応が遅おくれた。

「──あたしはっ、もっと皆さんのことを知りたいですっ。知ってから初めて、なにか始めることができるって思うんですっ。ん……ええとだからっ」

　そう、今もなお、喋り続けているほのみに向かって──飛来した。

「っ、ほのみっ！」

「だからあたしは、皆さんともっともっと仲良くなりた……ひゃんっ」

　どす、とか。

　ぐさ、とか。

　そういった擬ぎ音おんを咄嗟に思い浮うかべた僕は、自分の耳を一度疑い、次に視覚の誤作動を確かめて、とくに異常はないと自己診しん断だんした結果、改めて目を向けて──

「うひゃぁっ。ん、んーっ？　ど、どうしたのっ？」

　くすぐったそうに身をよじるほのみと、その胸むな元もとに──ぽふぽふ、と。

『────？』

　鼻先をうずめるようにして、ほのみの腕に抱だかれて、胸元に収まっている比ひ較かく的てき小こ柄がらな残留体の姿を目まの当たりにして、真っ先に思ったことは。

　──捕ほ食しよくされかけているっ？

「……え。ほ、ほのみっ!?」

「あっ、とうやくん……っ、ふふっ、この子、くすぐったくって……ひゃんっ」

　ほのみが嬉しそうに残留体の頭を撫なでている。残留体も残留体で、頭の先をほのみのお腹なかに押しつけるようにして……まるで、そうまるで──

「な、なついている……？」

「あ、あんまりやられると…………う。うぅ、お腹痛いよぉ」

『！』

　……でもないかもしれない。ほのみがお腹を押さえてうずくまっている。心なしか残留体が慌あわてているように見えるのは錯さつ覚かくか、それとも僕の思い込みか。

　まあでも……残留体の肉体強度を考えると、お腹ぐりぐりは確かに痛そうかも。

「……って、ほのみ！」

　忘れかけているも相手は残留体、こちとらさっきまで命のやりとりをしていた。警けい戒かい心しんを隠かくさず、ほのみのほうへ軽い浮ふ力りよくで飛んでいくと──

『────！』

　しゃー、みたいな鳴き声が咄嗟に脳のう裏りに浮かぶ。

　ほのみに抱かれていた残留体がぐるんと身体からだを回転させ、荒あらぶる尻しつ尾ぽで宙を切るジェスチャー。僕を真しん紅くの瞳で睨にらみ付けてくる。今度は気のせいではなく、しかも背後に控ひかえる残留体の群れもまた、僕に敵意の視線を向けている。

「……な、なにさ」

　思わず喧けん嘩か腰ごしになりかけるも、ぐぃーっと僕と残留体の間に割って入る腕が一本。

「ま、待って待って！　仲良くしようっ？　ねっ？」

　ほのみが二つの視線に板いた挟ばさみになる形で、やや引きつり気味の笑えみを振りまく。まだお腹の調子が治っていないのか、はたまたにらみ合いの圧あつ迫ぱく故ゆえか。

　どちらにせよ、残留体はともかく僕にはその仲裁は効果抜ばつ群ぐんで、険を抑おさえる。

　……正直、ちょっと気が動転していたというのもあるし。

「…………悪かったよ。ちょっと睨みすぎた」

　風峰家家訓──相手の嫌いやがることをしたらいけません。は、僕に染しみついている。

　相手の睨みも相当な圧迫だったので、僕は残留体に頭を下げる。少し前の僕からしたら急所を晒さらすなんて自殺行こう為い、命を取られても文句を言えないのだけれど──

『──……』

　気のせいか、残留体の目め尻じりがほんの少し丸くなる。武装研究員になって約三年、残留体の瞳をこれほどまでに凝ぎよう視ししたのはいつぶりか。

　──それほどまでに、その変化は衝しよう撃げき的てきだった。

「……ほのみ、これって……」

「んっ。まだ言葉とかわからないけれど……な、仲良くなれたってことだよねっ？」

　ほのみが期待に満ちた瞳で僕を見上げてくる。……正直、即答できなかった。

　残留体はコミュニケーション不可能の生命体。

　その理論は今でも崩くずれていないと僕は思っている。ゴスペルは例外として、これまで出会ってきた《羽憑き》は、知能こそあれど友好的な関係を築けるとは言い難がたかった。

　自分の尺度でしか物を測っていないといえばその通り。

　客観的に見れば────これは歴史の転てん換かん点と言っても過言じゃない。

「ねえ、ほのみ」

　僕は彼女に問いかける。心臓をバクバクと鳴らしながら。

　姉さんが姿を消したときには、あれほど絶望して、もう針が振ふれることはないだろうと思っていた心に──叫さけびだして走り回りたいほどの熱がこもる。

　残留体とのコミュニケーション。不可能だと思われていた現実を覆くつがえす瞬しゆん間かん。

　おそらく、ほのみ──彼女がきっかけであることに間ま違ちがいはない。

　ゴスペル……もっと言えば同属による対話交こう渉しようは、これまで試みなかったことだ。涙晶管理局の鈴蘭ですら、ゴスペルは人柱になるだけの存在と言い切っていたのだから、おそらくここで行われたことは世界で初めての試みなのだと思う。

　人と一いつ緒しよに暮らすゴスペルが、残留体と心を通わすことで──

　──人が、残留体と間接的であれ、交流を可能とする。

「……僕が今、頂上に行きたいって言ったら、さ」

　それが本当に……夢物語でもなく、現実にできることだとすれば。

　この質問の答えが、僕の想像する通りのものだとしたら──

「ん……大だい丈じよう夫ぶだよ、とうやくん」

　ほのみが柔やわらかく微笑ほほえんで、視線をそっと宙へ向ける。

「ここから先は、きっととうやくんの役目だと思うよ？」

　そこにあるのは、一つの道。

　残留体の軍勢が左右に控えるように後退し、空間がぽっかりと空き、まるで道のように僕の下まで広がった。僕に向けられた全すべての赤い瞳が、まるで早く行かないかと急せかしているように見えてしまう僕は、これを自うぬ惚ぼれだと思えずにいる。

「だからね……」

　ほのみが僕の心中を見み抜ぬいたように、ん、と太たい鼓こ判ばんを押すように大きく頷うなずく。

　そうして────僕の目の前には、

「いってらっしゃい、とうやくん！」

　風峰ハルへと続く道が、確かに開いたのだった。







　頂上に出て真っ先に覚えたのは、潮の匂においだった。

　途と方ほうもない年月によって熟成された塩気の強い香かおりが、海風に乗って、僕の鼻び腔こうをくすぐる。今日の風は穏おだやかで、辺り一面の海も凪ないでいた。

　しん、とした沈ちん黙もくに、時折、波打つ音がざざんと小さく響ひびく。

　風に吹ふかれて……足元で咲さく小さな白い花が、左右に揺れていた。

「……ここに来るのって、夜ばっかりだなぁ」

　見上げる限りは遮さえぎる光のない満天の星空、そして──視界一面に飛び込んでくるのが純白の花畑とくれば、この状じよう況きようはなかなか幻げん想そう的なものじゃないかなと思う。

　純白の花瞳エルダーアイリスの由来ともなった、塔とうの頂上に広がる真っ白な花々の群生。

　その中央で、こちらに背を向けた女性が、長い黒くろ髪かみを風と遊ばせている光景なんて──なおさら画になるワンシーンじゃないかと。

「意外とさ、ここを観光のために開いてみれば、お客もいっぱい来るんじゃないかな」

　題して純白の花瞳エルダーアイリス、観光スポット計画。

　見通し甘々、発案は今さっきの思いつきと心底どうでもいい話。そんなものを口にしながら、僕は花々を踏ふまないように、ゆっくりと黒髪の女性へ歩を進めていく。

　頼たよりになるのは月明かりと星空の明かりのみ。でも、見み間ま違ちがえるはずもない。

　物心ついたときから傍そばにいてくれた、唯ゆい一いつの肉親を──

「ねえ……姉さんは、どう思う？」

「……そうですねぇ」

　のんびりとした相づちは、どこかひどく懐なつかしく思えて。

　黒髪の女性──風峰ハルは、風に揺ゆれる髪を手で耳元に押さえながら、こちらに振り向いた。

「それも面おも白しろそうです。でも……せっかくなら、知る人ぞ知る穴場みたいに、そっとしておきたい気もしますねー」

　んふふ、と。

　姉さんは緩ゆるい微笑みを浮かべて、愛いとおしそうに目を細めた。

「独ひとり占じめしたいだなんて、我が儘ままでしょうか？」

「……いや、そんなことないと思うよ」

　その気持ちはわかるような気がする。ただ、少し意外だった。

　これだけいい景色なら誰だれかにも教えてあげたい──姉さんならそうするかなと、なんとなく予想していたから。同じ屋根の下で暮らして早一〇年以上、まだまだ知らないことも沢たく山さんありそうだ。

「うん……そうだね、こんなにいい場所、教えるのもちょっと勿もつ体たいないかな」

　だからもっと知りたい。知っていきたい。

　同じ屋根の下を、早一〇年から二〇年、三〇四〇、五〇六〇年と──

「……姉さん」

　純白の花畑の上で、僕は姉さんに優やさしく微笑みかける。

「来たよ。姉さんのこと、止めにきた」

「はい。ふふ……困った弟です。もう来ちゃいけませんって何度も言ったのに……今度邪じや魔まするときは敵だって、ちゃんと言ったじゃありませんか」

　小首を傾かしげ、その表情はちょっと困った風な苦く笑しようをつくる。

　ただ、そういう割には……どこか声こわ色いろが嬉うれしそうに聞こえて。それが勘かん違ちがいじゃないことなんかにはとっくに気付いていたので、思わず苦笑してしまった。

「言ったけどさ。姉さんが本気で敵になるなんて、やっぱり思えなかったから」

「あら、どうしてですか？　私はこうして、純白の花瞳エルダーアイリスで涙晶を奪うばい続けています。レギナ・リリウムの力も利用して、橙矢ちゃんたちを残留体に襲おそわせていますよ？」

「うん……でも、姉さんさ、噓うそ吐ついたから。だからわかったんだよ。……姉さんが僕のこと、嫌きらいになるはずないって」

　────だって私、橙矢ちゃんのこと──ぜーんぜん、好きじゃないんですもの♪

　それが姉さんの吐いた噓うそ。

　どれだけ精せい巧こうに取り繕つくろっても、噓は必ず綻ほころぶ。ましてや同じ屋根の下で暮らして早一〇年──綻び一つ見抜けないほど、姉さんのことを知らないつもりはない。

「姉さんは確かに敵になっている。でも、僕のことを好きじゃないって言葉は、噓だと思う。だから想像もついたんだよ。どうして姉さんがこんなことをしたのか……」

「…………当たり前じゃないですか」

　震ふるえた声が風に運ばれて耳に届く。

　感情を堪こらえるように下した唇くちびるをきゅっと嚙かみ、拗すねるような上うわ目め遣づかいを向けた姉さんは……控えめに言って子供のような表情をしていた。

「私が橙矢ちゃんのこと、嫌いになるわけないじゃないですか。そりゃあ、私が好きじゃないって言ったんですけど……あんなことでも言わないと、橙矢ちゃん絶対に引き下がってくれないと思って……」

「……まあ、結構ショックだったけどさ」

「うぅ、やっぱり……ごめんなさい。あんなこと言っちゃってごめんなさい。私は、橙矢ちゃんのこと嫌いなんかじゃありません」

　大好きです、と。

　姉さんは臆おく面めんもなくそう言って、僕に愛おしそうな微び笑しようを向ける。

「橙矢ちゃんのこと、お姉ちゃんは大好きですよ。橙矢ちゃんのためだったらなんだってします。ほのみちゃんを狙ねらう怖こわい組織も、緩やかに崩ほう壊かいする世界も、橙矢ちゃんが楽しく暮らす世界を壊こわすものは──なんだって、私がやっつけちゃいます」

　ああ……やっぱり、姉さんはそう思っているのか。

　僕のためになんでもする。笑顔でそう言い放てる強さに、僕は衝撃を受けない。ずっと根底にあったのだ、この強さは……風峰ハルという人間の核かくに。

「…………だから、なんだよね」

　核かく心しんまで遠回りする会話はこれでおしまいだ。もう、触ふれなくちゃいけない。

　純白の花畑に立つ、黒髪の女性──画えになる光景には、実はもう一つ、神秘的な要素が含ふくまれていたのだと。

　いつも通りに微笑み、なんでもないようにそこに立つ、姉さんは──

「だから……そんな大きな羽を、手に入れたんだよね」

　──身みの丈たけほどもある巨きよ大だいな涙晶を、頭から羽のように伸のばしていた。

　これまで見たこともない、奇き跡せきの輝かがやきを振りまく一筋の片羽。

　ただそこにあるだけで、どうしようもない神こう々ごうしさを感じさせる──奇跡と人じん智ちが結けつ晶しよう化した代しろ物ものを、姉さんは手にしているのだ。

「いったい幾いくつの涙晶を合成すれば、そこまでの輝きになるの？」

「どうでしょう……百を超こえたあたりから数えるのをやめてしまいましたから。きらきら光ってて、真っ暗な塔の中でも探たん索さくするのに光源いらずでしたよ」

「……そう」

　まあそれだけ光っていれば、視野の確保には困らないだろう。

　残留体の強さは涙晶の大きさに比例する。僕もこれまで、大たい抵ていの強敵と呼ばれる存在とは戦ってきたけれど──予想していたとはいえ、これほどとは。

　身の丈ほどの涙晶って……ゴスペル何人分とかいう次元の話なのか？

「……塔の人柱は、ゴスペルが担になっている」

　傍はたから見ればおそらく唐とう突とつに映るだろうけれど、僕は語り始める。

　僕や姉さんからすれば──きっと、そうでもない。

「どんな物質でも必ず劣れつ化かは始まる。花瞳アイリスもそれは同じで、純白の花瞳エルダーアイリスはとくに崩壊がひどかった。それを防ぐために、人柱を……ゴスペルの持つ高密度の涙晶を核に据すえて、半永久的に物質創造……この場合、塔の再生を行う仕組みがある」

　塔が崩くずれれば現代の生命線がなくなるのだから、バックアップは当然と言える。でも、今だけはそのシステムをよくできた代物だと称しようするわけにはいかない。

「だからほのみも狙われた。ゴスペルは涙晶管理局にとって世界を維い持じするための柱だから。でも彼らが必要としているのは、ゴスペルであって、ゴスペルじゃない」

　より正確に言えば、ゴスペルを構成する一要素。

　彼らが彼らであると証明するための、なによりの証しよう拠こ──

「涙晶。巨大な涙晶がゴスペルにあるから狙うのであって、涙晶さえあればどのゴスペルだって人柱になる。……だからなんだよね、姉さん」

　姉さんは黙だまって僕の話を聞いてくれている。その表情には微笑ほほえみまであるものだから……悔くやしいような苛いら立だつような、そんな気持ちをひっくるめて僕は苦笑を浮うかべる。

　さっき姉さんが言っていた通りだ。僕のためならなんでもする──

「──人柱になるため」

　その言葉の意味を、僕はあらためて実感している。

「そのために、姉さんは【マトリョーシカ】を奪って、花瞳アイリスの残留体から涙晶を集めて、その羽を手に入れた……違ちがう？」

「……んふふ、正解です」

　橙矢ちゃん賢かしこいです、とはやや身びいきな気もするけれど。

　風峰ハルは……僕の姉さんは、いつもと変わらない調子で自身の目的を明かした。

「はい、私は人柱になるために全すべての準備をしてきました。元々、【マトリョーシカ】の存在は管理局にいた頃ころに耳に挟はさんではいたので、人柱のことを知ったときからこうしようって決めてました」

　驚おどろきは思った以上に少なくて、でも衝しよう撃げきは大きかった。

　姉さんの目的は予想通りで驚かなくても、本当にその通りに実行しようとしていた事実に打ちのめされかける。

　でも……ここで引き下がるなんて論外。食くらいつかなきゃだめだ。

「ゴスペルは涙晶があるから狙われます──だから私がその涙晶を奪って、こうやって羽として蓄たくわえてしまえば、彼らが狙われることもないんですよ」

　ほのみちゃんも、と付け足した理由がおそらく姉さんの本命だろう。

　いずれはほのみの持つ涙晶も奪う──言外にそう言っている。

「そうすれば、ほのみちゃんはもう安全です」

「……それでゴスペルの代わりに人柱になるってこと？　でもそれじゃ繰くり返しだよ。純白エハダーはよくても他ほかの塔は変わらずゴスペルが狙われる」

「んー、そこは管理局と要相談といったところでしょうか。私が純白で十分な再生を行ったあと、頃ころ合あいを見計らって他の塔でも人柱を担えるように、塔で眠ねむっている私を起こしてもらうようにお願いしてみます。名付けて歩く人柱です♪」

「そんなに都合よくいくと思う？　今、姉さんを探して涙晶管理局が動いている。彼らを利用するなんてこと、聞き入れるとは思えない」

「んふふ、でしたら聞いてもらうまでですよ。そのためにこれだけ大きな涙晶ちからも蓄えましたから。管理局にも文句は言わせません」

「でもそれも姉さんが死んじゃったらおしまいだ。その仕組みは破は綻たんするよ？」

「そこが問題なんですよねー。涙晶はいっぱいありますしこれからも蓄えますけど、再生能力って寿じゆ命みようまで延ばしてくれるんでしょうか？　橙矢ちゃん、経験者としてなにか知りませんか？」

「どうだろうね。肌はだの艶つやがよくなった覚えとかはないけど」

　いつも通りの会話のような運びで、僕たちはいつもとは違う話題を口にしていた。

　姉さんはいたっていつも通りで、にこやかに微笑んでいる。世間話でもするような口調で世界の命運を語り、途と方ほうもない計画を暴ばく露ろする。

　ああ……もう、本当……本当に、思った通りだったなぁ。

「姉さんさ、一つ聞いてもいいかな？」

「はーい、なんでしょう？」

　弟から質問されるのが嬉しいのか、姉さんの笑顔は二割増しである。我が姉ながらややブラコン気味だなと思う一方で、僕だってこんな会話の最さ中なかに苦笑しているのだからお互たがい様さまかもしれない。ああ、どうようもない……。

「姉さん、そしたら姉さんが一人で全部背負い込んで犠ぎ牲せいになるわけだけど、なにか思うことってないの？」

「んふふ、橙矢ちゃんの世界を守れるなら、お姉ちゃん本ほん望もうです♪」

　────どうしようもないくらい、姉さんは優やさしすぎる。

　腰こし元もとのホルスターに手を伸ばし、指で留め金を跳はね上げ、中身を露あらわに。大型拳けん銃じゆうを掌てのひらに収め、ずっしりとした銃身を構えて、銃口を向ける先はまっすぐ我が姉へ。

　照準は少しも揺ゆらがずに……微笑を崩さない姉さんに定める。

「……構えるの、速くなりましたね」

「武装研究員も三年目だからね。戦うときはすぐ構えるように癖くせがついたんだよ」

「んふふ、いい心がけです。でも……戦せん況きようの判断はちょっぴり苦手でしょうか？」

　ばさっ、と。

　姉さんの羽が一回、雄お々おしく羽ばたく。それだけで強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんが全身を吞のみ込み、頭の奥で警報が鳴り響ひびいた。あまりお目にかかれない類たぐいのそれ。

　──目の前の怪ねえ物さんから即そく座ざに逃にげろ、と本能が必死に訴うつたえてくる。

「橙矢ちゃんは私に絶対敵かないません。私を止めることはできませんよ？」

「姉さんが知っているのは武装研究員の僕だ。ゴスペルの力までは知らないでしょ？」

「もうほとんど残っていないってことは知っていますよ」

　どういった絡から繰くりか、見み抜ぬかれている。……いや、今いま更さらだ。そもそも戦力の差なんてわかりきっていた。頭部の涙晶が残り僅わずかなことなんて気にするまでもない。

　そうやって言い聞かせないと──足が震え出しそうで、なんとも情けないけれど。

「橙矢ちゃんの花はな吹雪ふぶきは私が教えたもの。もっと言えば、橙矢ちゃんの戦い方は私と同じものです。強みも弱みも、弱点も身体からだで覚えています。それに今の私は身体的なハンデがありません。ゴスペルの力だって橙矢ちゃんより上なんですよー？」

「……弟相手に情けとかは？」

「もう、わかっているくせに、です。──たとえ橙矢ちゃんが相手でも、橙矢ちゃんを助けるためなら完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめします」

　姉さんが一転して冷たい声で言い放つ。本気……か。そりゃそうだ。

　相手はかつて名めい誉よと栄光をほしいままに、舞まうように戦う姿から『舞まい姫ひめ』の異名を取るまでに活かつ躍やくした元天才武装研究員。それも怪け我がを原因とした元が取れ、今やゴスペルの力も加わった正しよう真しん正しよう銘めいの怪物だ。勝てる要素なんて実のところ一つも見つからない。

　それでも──ここまでは全部、予想通りなんだ。

「……いいよ。こっちも遠えん慮りよなくいくから」

　意思を確かにすれば、後頭部が熱を持ち始める。

　それは、僕の頭から伸びる──姉さんとは比べものにならない小さな光の羽。

　この輝きが消えるまでだ。それまで、僕は決して敗北しない。

「姉さんを止める。姉の間ま違ちがいを止めるのは弟の役目だと思うから」

「……間違い、ですか？」

　姉さんが本気で困こん惑わくしたような表情を浮かべる。微み塵じんも自分の間違いに気付いていないのか……でもそれを責めることなんてできない。

　代わりに僕が、その間違いを教えるから。

　そのために──僕は今、この場所に立っているのだから。

「今はわからなくていい。すぐ──教えるから」

「……そうですか」

　それは楽しみです、と言った言葉は果たして本心なのか。

　わからないまま……ゆっくりと、姉さんは両りよう腕うでを広げて懐ふところをこちらに晒さらして、

「おいで、橙矢ちゃん」

　まるで大切な家族を招き入れるような愛情に満ちた体勢を合図に。

　その唇くちびるが緩ゆるやかな微笑みを描えがく────

「橙矢ちゃんはぜーんぶ、私に任せておけばいいんですよ──」

「っ──！」

　呼気を爆ばく発はつさせ、僕は靴くつ底ぞこで花畑を蹴けった。

　全身の血流が沸ふつ騰とうしたように加速する。──相手との間合いは十歩ほど、それをゴスペルの身体能力が初歩でゼロにした。

　感覚が間延びしたように、自分の動作をスローモーションのように捉とらえる。

　踏ふみ込みが土を抉えぐり、腰こしを回した拍ひよう子しに花びらが散った。撃うち出す拳こぶしは左ストレート。間合い、速度共に反応できない完かん璧ぺきな一いち撃げき。その証拠に姉さんは未いまだ腕うでを広げたまま──

「あら、その手の銃は使わないんですか？」

　そう唇を動かしていて、ぞくっ、と背筋に寒気が奔はしった。

　まずい。直感的に思ったところでもう止められない。腕が伸のび切り、拳が姉さんの胸むな元もとに吸い込まれる。けれども決して届くことはなかった。

　ふわっ……と、白い花びらが視界の端はしを過よぎる。

　ここは純白の花畑、珍めずらしいものではない──それが、目が眩くらむほどの輝かがやきを内包して、まるで空気中の水分を蒸発させるように、しゅぅしゅぅと音を立てていなければ。

　純白の花吹雪──花びら一枚一枚に、圧あつ倒とう的てきな熱量を宿らせる思考昇華パラダイムシフト。

　その技わざが姉さんの十お八は番こだと思い出した直後……姉さんの足元から彼女を囲むように灼しやく熱ねつの花吹雪が吹ふき上がった。まるで光の壁かべが迫せり上がったようで──

　──その壁に、僕の拳と腕は瞬またたく間まに吞み込まれた。

「あ……ぅぁぁぁぁぁぁあああああああああああああ────！」

　灼やけ、る。

　反射的な絶ぜつ叫きようが結果的に功を奏した。激痛が神経を焼き切る直前に、僕はその場から爆発でも受けたように飛び退のく。転がるように着地して、すぐさま立ち上がれば、

「く……そ」

　だらりとぶら下げた真っ赤な左ひだり腕うでから、しゅぅしゅぅと水蒸気が上がっていた。

　即そく時じ、再生。奇き跡せきの光が肘ひじから先を包み込むも──みるみる消費していく頭部の熱に、否いや応おうのない焦あせりが身を焦こがした。

「……生身の人間なら即そく死し、並の残留体なら命一つといったところでしょうか」

　その声に──相手の狙ねらいが込こめられていた。

　姉さんは厳しく目を細めて、離はなれた間合いから、一歩ずつこちらに歩いてくる。

「それだけのダメージです。もうあと一撃で、再生能力は尽つきると思います」

　──再生能力が尽きた時点で、僕の敗北は決定する。

　姉さんはそれを狙って、計算尽ずくで今の花吹雪を放ったのか……？　手加減した上であれだけの威い力りよくだ……実力差なんて言葉で括くくれないほどの差があるんじゃ──

「橙矢ちゃん……降参してくれませんか？」

「──誰だれがっ」

　姉さんの悲しそうな微笑に、胸の奥が再び熱くたぎる。

　そんな顔を──そんな見ているこっちのほうが苦しくなるような表情をさせるために、戦っているわけじゃない──！

「姉さん……っ！」

　左腕の再生を停止ストツプ。動けば十分だ、痛みは闘とう志しに上乗せさせる勢いで。

　右手に握にぎった銃に左手を添そえて、僕は銃口を構えながら姉さんへ走った。

「今度は……っ」

　──持てる力全すべてを使い尽くしても勝機を獲とる！

　引き金を絞しぼって発はつ砲ぽう。駆動銃ランゲージは鉛なまり玉だまの代わりに奇跡を撃ち出し、銃口から先ほどの巻き戻もどしのような花吹雪を放った。同じ知識を基もとにする一撃は、僕の視界を姉さんごと白く塗ぬり潰つぶす。通常であれば《羽憑き》相手でも勝負が決まる一撃。

「──通ると思いますか？」

　姉さんの声が聞こえる以前から、これで獲れるとは到とう底てい思っていない。

　白い視界がより混じりっけのない純白に押し潰される。姉さんの花吹雪が対たい抗こうするように放たれて、僕の花吹雪を喰くったのだ。灼熱はそれで食しよく欲よくを満たすことなく、さらに持ち主たる僕を捕とらえようと花畑を舐なめるように吹ふ雪ぶき──

「──そこっ」

　その様子を上空から見下ろして、僕は空中に跳とびながら、こちらを微かすかに驚おどろいたように見つめる姉さんに向かって銃口を向けた。

　──花吹雪は攻こう撃げきではなく目め眩くらまし。上空に跳ちよう躍やくするまでの時じ間かん稼かせぎ。白色による視界の塗り潰し合いは十分にその役目を果たしてくれた。

　代わりに摑つかんだ勝機は、スライドコック一回と発砲三回分。

　弾だん倉そうを入れ替かえる動作をきっかけに、駆動銃ランゲージがその形状を変化させる。スコーピオンモード──花吹雪を弾だん丸がんのように飛ばす精密射しや撃げき専用の一手。

　引き金を連続で絞しぼり、熱量の銃じゆう弾だんが三発、宙を切って姉さんを襲おそう──！

「ねえ、橙矢ちゃん」

　呼びかける声は自然体で、それはつまり一いつ切さいの動どう揺ようがないことを示す。

　奇き襲しゆうによる銃弾を前に、姉さんは眉まゆ尻じりを落として、微笑みながら僕を見つめていた。

「もう、やめませんか？」

　──風峰ハルの羽が涙なみだ色いろに輝く。

　花吹雪が姉さんの足元からつむじ風のように吹き、迫る銃弾を撫なでるだけで完全に溶よう解かいした。その様子を見せつけられて、僕は宙で一回転し、花畑に着地する。

「わかりましたよね？　橙矢ちゃんと私じゃ、力の差がどれだけあるか──」

「──うるさいっ」

　思えば初めてかもしれない。姉さんに対して攻撃的に声を荒あららげたのは。

　でも、奇襲が失敗した気落ちも、続行への躊ちゆう躇ちよもいらない。

　僕はただ──寂さびしそうな微笑を浮うかべている姉さんに向かって、駆かけ出した。

「っ……なんで笑っているんだよっ」

　銃口を下方に向けて発砲、適度に加減した花吹雪が土を抉り、煙けむりを巻き上げた。再び視界を奪うばい取り、涙晶の羽の輝きを頼たよりに、彼ひ我がの距きよ離りを一気に詰つめる。

「姉さんがしようとしていることは……人柱になって一人で犠ぎ牲せいになるんだってわかっているのに、どうしてそんな風に笑っていられるんだよ！」

　粉ふん塵じんを突つっ切れば、相手ねえさんはすぐ目の前。

　迎げい撃げきするように花吹雪の壁が舞い上がる。でもそれは予想済み──僕は拳を花吹雪で包み込むようにして思考昇華パラダイムシフト、籠こ手てで覆おおった一撃を撃ち出した。

　熱量と熱量が拮きつ抗こうし、拳と花吹雪がせめぎ合う。

　花びらが乱れ舞い、お互たがいの顔が見え隠かくれする中、僕たちは見つめ合っていた。

「自分がもう自分でなくなるっていうのに……どうして!?」

「ん、ふふ……だって、橙矢ちゃんのためですもの」

　拳が光の壁を砕くだき、けれども新たな壁が生まれ、その侵しん入にゆうを阻はばむ。

　姉さんの微笑みがまるで僕を拒きよ絶ぜつするように、ほんわかと咲さく。

「橙矢ちゃんのためになるんだったら、お姉ちゃんは喜んで人柱になります」

「っぅぅ……！　じゃあ!?　だったらっ、もう会えなくなっていいのっ!?」

　壁が邪じや魔まだ。微笑みが邪魔だ。

　それらがどういった意味を持つのか──僕にはよくわかるから、歯を食いしばり、僕はひたすらに光の壁を殴なぐり続ける。

「僕ともほのみともっ、美陽さんやつばさともっ、リノンやノボルともっ──もうこれから誰とも会えなくなってっ、それで姉さんはいいっていうの!?」

「……よくは、ないですよ？」

　ぴしっ、と。

　光の壁が許容値を超こえて、一筋の罅ひびを許したように思えた。花吹雪の噴ふん射しやに一いつ瞬しゆんの乱れが生じ、けれども即そく座ざに再生が始まる。

「でも……橙矢ちゃんには代えられません」

「僕のっ……僕のなにをっ!?」

「……未来を」

　より激しく、強固になった花はな吹雪ふぶきの壁が猛もう威いを奮う。

　コーティングした拳の籠手に罅が走り、手の甲こうが熱に痛む。それでも殴り続ける手を止めない。止めるわけにはいかない。

「橙矢ちゃんの未来は、この崩ほう壊かいした世界と共にあります。今はよくてもいつかは塔とうが壊こわれてしまうかもしれない。それが橙矢ちゃんの世代でも、橙矢ちゃんの子供の世代でも──橙矢ちゃんの未来を曇くもらせるものなら、私はどんなことをしてでも排はい除じよします」

「っぅぅ……っ」

　姉さんのやっていることは、実は正しい。

　少なくとも『僕を助ける』という点においては、だ。放ほうっておけばいずれ世界単位で滅ほろんでしまう未来──そこに風峰橙矢という個人がいるために、彼を守るため、風峰ハルはこうして戦っているのだと思う。

　世界のためではなく、僕の未来を守るため。

　僕を守ろうと行動した結果、いつの間にか世界を救っていた──なんて、なんとも姉さんらしい話だと思う。やることが派手なようでその実、すごく単純。

「だから橙矢ちゃん、ここで退ひいてください。これ以上戦うことは無意味です」

　烈れつ風ぷうが駆け、拳を弾はじき返す。もう籠手はボロボロで、再生しようにも脳内の涙晶はガス欠寸前。全身に吹き付ける花吹雪の余波もこれ以上浴び続けたらどうなることか。

　どうなることか──知ったことじゃ、ない。

「……そんなのっ！」

　足りなければ補う。傷があれば再生する。

　僕は左手の駆動銃ランゲージを突き出し、引き金を思いっきり絞った。銃じゆう口こうが最後の火を噴ふき、巻き返していた花吹雪の壁を一枚、また一枚と削けずっていく。

　最後の一発、限界ギリギリまでカートリッジを撃ち尽くすまで──

「──姉さんはなんっにもわかってない！」

　ついに弾たま切れを起こした駆動銃ランゲージを放り捨て、左手にも籠手を創造。

　両手に花吹雪を纏まとわせ、振ふりかざす先は姉さんを守り、覆い隠そうとする壁。

　幾いくつもの銃弾で砕けかけている壁に向かって──

「姉さんが人柱になったら……そしたらもう僕は幸せになれない！」

　がんっ、と。

　右の拳が壁を打ち付け……みし、と軋きしむような音が耳に届く。風を殴って音がするはずもなく、聞こえたのは壁かべからではなく、その先にいる人物の心の音。

「……どうして……」

　瞳ひとみが揺ゆれ、唇くちびるが震ふるえ、喉のどまでもしゃっくりを我が慢まんするように上下する。

　つまり……微び笑しよう以外の確かな困こん惑わくの表情を浮かべて、姉さんは僕を見つめていた。

「どうして……っ、そんなこと言うんですか……っ」

「事実その通りだからだよ！」

　今度は左の拳こぶしを突き出して、更さらなる壁の破は壊かいを望む。決して削りきれる量の涙晶ではないとわかっている。でも、涙晶によって再生を望むのは、その本人なのだ。

　僕は今、姉さんの壁を壊して……姉さんの心に触ふれようとしている。

「姉さん、自分がどれだけ優やさしい姉か知っているの!?　子供の頃ころからずっと僕のこと守ってきてくれてっ、いつも美お味いしいご飯つくってくれてっ、どれだけ僕の力になってくれているのかわかっている!?」

「そんなの……そんなのっ、知りません！」

「知らないなら教えてあげるよっ。姉さんはねっ、僕にとって大好きな姉でっ、絶対にいなくちゃいけない人なんだよっ」

　こんな土ど壇たん場ばにまで来てなにを当然のことを言っているのかと思う。

　でも、こうでもして伝えないと、この人はきっと気付かないから。

　風峰ハルがどれだけ、風峰橙矢にとって大切な人間なのか──

「シスコンだろうがなんだろうが言ってやるっ。姉さんがどこにもいない生活なんてまっぴらだっ、想像しただけで絶望してご飯も喉を通らなくなる！」

「やめてくださいっ。私は……橙矢ちゃんの未来を……っ」

「僕の未来は僕が決めるっ」

　そう、ずっと気になっていたんだ。

　姉さんは僕の未来を守ると言っていた。人柱の問題を一手に引き受け、自分が犠牲となることで僕を守り、世界を救うのだと。でも、それってつまり──

「──それとも姉さんがそうしないとダメになるくらい、僕が弱いと思っている!?」

「っ。ち、違ちがっ」

「姉さんは僕のことをずっと守ってきてくれた！　ここまで生きてこられたのは姉さんのおかげで、姉さんがいなかったらどうなっていたかわからないくらいに……っ、姉さんは僕の助けになってくれてたよ！」

「でしたらっ」

「でもっ──今はもう違う！」

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。

　そう言われて頭を撫でてもらい、なにも怖こわいものなんてないのだと掌てのひらで目を覆って、確かなものはここにあるのだと温かな胸元に抱いてもらう。

　そうやってずっと……僕は姉さんに守られてきたんだ。

「今の僕は自分の手で銃じゆうを握にぎって、自分のために戦っている！　戦えるようになったんだよ！　姉さんのおかげでここまで来られた……だからもういいんだよっ。僕なら大丈夫だからっ、だからっ……」

　拳を開き、両りよう腕うでを花吹雪の中に突っ込み、風を摑む。強きよう烈れつな拒絶に意識が飛びかけ、もう再生も追いつかなくなってきているけれど、力の限りに握りしめる。

　姉さんが唇を開き、なにかを言おうとして──代わりに、目め尻じりから涙を零こぼした。

　よく、見ていて欲しい。

　姉さん。僕はもう、そんなに守ってもらわなくても、大丈夫だから──




「──全部一人で抱かかえ込まなくてもいいんだよ！」




　風を、引き剝はがす。

　僕は両腕で摑つかんだ風を引き裂さくように、左右に腕うでを振るった。デタラメな烈風が最後の抵てい抗こうと言わんばかりに吹ふき荒あれて、けれどもその最さ中なか、確かに見た。

　くしゃっと顔を歪ゆがめて、瞳からぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼす──姉さんの姿を。

「……ぃ、や」

　擦かすれたような声は、風が消失しきった直後に耳に届いた。

　もう花吹雪はない。姉さんは地面にへたりこんで俯うつむいている。その肩かたが震え出したかと思えば──ぱっ、と姉さんは勢いよく顔を上げて、

「……ねえ、さん？」

「嫌いや……来ちゃだめですっ」

　突とつ如じよ叫さけぶと、涙晶の羽を一つ躍やく動どうさせ、その場から空へと跳ちよう躍やくした。

「は!?　えっ、ちょっ……姉さん!?」

　みるみるうちに姉さんは高度を上げていく。まずい、見失う。……頭の熱はまだ残っている。全身の再生を停止させ、余力を靴くつ底ぞこへ集結。花吹雪として一気に噴射させる。

　なにがなんだかさっぱりわからないけれど──ひとまずっ、地面を抉えぐる！

「姉さん……待って！　どこ行くのさ！」

　大きく跳とび上がり、空中の階段を踏ふむように、姉さんへ向かって飛ぶ。

　すると姉さんは怯おびえたように竦すくみ、さらに上空へと逃にげていく。

「っ……こ、来ないでくださいっ。嫌ですっ」

「どうしたんだよ急に!?　なんで逃げるのさっ」

「だ、だめです……っ、橙矢ちゃんは来ちゃだめですっ」

「だからっ、理由を……っっ」

　ずき、と右みぎ腕うでが許容外の激痛を発した。再生を打ち止めたツケ。それが一気に回り始める。堰せきを切ったように全身が痛みで縛しばられていき……ふっ、と力が抜ぬける。

　まずい…………これ、墜おちる。

「──橙矢ちゃんっ!?」

　墜つい落らくして視界が一八〇度回転する最中、姉さんが悲鳴を上げる姿が見えた。視界が黒くなる。瞼まぶたが落ちたのか。身体からだに力が入らない。頭から下へ下へと落下していく──

　──かと思ったら、不意に温かい感かん触しよくが頭を包み込んだ。

「橙矢ちゃんっ、橙矢ちゃんっ、橙矢ちゃん目を開けてくださいっ」

　誰だれかがすぐ近くで叫さけんでいる。聴ちよう覚かくまで遠くなっていてよく聞こえない。落下する感覚がなくなっている……誰かに抱だきかかえられてホバリングでもしているのか。

　ただ……瞼をゆっくりと持ち上げれば、声の主も判明するはずで。

「嫌っ……橙矢ちゃん死なないで……っ、ごめんなさいっ、ごめんなさいっ……」

　────姉さんが子供のように泣きじゃくっていた。

　最後の一条と呼べる再生の光が最低限の感覚を取り戻もどさせた。それはひとえに──誰だ僕の姉をこんなに泣かしたのはと心の底から激げき怒どした感情がきっかけに他ほかならず。

「ごめんなさ、ごめ……っ、橙矢ちゃん、ひっくっ、ひっくっ……」

　────泣かした原因、僕だった。

　姉さんは初めて見るほどに泣きじゃくっている。僕の頭を胸むな元もとに抱いてくれるのはいいのだけれど、姉さんの体つきからしてこのままだと窒ちつ息そくする怖おそれがあったので、

「……し、死んでないよ、姉さん」

「っ──橙矢ちゃん!?」

　絞しぼり出すように声を上げると、姉さんが一ひと際きわ目を見開き、唇を安あん堵どの形に変えた。

　けれどもすぐに……また鼻を鳴らして、泣き出してしまう。

「どうしたのさ……ねえ、さん」

「ごめんなさいっ……ごめんなさい、ごめんなさい……傷つけてごめんなさい、痛い思いさせてごめんなさい、橙矢ちゃんのこと嫌きらいって言ってごめんなさい……っ」

　──ああ……そういう、ことか。

　姉さんは僕の髪かみに顔をうずめてひたすら謝っている。姉さんが逃げ出した理由もようやく想像がついて、思わず安堵の息を漏もらした。

「ごめんなさい、ごめんなさいっ、ごめんなさ──」

「姉さん……聞いて！」

　うぅ、ちょっと声を張っただけで激痛が喉から上ってきた。しかしその甲か斐いはあったようで、姉さんはそろそろと顔を上げて、泣き腫はらした瞳で僕を見つめる。

　こうしてみると──年上なのに、なんだか子供みたいだ。

「姉さん、よく聞いて……僕は姉さんのこと怒おこってなんかない。だから謝らなくていいんだよ」

「……でも、私……橙矢ちゃんのこと、いっぱい傷つけて……」

　さっきまで無類の強さを誇ほこっていた姉さんとは印象逆転である。思わず苦笑が漏れて、僕はゆっくりと腕を伸のばし、姉さんの頭にまで掌を持っていく。

　さらさら……さらさら……と、子供をあやすような気持ちで撫なでる。

「ずっと無理して戦ってたんだよね……？」

「ぐずっ……はい、ほ、本当は……あんなこと、したくなかった……っ。戦っている間、ずっと、ずっと胸が苦しくてっ……橙矢ちゃんのこと、う、撃うちたくなんてなかった……あ、あんな風に腕を、溶とかしてっ……」

「溶けてないから大丈夫。他に、無理してたことは？」

「……ざ、残留体と戦って、涙晶を奪うばって……ずっと、苦しんでいる彼らを見ているのも辛つらくて……これしか方法がないってわかってても、本当はやりたくなんてなくて……っ」

「うん……」

「ひ、人柱なんて……なりたくなかったっ。橙矢ちゃんたちとお別れなんて絶対に嫌っ、死んでも嫌ですっ。なんでそんなことしなくちゃいけないの……っ、なんでっ、橙矢ちゃんと会えなくなるのっ。そんなの……そんなのっ、辛くてっ」

「うん……うん……」

「もう、戦いたくなんてない……橙矢ちゃんと一いつ緒しよにお家うちに帰りたいです……っ！」

　そう言って、姉さんは一際大きな声を上げて泣き始めた。ようやく零してくれた本音だった。

　つまるところ──最初からずっと無理をしていたんだ、姉さんは。

　戦えるからといって、戦うのが平気なわけじゃないように。姉さんは大きなことを成し遂とげる力を持っている。それこそ僕のためだけに、世界ごと救ってしまうことが可能なくらいな、途と方ほうもない力を確かに持ってはいるのだろう。

　でもだからといって、姉さん本人がどう思うかまでは別だ。

　花屋を営み、僕とほのみのご飯を毎日つくってくれて、日々幸せそうな姉さん。あっちが本来の姉さんなんだ。切った張ったをするのは性しよう分ぶんじゃないことくらい知っていたはずなのに、僕は姉さんの優やさしすぎるが故ゆえの強さに目が眩くらんでいた。

　だからこんなに泣きじゃくるまで、姉さんに気付いてあげることができなかった。

「ごめん……姉さん」

「な、なんで橙矢ちゃんが謝るんですかぁ……」

　ひっく、としゃっくりを上げて、姉さんがふるふると黒くろ髪かみを横に振ふる。

「私、橙矢ちゃんのことこんなにも傷つけて……き、きら……嫌いになって……」

「ああ、だからさっきあんなに逃げてたんだ……」

「うぅぅ……橙矢ちゃん、私のこと嫌いにならないで……」

　本気で懇こん願がんしている姉さんに一いつ瞬しゆん呆ほうけてしまう。僕が、姉さんを……？

　────ない。まず、ない。

「姉さん、それだけは絶対ないから安心して。というか、さっきの戦いはああいうものだったし、それ言うなら僕だって姉さんに銃向けているし……」

「と、橙矢ちゃんの銃くらい、私は平気です……」

　……地味に落ち込む言われようだけれど、ろくに掠かすりもしなかったから事実か。

「そ、それよりも橙矢ちゃんの傷が……あぁ、こんなにも傷ついて……」

「い、いや大丈夫だから。そんなに心配しないで。この話はこれくらいにしよう、ね？」

　強ごう引いんにでも話を畳たたまないとまた泣き出してしまいそうな雰ふん囲い気きだったので、僕は姉さんの頭を撫で続けることで彼女の不安を取り除き、

「それより姉さん、もう人柱になるなんて言わないでね？」

「……はい……でも、それじゃ橙矢ちゃんが……」

　姉さんが心配そうに僕の、ひいては世界の行く末を案じている。現状、純白の花瞳エルダーアイリスは崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしているし、人柱の問題も正直なにも解決していない。

　──そう、さっきまでは。

「姉さん。姉さんとの姉弟きようだい喧げん嘩かのおかげで、一つ思いついたことがあってさ」

「姉弟……喧嘩？」

　そっちの単語がむしろ気になったらしい。何気なく使ったけれど──でもあまり意味合いとして間ま違ちがっていないと思う。だって、

「喧嘩、じゃないかな？　姉の意見に反はん抗こうして弟がくってかかったんだから。スケールがちょっと大きいかもしれないけど……」

「……ふ、ふふ。そうかもしれませんね……んふふ」

　ツボに入ったのか姉さんが小さく笑い出す。

　うん──姉さんはやっぱり、笑っていてくれたほうが何倍も可愛かわいい。

「それじゃあ橙矢ちゃん、思いついたことって……？」

「ああ、それはね──……」

　とっておきの秘策を自じ慢まんするように、僕は姉さんに言う。

　これからの未来を上向きに語っていくための、一つの方法を。




　────こうして、おそよ二週間にわたる姉弟喧嘩は幕を閉じた。







　　　エピローグ　Re:light







　────その方法を実じつ践せんするためおよそ一か月の準備期間を要した。




「いやぁ、長かったなー……」

　回かい廊ろう。純白の花瞳エルダーアイリスと『鶺せき鴒れい』を繫つなぐ通路の終着点で、ここに来るまで乗ってきた列車の車両に背を預けて、ノボルがどこか感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

　僕は僕で同じように背を預けながら、車両の金属部分に後頭部を当てて冷えた感触を楽しみつつ、

「そうかな？　結構今日まで忙いそがしかったし、短かかった気もするけど」

「いんや、オレもぶっちゃけわりと早いほうだったなーって思うけどよ。ある種のお約束ってやつ？　こうやって『長かったなー』的な台詞せりふ言っておけば、苦労報むくわれる雰囲気味わえないかなーっと」

「……で、実際どうなの、味わえた？」

「正直よくわからん……」

　ああそう、と僕はなんとも微び妙みようそうな顔をする親友の横で頷うなずく。そりゃそうだ──

「まだ苦労が報われてないんだから、味わったって仕方ないじゃない」

　その通りである。

　列車の中から降りてきたつばさが、ちょっと呆あきれたように肩かたをすくめていた。

「それにこれからようやくって瞬しゆん間かんなのに、簡単に味わっちゃそれはそれで勿もつ体たいなくない？」

「ま、それもそっか。あともう少しなんだし待つとすっかなー」

「八はち王おう寺じの気持ちもわかる気もするけどね」

　苦く笑しようを浮うかべて、つばさが遠い目で回廊の天てん井じようを見上げる。無機質な造りをした天井ではなく、その外にある深海、さらに浮ふ上じようして真っ青な空を見ているように。

「ハル姉のときから一か月で、こんなに話が進むなんてちょっと現実感ないし」

「……そうだね」

　姉さんの一件──あれから一か月が過ぎている。

　なんとか姉さんを止めることができた僕は、みんなと合流して『鶺鴒』に戻ると、真っ先に姉さんの身の安全を確保した。

　なにせ涙るい晶しよう管理局に狙ねらわれている身である。どれほど強固なセキュリティを築いたとしても、あの手この手で突とつ破ぱされてしまう可能性も否いなめない、と。

「鈴すず蘭らんが涙晶管理局に掛かけ合って、交こう渉しようしてくれなかったら危なかった……」

「ま、その交渉の結果が、このプロジェクトの成功だっていうんだから、ラインギリギリだけどな」

　そう──プロジェクト。

　今日僕たちがここに集まったのは、そのプロジェクトなるもののためであり、姉さんの持つ【マトリョーシカ】の知識と身み柄がらはそれの成功と引き替かえに確保したものでもある。

「オレもいっそ、あの人たち手伝いにいこうかねぇ」

　ノボルが視線を投げる先では、閉じた回廊の扉とびらの前で大勢の白衣を着た研究員が集まっていた。役職は武装研究員をはじめ、有名どころの残ざん留りゆう体たい研究の第一人者や、色々疎うといと自覚のある僕でも名前や顔を知っているような各分野のエキスパートが勢せい揃ぞろい。

　全員、これから始まるあるプロジェクトのメンバーである。

「実際のところ最終確かく認にんの状態だから、まあ手伝えることなんざねぇんだけど……」

「それにしては行きたそうな顔してない、八王寺？」

「……実は駆動銃ランゲージ開発の上の人も来ててよ。これを機にお近づきになって、こう、ちょっくら新型駆動銃ランゲージの開発とかの援えん助じよとか取り付けられないかなーと」

　へへへっ、と浮かべる顔は意識してか小悪党風味である。

「いやな、最近の開発事情ってぶっちゃけシビアでさ……マジ金欠なんだよ」

「……それなら美み陽よさんのお父さんに頼たのんだほうが早くないかな？」

　率そつ直ちよくな意見である。ぶっ、とノボルが水も含ふくんでいないのに噴ふき出した。

「お、おまっ……それやったら色々ダメだろっ」

「なんで？　だってノボルと美陽さん、もうほとんど付き──」

「なぁぁっそれはいいんだよっ、つかそうだとしてもそれでお願いしたらなんか援助とか地位狙いでそうしたっぽいじゃねぇか！」

　口調がわやわやしているも言いたいことはなんとなく把は握あくする。なんというか、ノボルは美陽さんが絡からむと途と端たんに純情というか、真ま面じ目めになるような。

「八王寺って結構真面目なんだ……ちゃらいのに」

「外見で人を判断したらいけないんだかんなっ。っつーか橙矢っちにだけは言われたくねぇ！　いい加減どうするのか決めたのかよっ。最近なんかやたらハルの姉さんとも仲良いみたいだしよっ。決めてないなっ？　その顔は未いまだに決めてない顔だなーっ？」

「……どんな顔さ」

　あと姉さんはさすがに姉さんである。とはいえノボルの言いたいことがこれまたなんとなく理解できる身としては、赤面している限り人のことが言えそうにない。

「……本当、決めてないよね」

「ぐっ」

　じーっとつばさに睨にらまれ、冷ひや汗あせが出てくるような。視線が拗すねているようにも見えて余計に頰ほおが熱くなってきた。

「あーもーやだ、こいつらまたいちゃついているしよー」

「いちゃ……ついてないっ。八王寺こそ室長とハッキリさせなよっ。根こん性じようなしっ」

「ぐぉっ、なんたる正論を……」

　ぐぬぬと唸うなり──かっ、とノボルは覚かく悟ごを決めたように目を見開くと、

「あぁもう決めたっ。オレちょっくら行ってくるっ。ここで自分の力だけでのし上がっていざってときに正々堂々姉あね御ごといちゃつけるようやってやるぜ！」

「……が、頑がん張ばってねー」

　最後のあたり本音をダダ漏もれにしつつ、親友はエキスパート集団へ単身突つっ込んでいった。こちらとしては、ひらひらと掌てを振って応おう援えんするばかりである。

　すると……つばさがぼそぼそと小声で、でも隣となりにいるから聞こえるくらいの音量で、

「……橙とう矢やもあれくらいハッキリすればいいのに……」

「う……ご、ごめん」

「はは、形無しですねぇ、トーヤさん」

　不意にどこからか声がする。きょろきょろと見回しても姿が見えず、

「ここですよ、トーヤさん」

　二言目にして音源を発見、首を振ふり向けた先は真上。車両の上からにょきっと顔を突き出し、銀ぎん髪ぱつの青年──レーシュが爽さわやかに笑っていた。うわ。

「びっくりしたっ……どこから現れているのさ！」

「幽ゆう霊れいみたいですか？」

　よっ、と掛け声一つかけて、レーシュが車両から飛び降りる。僕はもう慣れっこで、わっ、とレーシュの自由っぷりにあまり慣れていないつばさは目を白黒させて、

「え……レーシュ、さん？」

「さん付けはいらないですよ、ツバサさん。今日は栄はえある例のプロジェクトの開始日だ、あまり気にしない方向で。いやぁ、それにしてもここまで来るの長かったですねー」

「……そのやり方流は行やっているの？」

　なにがです？　と青年は不思議そうな顔をしている。……偶ぐう然ぜんとは怖ろしい。

「いや、なんでもない。今日までの苦労を味わいたいのかなーと」

「なんだか哲てつ学がく的ですね。苦労とかあんまり意識したことないですけど」

「っていうか……レーシュ？　普ふ通つうに流しちゃったけど、ここにいて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　つばさが周りを気にしたように小声で喋しやべる。忘れがちだけれどこの青年、世界的な指名手配犯である。幾いく多たの事件を乗り越こえて友達みたいな認識になっているけれども。

「あー、一応見つかるとやばいですね。近くに『雨あま燕つばめ』も置いてあるし。アイネももう少ししたらこっちに来るはずですし」

「だ、だめじゃん……」

「そこまでしても見てみたいってことですよ、ツバサさん」

　にっ、とレーシュは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべると、回廊であれだこれだと最終確認を交かわし合う研究員たちに視線を投げ、

「世紀のプロジェクト──『純白の花瞳エルダーアイリス再生計画』を、どうしてもこの目で見てみたかったんだ」

　──どこか感情を込こめるように言った。

「人柱を用いない塔とうの半永久的な再生……でしたよね、触ふれ込みは。叶かなえてくれるのなら神にでもなんにでも祈いのりますよ。……あ、失礼。この場合、トーヤさんに祈っておいたほうがいいんですよね？」

「……なんで？」

　ははー、と両目を閉じて掌を合わせる青年は、どうも僕に祈っているらしい。ぱちり、と彼は片目だけ開けると、

「だってトーヤさんでしょ、このプロジェクトの立案者って」

「…………一応それ、機密とかのはずなんだけど……え、なんで知っているの？」

「え、普通に調べましたけど？」

　あっけらかんと言い放つレーシュは一応世界の敵である。……なんで指名手配中の彼が国家機関の機密を漁あされるのか、深くは聞かないでおこう……。

「……立案者が学生だと色々風当たりも厳しいからさ。美陽さんのお父さん……総裁の進めるプロジェクトとして扱あつかってもらっているんだ」

「へー、なんか勿体ない気もしますけど。ま、感謝する相手がわかっているんだからよしとしますか」

　そう言って肩をすくめると、レーシュはまっすぐ僕に手を差し出してきた。

　指先を揃そろえて、友好を示すようにするその仕草は──初めて彼と出会ったときの挨あい拶さつであり、そして今はまた別の意味合いがあるように思えた。

「このプロジェクトが成功すれば、人柱も……俺の母さんも解放される。お役やくご免めんになるわけですから。どれだけ感謝してもしつくせないくらいに、感謝してますよ、トーヤさん」

「レーシュ……」

　その手を、握にぎり返さない理由はどこにもなかった。

　身体的な接せつ触しよくでこれほど人の想おもいが伝わってくるものもないと思う──握あく手しゆ。

「……それじゃ、俺は一回『雨燕』に戻もどりますかね」

　しばらくして手を離すと、レーシュはどこか満足げに微笑ほほえみ、

「アイネ一人だと迷まい子ごになりそうなんで」

「ああ、それは……ありそうかな」

　なんでですかーっ、と当の本人が脳のう裏りで抗こう議ぎしたような気もしつつも、彼女との出会いもそういえば道に迷った末だったし……アイネちゃん、ごめん。

　じゃあ、とレーシュが踵きびすを返して──少し歩いてから、首だけでこちらに振り返った。

　腕うでを上げて、ひらひらと掌を振りながら……

「また、そのうち会いましょう」

「うん。また」

　青年は最後に悪戯いたずらっぽく、にっと唇くちびるの端はしを吊つり上げて、去って行った。

　こういう別れ方も結構いいものだなと思う。外国式、なのかな。

「……よし、僕たちも頑張ろう」

「あ、橙矢がやる気になった」

　くす、とつばさに微笑まれる。やる気の充じゆう塡てんという意味ではその通りだ。

　レーシュのお母さんのためにも……成功させなきゃな。

「──それではご注目ください！」

　そうこうしているうちに、と言っていいくらいの時間が過ぎたらしい。

　職員の中から一ひと際きわ凜りんとした、それも聞き覚えのある声が上がった。

「これより『純白の花瞳エルダーアイリス再生計画』を実行に移したいと思います！　職員は所定の位置に着いて準備をお願いします！」

「あ、ようやくだね。いこっ、橙矢」

「うん！」

　つばさと一いつ緒しよに所定の位置──僕たち武装研究員が集まる場所に向かう。

　総勢一〇〇人を超こえる白衣がひしめきあう中、一人その人だけは、季節を問わずへそだしルックで固めているため、すぐに見つけることができた。

「美陽さん。さっき、招集かけたの美陽さんですよね？」

「ああ、だいだいやじるし。うん、自分が一応現場の指揮を執とることになっている。計画も先ほど最終調整が終わったところだよ。プロジェクトの初期段階──ほのみんは既すでに中に入って誘導しているはずだ」

　ふふ、と美陽さんが不敵に微笑む。瞳を猫ねこのように細め、

「わくわくするね。自分たちが歴史を変えるかもしれない転機に立ち会うのは」

「大げさ……でもないんですよね、そっか……」

　そう言われると人間途端に緊きん張ちようしてくるものである。

「胸を張っていいんじゃない、風かざ峰みね君？」

　美陽さんの背中からひょいっと若わか紫むらさき色の髪かみをした少女が顔を出す。

　なんだか可愛かわいらしい登場の仕方をしたのは、リノン。

「あんなやり方、きっと貴方あなた以外には考えつかないだろうし」

「ほのみのおかげだよ。僕一人じゃ思いつきもしなかった。それに……」

　もっと言えば、このプロジェクトの存在そのものがひとえにみんなのおかげだ。

　純白の花瞳エルダーアイリスの物理的劣れつ化かという危険性を説き、それの解決策を実行するための計画を、たった一か月で実行まで持ってきたのは、なにを隠かくそうこの美陽さんで。

「美陽さんが力を貸してくれたから、こんなに早く実現もできました」

「ふふ、ありがとう。まあ、問題はまだまだ山積みだけれどね」

　肩かたにかけた狙そ撃げき銃じゆうのストラップをかけ直して、美陽さんが回かい廊ろうの閉とざされた扉とびらを見み据すえる。

「涙晶管理局の手前、人柱という存在については触れることができなかったのが少々心残りだ。無論、公式にはできずとも救出はするし、他ほかの塔に至ってもできる限りのことはするつもりだけど……」

「それには私も力を貸せると思う。管理局の目をかいくぐって、他の塔全すべてのゴスペルを解放するのも不可能じゃない」

　でしょう、とリノンに微笑まれたら、僕としては頷うなずく他ない。望むところである。

「頼たよりにしているよ、リノン」

「わ、私だってできること……ええと、なにかあるしっ」

「ふふ、いい部下を持てて自分は幸せものだなぁ」

　リノンが静かに笑顔を零こぼし、つばさがなにやら慌あわて始め、美陽さんが満足そうに何度も頷き──そんな中、ついに回廊に電子音が鳴り響ひびいた。

『サーモスキャン、スタート。エントランス付近をチェック……リアクティブ。カウント、一、二、三、四、五……複数体の熱源を確かく認にん。残留体と判断。コンディション、レッド』

「構わない。扉を開けてください！」

　美陽さんの指示でスキャンの結果を無視して扉が開かれる。周囲から少なからず動どう揺ようの声が漏もれたし、僕も少し前だったらなにをしているんだと問い詰つめたかもしれない。

　けれども今回は、違ちがう。

　いいやもしかしたら今日このときから、これ以降の常識が変わるかもしれない──

「回廊、開きます！」

　巨きよ大だいな扉が重厚な音を立てて、ゆっくりと左右に開いていく。

　これまでこの瞬しゆん間かんは、残留体と戦う前の一歩だった。けれども今日、僕たちの目には敵意はなく、サーモスキャンも『良いハヴアナイス狩りをハンテイング』とは口にしない。

　やがてなによりも硬かたい扉が完全に姿を消し、僕たちの前には、純白の花瞳エルダーアイリスの空間が視界一面に広がった。

「綺き麗れい……」

　つばさが思わずといったように呟つぶやいた、その光景を──

　──僕は一生、忘れることはないと思う。

　涙なみだ色いろの輝かがやきを散らしながら、空間を自由自在に飛び回る──残留体。

　これまでの自分なら即そく座ざに銃じゆうを構えていた光景に、今は見とれている。それはきっと残留体たちが思い思い、気持ちよさそうに自由に飛んでいて、そして──

「んーっ、みんなっ、そろそろ出番だよーっ」

　その中心に浮うかび上がり、まるで指揮でもするように手を振ふって、残留体たちの行動を誘導している──ほのみがいたから。

　少女は緋ひ色いろの髪を揺ゆらして、自分に無む邪じや気きに飛びついてきた残留体の頭を、笑顔で撫なでている。その光景に、僕は一か月前に見た彼女の決意が間ま違ちがっていなかったとあらためて思った。




　──残留体と、戦わないで……一緒に、生きていきたい──




　その想おもいは今、この場で果たされようとしている。

　涙晶の光が雪のように降り注ぎ、まるで彼女を祝福しているように見える。

「んぅ、いい子いい子……あっ、とーやくーんっ」

　ほのみが僕に気がついて、宙に浮かびながら元気に手を振ってくる。よっぽど嬉うれしいのか、宙を軽く蹴けって、勢いよくこちらに飛んでくると──

「わふっ」

「うわっ」

　僕のお腹なかに突とつ撃げき、けれどもこれくらい捌さばけなくてほのみの兄は務まらない。

　僕はほのみを受け止めて、二人して至し近きん距きよ離りで見つめ合った。

「とうやくんっ。準備できているよっ」

「うん、ありがと」

　えへへと笑う彼女の頭を撫でていると、頭部になにやら思し惟いの線……視線を感じる。しかも二方向、おそるおそる振り返ると、つばさとリノンがジト目で睨にらんでいた。

「……本当、本当っ、ハッキリしないんだから……」

「風峰君、風峰ハルにいいつけてもいいのよ……？」

「ちょ、ちょっと待ってっ。つばさはごめんその通りですっ、でもリノンっ、姉さんに言いつけられたところでとくにやましいことはないはずっ」

　妹の頭を撫でたことを姉に知られたところで痛くはない！　はず、なのに……。

　ふーん、とリノンはおとがいをくいっと上げて、

「……言いつけたら最後、きっとその倍の頭なでなでを要求されるでしょうね」

「うっ」

　……そうなんだよなぁ。最近、姉さんが前に比べてよりゆるゆるになったというか、簡単に言うと甘えてきて、しょっちゅうくっついてくるのだ。

　別に悪いことではないし、むしろ家族仲良くは僕のモットーでもあるけれど……。

「今日だって本当は風峰ハルがついていきたいって言ったのに、涙晶の羽を除去した影えい響きようで体調が心配だから連れていってもらえない……ってぼやいてたんでしょ？」

「なんでそんなに正確に知っているのっ？」

「メル友よ、朝飯前」

「朝飯といえば……そういえば今朝、ハル先せん輩ぱいから昨夜は三人仲良く川の字で寝ねたと報告メールが……」

「さぁ美陽さんさぁ始めましょう！」

　遮さえぎって正解、更さらなる爆ばく弾だんを投下される寸前だった。後こう輩はいに朝イチでなんてこと報告しているんだ、姉さん。

「ふふ、そうかい？　じゃあそうしようか。──ではこれより、プロジェクト『純白の花瞳エルダーアイリス再生計画』を実行します！」

　美陽さんが堂々と声を張り上げる。

「計画は単純、残留体と協力して思考昇華を行いこの塔を修復すること！　自分たちにとっても彼らにとっても、ここは大切な場所だ。ならば手入れを行うのに協力してもなんら不思議はない！」

　僕たちは残留体の持つ涙晶が必要なため、残留体にとっては住処すみかであるため、と理由は分かれるのだけれど──

　この後、ほのみが提案する……『残留体の皆みなさんから涙晶をわけてもらおう計画』が軌き道どうに乗る頃ころには、残留体との関係が見直されると信じたい。

「事前の説明通り、各員は所定の位置につき、これより塔の修復を開始してください！　なお──」

　ぽん、と美陽さんから両手を肩に乗せられ、ほのみが驚おどろいたように小さく跳はねる。

　美陽さんは不敵に微笑ほほえみ、ほのみと顔を見合わせる。

「残留体は今このとき、我々の友人であることを忘れないように！　コミュニケーションを取るお手本は彼女、風峰ほのみから学ぶことをオススメする！」

「んぅーっ、ぴっと目を合わせてしゃって握あく手しゆしてっ、ぎゅーって抱だき合えば仲良くなれるよーっ」

　ハードル高たけぇ、とどこかで声が上がるも、ほのみらしくていいと思う。

　結局のところ、僕は思うのだ。

　人であれ残留体であれ、仲良くなることに余計な気負いはいらない──

「では、それぞれ所定の位置に！」

　僕たちは塔の階段を駆かけ上り、それぞれの位置につく。

　ある者は銃じゆう口こうを掲かかげ、あるものはきらんっと磨といだ爪つめを掲げ──隣となりのほのみから怒おこられて、涙晶の羽を輝かせる。

　思考昇華パラダイムシフトの仕方はそれぞれ、再生の仕方もまたそれぞれ違う。

「よし、全員位置についたら、人は銃を、残留体は羽を掲げてくれ！　これは我々の結ぶ交友の第一歩、歴史の転てん換かん点だ！　思考昇華パラダイムシフト、準備！　カウント、一〇、九──」

　あちこちで涙色の光が、ぽつ、ぽつと……灯ともり始める。武装研究員がそれぞれ駆動銃ランゲージを構え、思考昇華パラダイムシフトを始めた合図。僕も両手に大型拳けん銃じゆうを構える。

　塔とう内ないがみるみる光で満ちていく光景──その一部であることを誇ほこりに思う。

「八、七──」

　再生とは、傷ついたものを治すことだ。

　でもそれは、マイナスをゼロに戻もどす作業じゃない。傷ついた分だけ人は経験を得るし、トラウマじみた記き憶おくは持ち主を苦しめ、なかったことにできればと願うことだってあるかもしれない。

　けれども軌き跡せきの否定は、今ある自分の否定に繫つながる。

　ならば僕は、過去を肯こう定ていした上で、今の自分についた傷を再生したい。

「六、五、四──」

　生きていれば何度だって傷つくことがあるかもしれないけれど、その度たび、再生を繰くり返して、一歩ずつ軌跡を延ばしていけば──ふと振り返ったときに、思うこともある。

　ああ、こんなにも遠くまで来たのだと。

　傷を受け、再生し、傷をつくり、再生する──その行程は紛まぎれもなく自分の軌跡で、そこまで生きてきた証明なのだと。

　直視できない過去は再生を経て、自分の一部として受け入れる。

　そんな都合よくなにもかも上う手まくはいかないかもしれないけれど、それでも前例があるからひたすら前向きに。自分ならできると信じて。

「三、二──」

「ねえ、ほのみ」

　この傍かたわらの少女と一いつ緒しよに再生つくりあげた軌跡は、なにより綺麗なものだと誇れるから。

「今日をさ、楽しい日にしたいよね」

「ん、あたしはもう楽しいよーっ」

　ねっ？　と満面の笑みを咲さかせる彼女と共に、僕は今日、新たな再生を行う。

　これからもずっと、この日々を生きていくために──

「──ゼロ、再生開始！」

　今日も僕は、この手の奇き跡せきを振るい続ける。







　　　あとがき




　皆さんこんにちは、武たけ葉ばコウです。

　こうしてご挨あい拶さつするのもこれで六回目となります。そしてあとがき同様、本編のほうもいつの間まにか六巻まで続けることができました。前巻からは大分間が空いてしまい、お待ちくださっていた読者の皆様……本当に、ごめんなさい！

　今巻はいわゆる最終巻、物語を締しめくくるお話です。

　ドバイという異国の地で考え、書き上げた作品がデビュー作となり、こうして続けてこれたことを思うとなんだか不思議な気持ちになります。これって海を跨またいだ話では……とふと思いついた表現はやや大げさで、でも思い返すと作品の世界観もそんな話だったのでこれはこれで案外合っているのかも……と不思議な気分が倍増する今日この頃です。

　色んな意味で海を跨いだ本作、最後まで楽しんでいただけたら嬉しく思います。




　最終巻ですし、もっと色々とお話ししたい！……ところなのですが、今回は紙幅が少ないこともあり。本シリーズ最後の謝辞を述べていきたいと思います。

　デビュー当時からお付き合いいただき、物語に寄り添い続けてくれた担当様。貴方あなたがいてくれたから、こうして最後までこの物語を書き進めることができました。

　イラストレーターのntny様。本シリーズを彩ってくれたイラストの数々は、僕の中で一番の宝物です。多すぎて心の中が今や宝ほう物もつ庫こみたくなっております。

　本シリーズをつくるにあたって、携わってくれた全ての皆様方。友人、家族へ。

　本当に、ありがとうございました！　胸の中は感謝の気持ちで一杯です。




　そして最後に、本シリーズを最後まで読んでくれた貴方へ。

　本を手にとってページをめくるそのどこか一瞬にでも、楽しい時間を過ごしていただけたら、作り手としてこれ以上の喜びはありません。

　読んでくださって、本当に、本当にありがとうございました。

　また次作でもお目にかかれたら……もう、最高に幸せです。




　それではまた、どこかで。





二○一四年一○月　武葉コウ
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